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　東京医科歯科大学歯学部は、1928（昭和3）年に発足し
た東京高等歯科医学校を母体としており、2008年に創立
80周年を迎えました。
　本学が官立の歯科医学教育機関として発足するに当た
り、初代校長の島峯徹先生、それを引き継がれました長
尾優先生（東京大学卒8年後輩）には大変なご苦労があり
ました。ことに長尾先生は、東京帝国大学医科大学を
1913（大正2）年にご卒業になられ、先生ご自身は外科学
で身を立てられるお積りでしたが、故あって病理学教室
に残られました。しかし、先生の一年先輩の大村正夫先
生の勧めもあって、ご両親の反対を押し切って東大歯科
学教室に移られたのです。そこでは“歯科医学とは何か”
といった激論が進められ、折も折り1914（大正3）年12月に、
1907（明治40）年から外国留学されていた島峯先生が帰国
して出会うことになり、そこから島峯先生、長尾先生ら
の官立の歯科医学教育機関設立に向けての精力的な努力
が始まりました。　
　島峯先生は歯科学および微生物学で大きな業績を上げ
ておりましたが、1917（大正6）年に歯科医師開業試験附属
病院長（東京帝国大学医学部歯科学教室講師併任）に着任
するも、歯科高等教育機関を設立することに奔走、人材
を集め、甲斐あって1923（大正12）年度創設案が議会を通
過しました。ところが、同年9月1日関東大震災に見舞わ
れて執行が遅れ、5年後の1928（昭和3）年10月12日に晴れ
て、やっと東京高等歯科医学校設立の官制（本科4年、研
究科2年）が交付されました。1回生100人を迎え、入学宣
誓式が挙行されたのは1929（昭和4）年4月20日のことです。
当時の歯科大学としては、世界に類を見ない基礎医学講
座の充実を図ったところは、特筆すべきものでした。

1944（昭和19）年には、東京医学歯学専門学校と校名を変
更して歯学科（定員80名）に医学科（定員80名）を併設する
ことになりました。1945（昭和20）年には、前年秋から病
気療養中の島峯徹校長の病状が悪化し、69歳の人生を閉
じられました。本学を立ち上げられたご功績もさるとこ
ろながら、政界官界学界あらゆる方面に知己交友が多く、
その博学、卓抜な手腕、高邁な精神は皆等しく敬慕する
ところでありました。
　その精神、情熱は、長尾優校長に引き継がれることに
なりました。東京医学歯学専門学校から大学への昇格に
際し、改めて校名が検討されました。「東京医歯科大学」「御
茶水医歯科大学」「東京医学歯学大学」などの案も議論さ
れ、最終的には「東京医科歯科大学」に落ち着き、進駐軍、
本省との頻繁のやり取りの中で、1946（昭和21）年にやっ
と長尾先生の獅子奮迅の尽力が結実し、大学（旧制）への
昇格設立に漕ぎ着けました。歯学部も医科と同様に予科
2年・専門4年教育となり、さらに1951（昭和26）年に、今
日の東京医科歯科大学（新制）となったのです。長尾先生
は「凝り性」と自らのご性格を評しておられましたが、天
空海闊にして不失正鵠のお人柄に誰もが先生を敬服して
おられました。また、先生との名コンビとして多くの伝
説を残されております、当時の菊川武雄事務局長（1949年
〜1963年）の量体裁衣の働きぶりも忘れてはいけないと
思います。
　本学では、これまで多くの歯学教育・歯科医学におけ
る指導的人材を輩出するとともに、同分野の発展に寄与
してまいりました。1978（昭和53）年には、大学として創
立50年記念誌を刊行しておりますが、この間、歯学部に
関連した主な事項として、2000（平成12）年4月には、歯学

研究科（1955年設置）が医学研究科と統合し、医歯学総合
研究科として改組立ち上げ、大学院重点化を果たしまし
た。その後、2004（平成16）年4月には、国立大学法人化
という歴史的な転機を迎え、学部では2004（平成16）年4月、
歯学部附属歯科衛生士学校を歯学部口腔保健学科として
発展的に改組するなど、これまで以上に個性化、高度化、
国際化が求められ、戦略的な大学として自律した運営形
態で新たなスタートを切りました。歯学部においてもこ
れを契機に、教育研究や診療活動などの高度化を図って
きたところであります。
　そして、今年度からの第二期中期目標期間においては、
大学を取り巻く状況がますます厳しくなり、大学の存在
意義が問われる中で、それに柔軟かつ的確に対応すべく、
さらなる創意工夫と不断の努力が求められています。本
学としては、医歯学融合教育の推進や大学院教育研究組
織の見直し、さらにはタイ、チリ、ガーナなどの海外教
育･研究拠点の活動を推進するとともに、歯学部では当面
の改革として、2011（平成23）年度に歯学部附属歯科技工
士学校を歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻（4年制）
として発展的に改組することとしており、2004年度の歯
科衛生士学校の4年制大学化に引き続き、歯学部におけ
る高度専門職業人養成の制度設計がひとまず完成を見る
ことになります。
　今後、内外の厳しい環境に屈することなく、むしろ飛
躍への機会としてとらえ、歴史と立地条件を生かし、医
科歯科ならではのわが国唯一の教育研究領域を開拓する
必要があります。また、歯学部においては、歯科界の教育・
研究・臨床の拠点として国内外でリーダーシップを発揮し、
さらなる社会への貢献を目指すことが望まれます。

2010（平成22）年10月
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東京医科歯科大学 学長

大山 喬史

1966（昭和41）年東京医科歯科大学歯学部卒業。専門分野は、
歯科補綴学（部分床義歯学）、スポーツ歯学。1966（昭和41）
年東京医科歯科大学歯学部に助手として採用、1971（昭和
46）年から1973（昭和48）年米国イリノイ大学顔面頭骸骨異常セ
ンターにリサーチアソシエイトとして留学、1974（昭和49）年に鶴
見大学歯学部の助教授となる。1979（昭和54）年より東京医科
歯科大学歯学部の教授、その後、歯科技工士学校長、歯学部
附属病院長を併任、2003（平成15）年副学長に就任、2005（平
成17）年に退職となる。同年、理事・副学長として就任し、
2008（平成20）年東京医科歯科大学学長として現在に至る。
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　東京医科歯科大学歯学部は、東京
高等歯科医学校として1928（昭和3）
年にスタートしました。1944（昭和19）
年には医学科を設置して、東京医学
歯学専門学校歯学科となり、戦後に
は東京医科歯科大学歯学部となりま
した。現在は大学院重点化され、さ
らに国立大学法人となっています。
社会の変遷によりその組織、名称は
変化してきていますが、いつの時代
にも多くの歯学教育・歯科医学にお
ける指導的人材を輩出し、わが国の
歯科界の発展に寄与してきました。
　現在、日本の大学は、構造改革の
推進、18歳人口の減少、国家予算の
削減などにより、これまでにない変
革を求められています。さらに歯学
部では学生定員の削減も現実のもの
となり、歯学教育の在り方にも大き

歯学部創立80周年をむかえて

部があります。われわれに本学の将
来は見えませんが、今なすべきこと
に向けて踏み出すことはできます。
　「今なすべきこと」を考えるために
も、本学の80年の歴史を紐解くこと
は意義のあることと思います。単に
過去を振り返るのではなく、本学の
将来を考える、歯学の将来を考える
ためにこそ、本学歯学部80周年記念
誌を編纂することの意味があるので
はないでしょうか。ここに本誌を発
刊することができましたことは、大
山喬史学長のご支援と、編集にご協
力いただいた皆様のおかげであり、
この場を借りて感謝を申し上げる次
第です。

2010（平成22）年10月

な変化が起こりつつあります。本学
歯学部の歴史の中でも、有数の難局に
直面しているといっても過言ではあ
りません。
　本学の先人が難局や課題にどのよ
うに対応し、行動してきたかをこれ
までに出版された記事などから知る
につけ、尊敬の念とともに、われわ
れも次世代に向けてしっかりとした
行動をすべく叱咤され、背筋が伸び
る気がします。
　専門学校の建学の父である島峯徹
先生の時代から、大学の創始者であ
る長尾優先生の時代を経て現在に至
るまで、本学の歴史を貫く柱は「歯
学の進歩と発展のため」に尽きます。
いつもその時代の中で、熱意をもっ
て歯学のために尽くしてこられた先
輩諸兄のおかげで、現在の本学歯学

歯学部長

田上順次

1980（昭和55）年に東京医科歯科大学歯学部を卒業。1984（昭和59）年同大学大学院歯学研究科修了。同大学病院に勤務。1994（平成6）年、奥羽大学歯学
部教授。1995（平成7）年、東京医科歯科大学歯学部教授。2005（平成17）年には歯学部長に就任。専門は「う蝕制御学」。

　東京医科歯科大学歯学部80周年、
誠におめでとうございます。
　歯学部附属病院の発祥は、1897（明
治30）年、麹町区永楽町（現在の千代
田区丸の内）に設置された東京医術
開業試験附属病院（通称、永楽病院）
であります。その後、1929（昭和4）
年にわが国唯一の官立歯科医学教育
機関である東京高等歯科医学校の病
院として発足し、1949（昭和24）年に
東京医科歯科大学歯学部附属病院へ
と改組して、国立大学法人の病院と
して現在に至っております。
　歯学部附属病院は、歴史の中で常
に歯学部とともに日本の歯科医学界
の中心的で指導的な立場として、歯
学教育、臨床研究および歯科医療の
技術で多大な貢献をしてきました。
常に安全で質の高い、先進的な歯科

歯学部創立80周年をむかえて

を考えていくことで、記念誌の編纂
を通じて未来へのヒントがつかめる
のではないでしょうか。
　歯学部附属病院は、今後も歯学部
とともに学内および学外との連携を
深め、東京医科歯科大学の特徴を明
確にした病院にしていくことが最も
重要であると考えております。今後
とも皆様のご指導ご鞭撻を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。
　また、この記念すべき80周年を迎
えるに際し、ご尽力をいただきまし
た多くの諸先輩の皆様に感謝いたす
とともに、大山喬史学長のご支援と
80周年記念誌の編纂にご協力をいた
だきました皆様に深く感謝を申し上
げます。

2010（平成22）年10月

医療を国民に提供しています。
　このような中、現在、学生定員や
病院の運営交付金の削減など、歯学
部および附属病院の取り巻く環境は
非常に厳しいものであります。この
厳しい環境の中で歯学部および歯学
部附属病院は、今後、どのような道
を歩むべきか真剣に考えていかなけ
ればなりません。
　現在の状況よりはるかに厳しい環
境を乗り越えてこられた、本学の諸
先輩たちの歩まれた道をたどってい
くことは、今後の私たちの歩むべき
道を考える上で非常に重要なことで
あると考えます。いつの時代でも歴
史は私たちに未来へ進むべき意義と
勇気を与えてくれます。本学歯学部
80周年の歴史をたどり、先人がどの
ように難局を乗り越えてこられたか

歯学部附属病院長

嶋田昌彦

1980（昭和55）年に東京医科歯科大学歯学部を卒業。1984（昭和59）年同大学大学院歯学研究科修了。1993（平成5）年岡山大学歯学部教授。2006（平成
18）年東京医科歯科大学大学院教授。2008（平成20）年歯学部附属病院長に就任。専門は「歯科麻酔学・疼痛制御学」。
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　歯学部創立80周年、誠におめでと
うございます。歯学部ならびに歯科
同窓会の皆様には心からお祝い申し
上げます。
　東京医科歯科大学は、1928（昭和3）
年10月12日に官制の東京高等歯科医
学校として設立されました。お茶の
水女子大学跡の現在地である湯島へ
の移転はその2年後で、1944（昭和
19）年に医学科が設置され東京医学
歯学専門学校に改組されました。
　次いで1946（昭和21）年には旧制東
京医科歯科大学となり、1951（昭和26）
年に新制東京医科歯科大学、2004（平
成16）年に法人化して現在に至ってい
ます。このように東京医科歯科大学
は歯科医師養成機関として発足し、
歯学部は医学部より16年ほど長い歴
史があります。

歯学部創立80周年をお祝いして

学部のように指導的立場にある教育
拠点であっても学生定員が削減され
るのはきわめて残念なことです。医
学部としても、これから医学部・医
療界にも起こり得る問題と深刻に受
け止めています。
　80周年を通過点として、歴史と伝
統のある本学歯学部が先頭に立って、
これまで通りわが国の歯学部・歯科
医療を牽引していただきたいと思い
ます。また、日本の歯学教育に大き
な影響力がある本学歯学部が、これ
からも指導的立場を堅持してわが国
に素晴らしい歯学教育を展開し、優
れた歯科医師を多数養成することを
期待します。

2010（平成22）年10月

　その歴史のもとに、本学歯学部は
日本の歯科医師養成機関として多く
の人材を輩出し、これまでわが国の
歯学教育・歯科医療における指導的
役割を担ってきました。それらの多
大な功績は歯学界の歴史に刻まれて
おり、もちろんこれからもわが国の
歯科医学分野の発展にさらなる貢献
をしていくことは間違いありません。
歯学部と医学部は本学の両輪ですの
で、医学部も負けないように頑張っ
ていきたいと思います。
　最近、歯学部・歯科医療界におい
ては、歯科医師の過剰ということが
大きな問題として喧伝されています。
　わが国の歯学部においては、入学
定員の削減や国試浪人の増加といっ
たことが起こっており、解決の難し
い問題に直面しています。本学の歯

医学部長

大野喜久郎

1971（昭和46）年東京医科歯科大学医学部卒業後、同大学脳神経外科に入局、1989（平成元）年に講師となる。1999（平成11）年には文部科学省在外研究員と
してドイツ、フランス、英国に研究出張する。2000（平成12）年に東京医科歯科大学大学院脳神経機能外科学分野教授、2006（平成18）年より医学部長に就任。

　母校が80周年を迎えることに深い
感慨を覚えます。
　1928（昭和3）年に母校が創立され、
4年後第一期の同窓生が卒業し、社
会に羽ばたいていったのです。それ
まで歯科は私立の歯科大学の卒業生
のみで、国民の口腔管理を担当して
きました。なぜそれまで国立の歯科
大学、歯学部が存在しなかったのか？
　「歯科は富国強兵にあたらず」の
ひとことで、国は歯科をおろそかに
してきた歴史があります。このこと
は日本の国民とって大変不幸な事で
した。
　歯科界は1903（明治36）年の大日本
歯科医会創設から日本歯科医師会が
スタートし、2003（平成15）年に100
周年を迎えたのです。
　1956（昭和31）年、戦後10年の時期

本校創立80周年記念誌に寄せて

健対策委員会」が打ち出した「8020運
動」は広く国民の口腔の管理、向上
に寄与して今日を迎えています。
　「口腔保健と全身の健康とのかか
わり」は医学部が創設されて以来、
本校の重要な役目であったように思
います。
　東京医科歯科大学は、唯一の医科・
歯科併設の国立大学です。国民の「健
康で長寿」の国、日本の役に立って
もらいたいものです。

2010（平成22）年10月

に東京医科歯科大学に入学し、まだ
ものの豊富な時代ではなかったので
すが、解剖学の実習・講義に胸を膨
らませ、医学部の講義も総論は一緒
に受講し、それから半世紀以上が経
ち、8回生は卒後50周年を迎えます。
　明治維新のころ、歯科医療に当たっ
ていたのは、口中治療を行っていた
口中医と、義歯調製などに当たって
いた歯医者だったようで、医科・歯
科の一元論が議論される基本ルーツ
のようです。
　入学試験の面接で、檜垣麟三先生、
中村平蔵先生、髙橋新次郎先生、檜
山健兒先生など、大病院の大院長の
風格のある大先生に圧倒された記憶
が今でも思い浮かびます。
　1989（平成元）年、砂田今男日本歯
科医学会会長が座長の「成人歯科保

歯科同窓会 会長

西村誠

1960（昭和35）年東京医科歯科大学歯学部を卒業。1966（昭和41）年、東京都中野区にて小児歯科専門「愛育歯科診療所」を開業。1977（昭和52）年日本歯科
医師会常務理事に就任。1997（平成9）年より東京都歯科医師会会長を務める。2000（平成12）年より東京医科歯科大学歯科同窓会会長。
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歯学部80年の歩み（1928年〜2008年）

明治20年代のお茶の水・湯島地区。中央に東京高等師範学校（現筑波大学）があり、左には東京女子高等師範学校（現お茶
の水女子大学）の校舎、右に見えるのが湯島聖堂である。写真中央の奥に見える森は、東京帝国大学（現東京大学）のキャン
パスである

湯島移転後の東京高等歯
科医学校正門。 順天堂
側にあった（昭和5年末）

東京高等歯科医学校第一附属医院（湯島地区）

東京高等歯科医学校第二附属医院（神田錦町） 第二附属医院の玄関口

本館中庭にて、ニ
コライ堂を背景にド
イツ語担当の外国
人講師を囲んでの記
念撮影

お茶の水橋付近より見たニコライ堂
（昭和10年頃／内山栄一氏 寄贈）

開校直後の東京歯科医学校の校舎（神田錦町・昭和4年頃）

聖橋から見た新校舎本館（昭和10年頃）

島峯校長の講義風景

東京高等歯科医学校の教授陣

藤田恒太郎教
授の指導によ
る組織学実習

マネキン人形を用いた模型実習に取り組む学生

大治療室での
臨床実習

第1回生の卒業記念写真（東京医科歯科大学歯科同窓会『50年の回顧』より）

東京高等歯科医学校の創設
1928（昭和3）年〜

1928（昭和 3）年10月　東京高等歯科医学校を創立（10月12日）
1930（昭和 5）年12月　湯島に移転し、東京高等歯科医学校第一附属医院を開設
  神田錦町の附属医院は第二附属医院と改称
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国府台進学課程の正門と本部

1947（昭和22）
年11月、千葉県
市川市国府台に
旧軍用建物を利
用して開設された
国府台分院

1944（昭和19）年当時の教員と生徒 東京医学歯学専門学校の教授陣

1952（昭和27）年
頃、戦後復興期に
撮影された本学校舎
と湯島地区の風景

歯学部附属病院の玄関口

歯学部校舎4階（本館のお茶の水側）にあった大治療室

1962（昭和37）年の湯島キャンパス全景

1964（昭和39）年、
東京オリンピック日本
代表に選ばれた東京
医科歯科大学舵手な
しペア。左は歯学部
15 回 生 の 黒 崎で、
右が歯学部16回生
の向後

口腔外科における全身麻酔下での手術

病理学の実習風景。光学顕微鏡を用いた病理
組織標本の観察

歯学部附属病院の予診風景。学生や研修医の
教育の場にもなっていた

歯学部創立50周
年 時（ 1978 年 ）
の卒業記念写真

東京医学歯学専門学校の設置
1944（昭和19）年〜

1944（昭和19）年 4月　東京医学歯学専門学校歯学科を設置
1946（昭和21）年 8月　東京医科歯科大学歯学部（旧制）および予科を設置

東京医科歯科大学（新制）の設置
1951（昭和26）年〜

1951（昭和26）年 4月　東京医科歯科大学（新制）歯学部を設置
　　　　　　　　  附属歯科衛生士学校を設置
1952（昭和27）年 4月　附属歯科技工士学校を設置

歯学部創立50周年
1960（昭和35）年〜

1978（昭和53）年10月　歯学部創立50周年を迎える

歯学部80年の歩み
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歯科新棟が竣工
1980（昭和55）年〜

1999（平成11）年 4月　大学院歯学総合研究科を3専攻に改組
2004（平成16）年 4月　国立大学法人東京医科歯科大学に移行
 歯学部口腔保健学科を設置
2008（平成20）年10月 創立80周年を迎える

歯学部80年の歩み

保存学実習の示説。実習前の講義は階段教室で行われた

1982（昭和57）年、歯科新棟が竣工

歯科新棟に移転する前の大治療室。2号館（本館）の4階、御茶ノ水駅
側のフロアにあった。柱のない広大な部屋に、100台を超える治療用ユニッ
トが配置され、歯学部自慢の治療室であった

教養部の正門

千葉県市川市国府台にある教養部の校舎

臨床基礎実習でのひとコマ 現在の大学全景

歯学部附属病院のロビーにある受付

附属図書館と情報処理センターを統合し、さら
にメディア教育開発機能を加えた東京医科歯
科大学「図書館情報メディア機構」

2000年代に入り、さらに充実した設備が整った
大治療室（歯科新棟4階）

M&Dタワー（医歯学総合研究棟）の2階にある
大講堂。講義のほか学会などにも使用される

大学院重点化に伴い研究設備が一層充実し、
幅広い領域で最先端の研究を行っている

歯学部創立80周年時（2008年）の卒業記念写真 口腔保健学科の臨床実習室

2002（平成14）年、10号館（旧総合教育研究棟）が
竣工
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島峯　徹
（しまみね・とおる）

明治10年　新潟県長岡市に生まれる
明治34年　第四高等学校卒業
明治38年　東京帝国大学医科大学卒業
明治40年　ドイツ ベルリン大学、ブレスラウ大学留学
大正  3年　帰国／東京帝国大学講師
大正  4年　文部省歯科医術開業試験附属病院歯科医長
昭和  3年　東京高等歯科医学校校長（〜 19年）
昭和19年　東京医学歯学専門学校校長（〜 20年）

在任期間
昭和3年4月〜 20年2月

檜垣麟三
（ひがき・りんぞう）

在任期間
昭和24年4月〜 34年3月

大正  8年　東京帝国大学医科大学卒業
昭和  4年　東京高等歯科医学校歯科保存学教室教授
昭和19年　東京医学歯学専門学校歯科保存学教室教授
昭和21年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学教室教授（〜 35年）

髙橋新次郎
（たかはし・しんじろう）

在任期間
昭和35年4月〜 37年3月

大正  8年　日本歯科医学専門学校卒業
大正14年　ペンシルバニア大学大学院歯科矯正学課程修了
昭和  4年　東京高等歯科医学校講師 補綴部矯正科主任
昭和12年　東京高等歯科医学校教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯学部歯科矯正学講座教授（〜 37年）

中村平藏
（なかむら・へいぞう）

在任期間
昭和34年4月〜 35年3月

大正  5年　新潟医学専門学校卒業
大正14年　東京帝国大学歯科学教室助手
昭和  4年　東京高等歯科医学校口腔外科学教室教授
昭和19年　東京医学歯学専門学校口腔外科学教室教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯学部口腔外科学教室教授（〜 35年）

中村嘉男
（なかむら・よしお）

在任期間
平成6年4月〜 9年3月

昭和33年　東京大学医学部卒業
昭和47年　東京医科歯科大学歯学部附属
　　　　　 顎口腔総合研究施設 咀嚼研究部門教授
昭和57年　東京医科歯科大学歯学部口腔生理学教室教授（〜平成11年）

江藤一洋
（えとう・かずひろ）

在任期間
平成9年4月〜 17年7月

昭和42年　東京医科歯科大学卒業（歯学部15回生）
昭和53年　東京医科歯科大学歯学部附属顎口腔総合研究施設
　　　　　  成長過程研究部門教授
平成  4年　東京医科歯科大学歯学部発生機構制御学講座教授
平成11年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科分子発生学分野教授
　　　　　 （〜 19年）

石川梧朗
（いしかわ・ごろう）

在任期間
昭和46年4月〜 58年3月

昭和14年　東京高等歯科医学校卒業（歯科7回生）
昭和25年　東京医科歯科大学医学部病理学教室助教授
昭和29年　東京医科歯科大学歯学部病理学教室教授（〜 58年）

小椋秀亮
（おぐら・ひであき）

在任期間
昭和58年4月〜平成6年3月

昭和28年　東京医科歯科大学卒業（歯学部1回生）
昭和39年　東京医科歯科大学歯学部薬理学教室助教授
昭和44年　東京医科歯科大学歯学部歯科薬理学講座教授（〜平成6年）

三村　二
（みむら・たすく）

在任期間
昭和40年4月〜 43年3月

昭和  8年　東京高等歯科医学校卒業（歯科1回生）
昭和24年　東京医科歯科大学歯科薬理学教室助教授
昭和25年　東京医科歯科大学薬理学教室教授（〜 44年）

桐野忠大
（きりの・ただお）

在任期間
昭和43年4月〜 46年３月

昭和14年　東京高等歯科医学校卒業（歯科7回生）
昭和20年　東京医学歯学専門学校医学科卒業
昭和21年　東京医学歯学専門学校解剖学教室助教授
昭和30年　東京医科歯科大学歯学部解剖学講座教授（〜 56年）

中澤　勇
（なかざわ・いさむ）

在任期間
昭和37年4月〜 40年3月

昭和  8年　東京高等歯科医学校卒業（歯科1回生）
昭和18年　海軍軍医学校歯科学教授
昭和21年　東京医学歯学専門学校教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯科補綴学教室教授
昭和40年　東京医科歯科大学歯学部歯科補綴学第一講座教授（〜 52年）

歴代の歯学部長および附属病院長

長尾　優
（ながお・まさる）

明治20年　香川県丸亀市に生まれる
大正  2年　東京帝国大学医科大学卒業
大正  3年　米国ペンシルバニア大学留学
大正  7年　文部省歯科医術開業試験附属病院助手
昭和  4年　東京高等歯科医学校教授
昭和20年　東京医学歯学専門学校校長並びに同附属医院長
昭和21年　東京医科歯科大学（旧制）学長（〜 26年）
昭和26年　東京医科歯科大学（新制）学長（〜 36年）

在任期間
昭和21年4月〜 36年6月

本学歯学部の発展の基礎は、東京高等歯科医学校の創立者である島峯徹先生と、
その後を継ぎ東京医科歯科大学初代学長となった長尾優先生によって築かれた。
歯学の進歩を主導する高邁な英知とアカデミックな建学の精神は、
東京医科歯科大学歯学部を統括する歴代の歯学部長、歯学部附属病院長に脈々と引き継がれている。

 歯学部長

東京高等歯科医学校　　校長
東京医学歯学専門学校　初代校長

東京医学歯学専門学校　校長
東京医科歯科大学　　　初代学長

 初代校長・初代学長
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上野　正
（うえの・ただし）　　

在任期間
昭和35年4月〜 41年3月

昭和10年　東京帝国大学医学部医学科卒業
昭和18年　海軍軍医学校歯科学教授
昭和25年　東京大学附属医学専門部教授
　　　　　 兼 東京大学助教授同医学部附属病院分院歯科医長
昭和26年　東京医科歯科大学歯学部口腔外科学講座教授（〜 52年）

村井竹雄
（むらい・たけお）

在任期間
昭和41年4月〜 42年6月

昭和  9年　東京高等歯科医学校卒業（歯科2回生）
昭和24年　東京医学歯学専門学校医学科卒業
昭和27年　東京医科歯科大学講師
昭和34年　東京医科歯科大学歯学部歯科放射線医学講座教授（〜 42年）

山下　浩
（やました・ひろし）

在任期間
昭和42年6月〜 44年1月

昭和  9年　東京高等歯科医学校卒業（歯科2回生）
昭和25年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学講座助教授
昭和27年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学講座教授
昭和31年　東京医科歯科大学歯学部小児歯科学講座教授（〜 52年）

石原壽郎
（いしはら・としろう）

在任期間
昭和44年1月〜 44年9月

昭和17年　東京帝国大学医学部卒業
昭和23年　東京医学歯学専門学校卒業
昭和25年　東京医科歯科大学歯学部講師
昭和28年　東京医科歯科大学歯学部助教授
昭和34年　東京医科歯科大学歯学部歯科補綴学講座教授（〜 44年）

久保田康耶
（くぼた・やすや）

在任期間
昭和44年9月〜 45年1月

（事務取扱）

昭和25年　東京医学歯学専門学校医学科卒業
昭和32年　東京医科歯科大学歯学部卒業（歯学部5回生）
昭和38年　東京医科歯科大学歯学部口腔外科学第一講座講師
昭和39年　東京医科歯科大学歯学部歯科麻酔学講座助教授
昭和42年　東京医科歯科大学歯学部歯科麻酔学講座教授（〜平成6年）

林都志夫
（はやし・としお）

在任期間
昭和45年1月〜 48年1月

昭和16年　東京高等歯科医学校卒業（歯科9回生）
昭和19年　新潟医科大学卒業
昭和24年　東京医科歯科大学助手
昭和25年　東京医科歯科大学助教授
昭和35年　東京医科歯科大学歯科補綴学講座教授（〜 59年）

鈴木賢策
（すずき・けんさく）

在任期間
昭和48年1月〜 51年1月

昭和   8年　東京高等歯科医学校卒業（歯科1回生）
昭和18年　倉敷中央病院歯科医長
昭和22年　東京医学歯学専門学校医学科卒業／同校教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学教室教授
昭和40年　東京医科歯科大学歯科保存学第三講座教授（〜 52年）

三浦不二夫
（みうら・ふじお）

在任期間
昭和51年1月〜 60年1月

昭和22年　東京医学歯学専門学校卒業（歯科15回生）
昭和30年　東京医科歯科大学歯科矯正学教室講師
昭和32年　東京医科歯科大学歯学部歯科矯正学教室助教授
昭和37年　東京医科歯科大学歯学部歯科矯正学教室教授
昭和56年　東京医科歯科大学歯学部歯科矯正学第一講座教授（〜平成3年）

砂田今男
（すなだ・いまお）

在任期間
昭和60年1月〜 63年1月

昭和20年　陸軍航空士官学校卒業
昭和28年　東京医科歯科大学歯学部卒業（歯学部1回生）
昭和39年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学教室助教授
昭和42年　東北大学歯学部歯科保存学第一講座教授
昭和52年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学第三講座教授
 （〜平成2年）

細田裕康
（ほそだ・ひろやす）

在任期間
昭和63年1月〜平成5年3月

昭和28年　東京医科歯科大学卒業（歯学部1回生）
昭和35年　東京医科歯科大学助教授
昭和42年　新潟大学歯学部歯科保存学第一教室教授
昭和57年　東京医科歯科大学歯学部歯科保存学第一講座教授（〜平成5年）

大山喬史
（おおやま・たかし）

在任期間
平成5年4月〜 14年3月

昭和41年　東京医科歯科大学卒業（歯学部14回生）
昭和49年　鶴見大学歯学部補綴学教室助教授
昭和54年　東京医科歯科大学歯学部附属病院顎口腔機能治療部教授
平成12年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　 摂食機能構築学分野教授
平成17年　東京医科歯科大学理事（教育担当）
平成20年　東京医科歯科大学学長

黒㟢紀正
（くろさき・のりまさ）

在任期間
平成14年4月〜 17年7月
平成19年4月〜 20年3月

昭和42年　東京医科歯科大学卒業（歯学部15回生）
昭和49年　東京医科歯科大学歯学部第一歯科保存学教室講師
昭和57年　東京医科歯科大学歯学部附属病院総合診断部助教授
昭和63年　東京医科歯科大学歯学部附属病院総合診断部教授
平成11年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　 総合診療歯科学分野教授（〜 20年）

早川　巌
（はやかわ・いわお）

在任期間
平成17年8月〜 19年3月

昭和42年　東京医科歯科大学卒業（歯学部15回生）
昭和53年　東京医科歯科大学歯学部第3歯科補綴学教室講師
昭和60年　東京医科歯科大学歯学部第3歯科補綴学教室助教授
平成13年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　 摂食機能評価学分野教授
平成18年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
　　　　　 全部床義歯補綴学分野教授（〜 19年）

中村平藏
（なかむら・へいぞう）

在任期間
昭和24年5月〜 25年6月
昭和28年4月〜 31年3月

大正   5年　新潟医学専門学校卒業
大正14年　東京帝国大学歯科学教室助手
昭和   4年　東京高等歯科医学校口腔外科学教室教授
昭和19年　東京医学歯学専門学校口腔外科学教室教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯学部口腔外科学教室教授（〜 35年） 

髙橋新次郎
（たかはし・しんじろう）

在任期間
昭和25年6月〜 28年3月
昭和31年4月〜 35年3月

大正   8年　日本歯科医学専門学校卒業
大正14年　ペンシルバニア大学大学院歯科矯正学課程修了
昭和   4年　東京高等歯科医学校講師 補綴部矯正科主任
昭和12年　東京高等歯科医学校教授
昭和24年　東京医科歯科大学歯学部歯科矯正学講座教授（〜 37年）

 歯学部附属病院長

歴代の歯学部長および附属病院長
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　東京医科歯科大学は、医学部医学
科、医学部保健衛生学科、歯学部歯
学科、歯学部口腔保健学科、生体材
料工学研究所、難治疾患研究所を有
する日本唯一の医歯学系総合大学院
大学である。2000年に大学院大学と
なったため、教員は大学院医歯学総
合研究科に所属して歯学科の教育を
兼担している。
　現在の歯学部は、歯学科と口腔保
健学科、附属歯科技工士学校の3つ
の組織で構成されている。歯学科

（6年制）では豊かな人間性を有し、
使命感を持って全人的な医療を実践
し、国民の健康の維持・増進に寄与
するとともに、国際的視野から歯科

医学・歯科医療の向上に貢献できる
指導的役割を果たすことのできる歯
科医師を育成することを教育の基本
理念としている。
　2004年に設立された口腔保健学科
は、わが国最初の4年制専門学科で
あり、卒業後には歯科衛生士と社会
福祉士の国家試験受験資格が得られ
る。乳幼児から高齢者まで、生涯に
わたるさまざまな場面で、人々ととも
に考え、支援できる予防歯科、地域
歯科保健、社会福祉の専門家を育成
している。
　もう一つの組織である歯科技工士
学校では、歯科臨床現場で活躍でき
る優れた学識や技術を備えた人材の

養成を目指している。通常の2年制
コースを修了した後、さらに2年制
の実習科を設けている。
　現代は、歯科医療のニーズが多様
化、高度化する中で、全人的な医療
をチームとして実践できる歯科専門
家の育成が求められている。歯学部
では国際的な観点から歯科医学、歯
科医療の向上に貢献できる指導者の
養成を目指している。そのため、少
人数グループによるテュートリアル
教育をはじめ、基礎と臨床の科目の
統合型の講義・実習、コンピュータを
利用したe-learningシステム、患者
さんを対象とした包括臨床実習など
を歯学教育に取り入れている。

歯科界の発展のために、さまざまな領域で
指導的役割を果たせる人材の育成を目指して
国際的視野を持ち、歯科医学・歯科医療をリードする人材を育成するのが歯学部のミッションである。
近年、拡大する歯科医療ニーズに応えるため、医療と福祉の両面から患者さんを支援できる
歯科専門家の養成を目指して、4年制の口腔保健学科を設置した。

歯学部の概要
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　東京医科歯科大学歯学部附属病院
は、4つの診療科、27部門の診療外
来を備えた、わが国で最も大きな歯
科病院である。う蝕、歯周病、不正
咬合などの歯科疾患の保存治療、外
科治療、補綴治療を行う外来だけで
なく、ペインクリニック、歯科心身
医療外来、顎関節治療部、顎義歯外
来、スポーツ歯科外来、言語治療外来、
インプラント外来、いびき無呼吸歯
科外来、摂食リハビリテーション外来、
息さわやか外来、口腔ケア外来、歯
科アレルギー外来など専門治療を行
う数多くの外来を有しており、あら
ゆる口腔・顎顔面領域の疾患に対応
できる設備・人材を有している。
　また、外来部門だけではなく、病

院内には口腔外科を中心とした手術
室と60床の入院設備が整っている。
　一方では歯科医師、歯科衛生士、
歯科技工士の養成機関としての役割
もあり、学部生の臨床実習や卒業後
の臨床研修なども歯学部附属病院に
おいて実施している。すべての教職
員は、以下に示す歯学部附属病院の

“理念”と“こころざし”を常に心に留
めて日々の診療を行っている。
　外来患者数は約1800人／日、入院
患者数は延べ1万8000人／年と多く、
年々増加傾向にある。2005年7月に
は歯科病院として初めて日本医療機
能評価機構による認定を受け、質の
高い医療サービスを提供できている
と評価された。

優れた医療人の育成に努め、患者さん一人ひとりに
あった最高水準の歯科医療を提供します。

・安全で質の高い歯科医療を提供します。
・人間性豊かな歯科医療人を育成します。
・新しい歯科医療の開発を推進します。
・口腔の健康増進を通して社会に貢献します。

病院の理念

病院のこころざし

“理念”と“こころざし”が日々の診療を支え、
多くの患者さんからの信頼を育む
歯科医師だけでなくコ・デンタル・スタッフや職員が協力して、それぞれの使命や責務に取り組み、
質の高い歯科医療を患者さんに提供している附属病院。患者数は毎年増加している。

歯学部附属病院の概要
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　東京医科歯科大学における歯科技
工士養成の歴史は、東京高等歯科医
学校が創設された翌年の1929（昭和
4）年5月12日までさかのぼる。4年間
の修業課程は技工手養成科と称され
ていた。養成科は1953（昭和28）年3
月31日まで続き、その間108名の卒
業生を輩出している。
　1952（昭和27）年には歯学部附属歯
科技工士学校が設置され、初代校長
として檜垣麟三先生、専任教官とし
て石上新一先生、竹花庄治先生が赴
任された。創設当初は1学年の定員
が15名、修業年限3年となり、入学
金および授業料は無料であった。
　1955（昭和30）年、歯科技工法の施
行を受けて本学では1956（昭和31）年
から新しい制度に切り換えられ、直
ちに国内第一号の歯科技工士養成機
関として認可された。
　1957（昭和32）年には、本科の3年
課程における技術習得の充実を図る

養成科から本科および実習科へ
脈々と受け継がれる歯科技工教育
歯学部附属歯科技工士学校は、国立の歯科技工士養成機関として、わが
国最古の歴史と伝統を持ち、歯科技工学の発展を牽引。世界で活躍する
指導的立場の人材を数多く輩出しているのが本校の誇りである。

技工手養成科創立20周年にて記念撮影

とともに、2年間の教育期間をもっ
てより優秀な歯科技工士を養成し、
斯界のリーダーあるいは教育研究者
となり得る人材を輩出する目的で、
実習科を新設。この時の定員は1学
年10名、修業年限は2年で、歯科技
工士免許取得者を入学対象とした。
　本科の教育と異なる点は、一般教
養科目はなく、すべて専門科目であ
ることと、各自のテーマによる卒業
論文を提出することであった。実習
科修了生には、全国の歯科技工士養
成所で教育に携わる者や企業の研究
機関で研究職に就く者が多くあり、
約1割の修了生は海外で活躍してい
た。もちろん、世界的に有名なセラ
ミストも含まれている。このような
教育課程はわが国唯一のものであり、
世界で活躍する指導的立場の人材を
数多く輩出しているのが本校の誇り
である。
　1967（昭和42）年の学校教育法の改

正により、入学資格は高等学校卒業者
に変わり、本科では１学年の定員が20
名、修業年限は2年となった。当時の
カリキュラムでは、第1学年で専門科目
の大部分を履修し、第2学年のほぼす
べてを歯科技工実習に充てている。
　この実習とは、歯科技工士学校か
ら歯学部附属病院歯科技工部に隣接
された技工室に出向いて行う臨床実
習であり、実習開始時には登院式を
行うなど学生に医療従事者としての
意識を持たせる重要な機会としてい
た。例えば、歯科技工士学校教員に
歯科技工部職員1名がライターとし
て加わり、より臨床に即した技工技
術指導を行っていた。
　このような指導体制を作ることが
できたのは、歯学部附属病院および
歯科技工部の協力があってのことで
あり、わが国においては本学のみが
成し得る教育体制といえる。学生た
ちは実践的な技術指導を受けた上で

卒業を迎え就職し、即戦力として活
躍することができた。これは国家試
験合格100％、就職率100％という結
果にも表れており、現在でもその伝
統は受け継がれている。
　1995（平成7）年、専修学校設置基
準の一部改正、専門士の称号付与、
歯科技工法の一部改正、歯科技工士
養成所指定規則の一部改正などに伴
い、本校学則の一部を改正、2学期
制から3学期制にするなど、カリキュ
ラムを大幅に変更し現在に至る。
　1997（平成9）年から2002（平成14）
年にかけての6年間と2009（平成21）
年には、JIMTEF（財団法人国際医
療技術交流財団）およびJICA（独立
行政法人国際協力機構）から海外留
学生を受け入れており、学生と同じ
実習室にて技術指導を行った。
　本校入学生には早期から海外就職
を考えている人材も多く、身近に海
外を感じられる環境を提供できる点

も本校の大きな特徴である。また、
海外で活躍するOB・OGからは現地
の求人情報なども紹介されるため、
近年では毎年のように、海外就職し
ていく卒業生が後を絶たない。
　施設面では、2009（平成21）年度の
2号館耐震改修工事に伴い、2階に
あった実習室をすべて4階に移設。
3カ所の講義室は4カ所に増設し、
CAD/CAMやレーザ溶接機など、
新しい器材が整った素晴らしい環境
で歯科技工士養成を行っている。
　2010（平成22）年度現在、本科には
58、59期生が在籍しており、延べ卒
業生は1047名、実習科には53、54期
が在籍しており、延べ修了生は472
名となっている。2011（平成23）年度
からは、歯学部口腔保健学科の改組
に伴い口腔保健工学専攻が新たに設
置され、養成科から本科、実習科へ
と受け継がれてきた歯科技工士養成
が学士課程へと移行する予定であり、

本学歯科技工士教育のますますの飛
翔が期待される。

新素材「ジルコニア
セラミクス」を加工
するLAVAシステム
を使っての実習風景

歯科技工士の資
格取得に欠かせ
ない専門教育や
技術習得を目的
とした特徴ある講
義の様子

1983（昭和58）年当時の臨床実習の様子 充実した実習環境

1919（大正  8）年 文部省歯科病院（一ツ橋）において、歯科技工手養成が始まる 
1928（昭和  3）年 東京高等歯科医学校設置 
1929（昭和  4）年 東京高等歯科医学校に歯科技工手養成科を設置（4年制） 
1952（昭和27）年 歯学部附属歯科技工士学校設置（新制中学卒3年制） 
1955（昭和30）年 歯科技工法制定 
1957（昭和32）年 歯学部附属歯科技工士学校実習科設置 
1966（昭和41）年 歯科技工士養成所指定規則改定（高等学校卒2年制） 
1994（平成  6）年 歯科技工法を歯科技工士法に改定 
1995（平成  7）年 文部科学大臣指定歯科技工士養成校 

沿革

歯学部附属歯科技工士学校の概要

檜垣  麟三
1952（昭和27）年  4月～1956（昭和31）年  3月

髙橋  新次郎
1956（昭和31）年  4月～1959（昭和34）年  3月

中澤  勇
1959（昭和34）年  4月～1962（昭和37）年  3月

林  都志夫
1962（昭和37）年  4月～1965（昭和40）年  3月

石原  壽郎
1965（昭和40）年  4月～1965（昭和40）年11月

林  都志夫
1965（昭和40）年12月～1968（昭和43）年  7月

石原  壽郎
1968（昭和43）年  8月～1969（昭和44）年  9月

中澤  勇  ※事務取扱

1969（昭和44）年  9月～1969（昭和44）年12月

中澤  勇
1969（昭和44）年12月～1975（昭和50）年12月

田端  恒雄
1975（昭和50）年12月～1981（昭和56）年12月

野本  直
1981（昭和56）年12月～1982（昭和57）年  7月

大山  喬史
1982（昭和57）年  8月～1985（昭和60）年  7月

藍  稔
1985（昭和60）年  8月～1988（昭和63）年  7月

長尾  正憲
1988（昭和63）年  8月～1998（平成10）年  3月

田上  順次
1998（平成10）年  4月～2005（平成17）年  7月

三浦  宏之
2005（平成17）年  8月～2011（平成23）年  3月

歯学部附属歯科技工士学校長
（氏名・在職期間）
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　東京医科歯科大学歯学部附属歯科
衛生士学校は、1951（昭和26）年に「口
腔衛生の向上を図る女子技能者」を
養成するために、日本初の国立大学
歯学部附属歯科衛生士学校として設
置された。当時は1年間の修業年限、
定員15名となっており、入学金およ
び授業料を無料としていた。初年度
の入学者数は13名、1952（昭和27）年
に8名の第1回生が卒業している。
　順調な滑り出しを見せた本校は、
1959（昭和34）年に歯科衛生士教育に
は臨床実習が必要であるとの考えか
ら2年制へと移行した。この時、在
校生（第8回生）のうち5名は1年間で
卒業し、5名は2年次へと進級、他校
から5名が編入している。
　当初は「歯科衛生士」という新しい
職種が人々に認知されることは少な
かったが、やがて子どもの“う蝕”が
蔓延し、「むし歯の洪水」といわれる
時代が到来すると、むし歯予防の担

い手である歯科衛生士への社会の期
待が高まり、1977（昭和52）年には学
生定員を30名に増加することとなっ
たのである。
　設置当初の教育体制では、主に歯
学部の歯科医師が歯科衛生士教育を
担当していたが、1964（昭和39）年に
初めて歯科衛生士の専任教官を1名
採用している。
　1975（昭和50）年には2名に増え、
さらに学生の定員増に伴い、2年後
の1977（昭和52）年には3名が専任教
官として教鞭を振るっていた。これ
により、歯科衛生士（専任教官）がそ
れぞれ教務主任、1年担任、2年担任
と業務を分担することができ、歯科
医師との連携を深めつつ教育に取り
組むことができた。
　教育環境という観点では、歯学部
附属病院が敷地内にあることで、入
学当初から学生には病院見学の機会
が与えられていた。もちろん、病院

で働く歯科衛生士や臨床実習中の2
年生の活躍を見学することも可能で
あった。この「早期体験実習」は、新
入生にとって歯科衛生士の仕事に対
する理解を深め、授業に真剣に取り
組む姿勢を促す自然な動機付けと
なっていた。
　1955（昭和30）年には、スケーリン
グ訓練のためのスタンド型マネキン
実習を取り入れるなど、当時の歯科
衛生士教育としては斬新な実習手法
を導入。基礎実習室の完備、学生2
人に1台のユニットを割り当てた相
互実習室など、充実した設備も本校
の特徴の一つであった。
　一方で学生たちは、臨床基礎実習
を開始する前には、自分自身で仕事
の流れや使用器材、準備、カルテ管
理などについて学び、スムーズに実
習が行えるようグループごとに検討
し、自分たちで実習マニュアルを作
成し勉強していた。歯学部附属病院

での臨床実習では多くの患者さんの
協力を得ることができ、学生一人あ
たり年間100名を超える患者さんに
対する保健指導や予防処置を経験し
たという実績が残っている。
　さらに、開業歯科医院や企業内の
歯科診療所、保育園、小学校、保健
所など、学外での臨地実習もカリキュ
ラムに組み込まれており、学生たち
は歯科衛生士としての確かな知識と
技術を身に付けて卒業することがで
きた。こうした教育への取り組みの
成果は就職率100％という実績につ
ながっていったともいえる。
　本校では他の専門学校とは違い、
1973（昭和48）年から卒業研究を実施
してきた。学生一人ひとりがテーマ
を決め、教員の指導のもと文献検索
や調査、実験を行い、結果をまとめ
て論文を執筆した。その論文集は
1981（昭和56）年以降毎年発行されて
おり、学生の中にはその成果を学会

で発表するほか、雑誌に投稿する者
も現れた。
　1984（昭和59）年からは、毎年1・2
年生合同の研修ゼミナールを実施し

「自分を知り、人を知る」ための演習
を通して、自分自身の行動特性や人
の気持ちを理解することの大切さを
学ぶ機会を設けていた。その後、こ
の授業はコミュニケーション学へと
発展し、患者さんとのやり取りや信
頼関係の構築に役立ててきた。
　このように、問題提起・問題解決
型の少人数教育、学外実習でのヘル
スプロモーションをベースとした地
域歯科保健の展開、コミュニケーショ
ン・トレーニング、卒業研究など、
新しい教育手法を数多く取り入れて
教育を行ってきたが、これらは現在
の口腔保健学科の教育においても引
き継がれている。
　本校はわが国の歯科衛生士教育に
おいて常に主導的立場を担ってきて

人々の歯・口腔の健康づくりを
サポートする歯科衛生士を目指して
歯科衛生士は国民の口腔衛生の向上、口腔疾患の予防を行う職業である。
本校は、時代に適応した歯科衛生士教育を提供し、社会の要請に合わせ
た有能な歯科衛生士を養成してきた。

1980（昭和55）
年頃の附属病院
で、臨床実習を
行う様子

臨床実習を行う際の学
生ユニホームの変遷。
1965（昭和40）年頃
は、看護師のような「ワ
ンピースにキャップ」。
やがて座位での歯科
診療が普及し、活動
性の高い「パンツタイ
プ」となりキャップは廃
止された

第1回生（昭和27年卒） 第53回生（平成17年卒）の卒業記念写真       

榊原悠紀太郎先生
による授業風景

おり、数多くの有能な人材を輩出し
てきた。現在、臨床や教育、地域保
健現場の第一線で活躍する同窓生が
多いことは、本校の誇りである。
　2005（平成17）年3月に第53回生30
名が卒業後、本校は閉校し歯科衛生
士教育は口腔保健学科へと引き継が
れた。54年間の卒業生総数は1228名、
全員が女性である。
　なお、同窓会組織としては、1953（昭
和28）年に結成された「お茶の水さつ
き会」がある。総会、卒後研修、公
開講座、実践セミナーの開催、会報
の発行を行うとともに、学校の30周
年、50周年、閉校記念事業などを学
校と協力して推進。4年制大学への
移行の際は、同窓会は歯科衛生士教
育のさらなる充実と発展のために、
学内外の関係者に働きかけ実現に尽
力した。この「お茶の水さつき会」は、
口腔保健学科の卒業生にも引き継が
れている。

1955（昭和30）
年に導入したスタ
ンド型のマネキン
を使ってのスケー
リング実習

歯学部附属歯科衛生士学校の概要
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年次 学校長 主な出来事
1951（昭和26）年 桧垣  麟三 歯科衛生士学校（1年制、定員15名）設立
1952（昭和27）年 1回生（8名）卒業
1954（昭和29）年 岡本  清纓
1959（昭和34）年 2年制へ移行（定員10名）
1960（昭和35）年 大西  正男
1964（昭和39）年 歯科衛生士（4回生の大谷康代）を専任教官・教務主任として採用
1965（昭和40）年 ユニホーム決定、戴帽式挙行
1966（昭和41）年 村井  竹雄
1967（昭和42）年 山下  浩
1969（昭和44）年 伊藤  秀夫 専任教官が交代（1回生の江島房子／歯科衛生士）
1973（昭和48）年 鈴木  賢策 卒業研究開始
1974（昭和49）年 中村  正
1975（昭和50）年 専任教官を1名増員（20回生の木下圭子／歯科衛生士）。創立25周年事業
1977（昭和52）年 木下  四郎 学生定員30名へと増員。専任教官を増員（22回生の加治潤子／歯科衛生士）
1979（昭和54）年 専任教官交代（15回生の牧野節子／歯科衛生士）
1980（昭和55）年 創立30周年事業
1982（昭和57）年 卒業論文要約集第1刊発行。ユニホームをパンツタイプに変更
1983（昭和58）年 岡田  昭五郎 医学部・歯学部附属学校4校で、3年制短大化構想検討
1984（昭和59）年 専任教官交代（26回生の近藤圭子／歯科衛生士）
1986（昭和61）年 小野  博志
1989（平成元）年 石川  烈 歯学部附属学校2校で、4年制大学化の検討を開始
1992（平成  4）年 黒﨑  紀正
1993（平成  5）年 教務主任交代（遠藤圭子／歯科衛生士）。専任教官交代（30回生の吉田直美／歯科衛生士）
1995（平成  7）年 学校教育法改正により、卒業生には専門士（医療分野）の称号を付与
2000（平成12）年 歯科衛生士学校創立50周年記念式典
2001（平成13）年 髙木  裕三
2005（平成17）年 歯学部附属歯科衛生士学校が閉校。53回生30名が卒業

歯学部附属歯科衛生士学校の足跡

保健医療で、活躍できる口腔保健の
スペシャリストを養成する分野
口腔保健学科では、医学や保健、福祉の知識を学び、それぞれの専門家
と協力して診療や教育、研究を行う口腔保健の専門家を養成することを
目的としている。2011（平成23）年4月には、口腔保健衛生学専攻およ
び口腔保健工学専攻の2専攻の設置を予定している。

　口腔保健学科は、4年制の歯科衛
生士教育機関として2004年4月に設
置された。本学では1990年頃より歯
科医療の進歩に伴う歯科衛生士教育
の高度化に対応すべく、4年制大学の
必要性が検討されてきた。
　当初の構想では、歯学部附属歯科
衛生士学校と歯科技工士学校を発展
的に改組し、それぞれの専攻を生か
した2つの専攻を擁する新学科にす
る計画であったが、前者が先行して
四大化された。
　また、高齢社会を迎えたわが国で
は、要介護者の増加が予想され、口
腔疾患のみならず、口腔がかかわる
全身疾患の発症を予防するために、
歯科医療の視点だけでなく、保健・
医療・福祉の視点を持って活動する
人材の養成が必要とされた。
　さらに、近年わが国では歯科医学
の高度化と国民の歯科医療に対する
ニーズの多様化が著しく、歯科医療

現場では、これらに適切に対応する
ため、ほかの医療職と同様に歯科衛
生士にも資質の向上が求められた。
口腔保健学科は、このような時代の
ニーズに応えるために4年制学科と
して設立された。
　本学が目指す口腔保健学とは「生
涯にわたって歯や口の健康を維持・
増進、また機能の回復を図って、快
適な社会生活を営めるようにするた
めに、関連ある保健・医療専門分野
はもとより福祉分野とも互いに連携
を図りつつ、総合的な科学的研究を
行って、その成果を広く社会に還元
していく学際的な学問」であり、こ
れをもとに口腔保健学科の教育が行
われる。
　本学科は「温かく豊かな人間性を
有し、口腔保健・福祉の立場から、
人々の健康で幸せな生活の実現のた
め、専門的知識および技術をもって
広く社会貢献し、指導的役割を果た

すことのできる人材を育成する」こ
とを基本的理念としている。
　本学科には、口腔保健衛生基礎学
講座、口腔健康推進統合学講座、生
涯口腔保健衛生学講座、地域・福祉
口腔保健衛生学講座の4講座があり、
その中に8分野が設置されている。
　口腔保健学科は2010年4月には創
設7年目に入りすでに3度目の卒業式
を挙行している。女子学生だけでな
く男子学生も入学しており、卒業生
は歯科衛生士および社会福祉士（選
択）の国家資格を取得し、歯科診療
所のみならず企業、病院、行政、大学、
介護・福祉施設などで活躍している。
　また、20111（平成23）年4月に本学
科は改組を予定しており、口腔保健
衛生学専攻と口腔保健工学専攻の2
専攻の設置を計画している。当初の
計画から約20年が経過したが、よう
やくコ・デンタル教育の両輪が揃う
ことになる。

1954（昭和29）年の
学生募集要項

歯学部口腔保健学科
1回生（平成20年卒）
の卒業記念写真

学生実習室での臨床実習の様子 卒業論文発表会 PBL授業で議論を交わす

2号館の外観

健康教育実習
の様子

歯学部附属歯科衛生士学校と歯学部口腔保健学科の沿革 歯学部口腔保健学科の概要

年次 学科長 主な出来事
2004（平成16）年  髙木  裕三※ 歯学部に口腔保健学科（4年制、定員25名）を開設、1回生（25名）が入学
2005（平成17）年 吉増  秀實 口腔保健学科1回生が専門課程に進級
2006（平成18）年 3年次編入学生（歯科衛生士免許を有する10名）が入学
2008（平成20）年 口腔保健学科1回生（27名）が卒業
2011（平成23）年 学科を改組し、口腔保健衛生学専攻および口腔保健工学専攻を設置(予定)

歯学部口腔保健学科の沿革

※ 学科長事務取扱
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一掃百態より居合抜き、抜歯の図
渡辺華山
明治12年11月初版（1879年）
絹表紙◎特製本◎淡彩色摺◎和八◎二一丁◎
29cm◎文政元年（1818年）自序◎全楽堂版　
渡辺華山は田原藩家老にして『慎機論』の著述でも
知られる蘭学者、絵師。晩年の傑作『鷹見泉石像』
は国宝に指定されている。一掃百態は26歳の時に
一日二夜で描いたといわれ、生き生きとした江戸庶
民の生活が垣間見られる。図には大道で弟子が居
合抜きを演じ、その横で高下駄を履いた男が歯を抜
いている様子が描かれている。通行人が足を止めて
興味深げに見物しているのが共感をよぶ。

美人十容 町屋の囲
喜多川歌麿 
寛政年刊（1789〜1801年）
錦絵◎間判
お歯黒をした後に紅づけ茶碗を持って紅
筆で唇を塗っている。黒く輝く歯は、白
い肌、紅い唇と相まって口もとの美しさ
を引き立たせ、さぞ女性の色香を漂わせ
たことであろう。

木製つぎ歯（歯冠〜黄楊）（合釘〜うつぎ）
横山傳蔵（二代か三代）
江戸後期（1780〜1868年）

現存する世界唯一の木製のつぎ歯である（ポストクラウン）。歯冠と合釘を別材で調整し
た木製つぎ歯は化政年間（1804〜1830年）に横山傳蔵（初代および二代）によって創
案され、合釘は乾燥木材の吸水による体膨張によって保持される仕組みになっている。
さらに金属線が歯冠から合釘に通して打ち込んであり、合釘の離脱を防ぐとともに舌側
面の裏装の役目も果たしている。（本山佐太郎氏 所蔵品）

東京医科歯科大学
歯学部資料室

東京医科歯科大学 歯学部資料室東
京
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未来の歯科学を拓く
分野の紹介

大学院医歯学総合研究科（歯学系）
口腔機能再建学講座

口腔機能発育学講座

摂食機能保存学講座

摂食機能回復学講座

顎顔面機構制御学講座

顎顔面機能修復学講座

生体硬組織再生学講座

国際健康開発学講座

医療政策学講座

口腔老化制御学講座 

包括診療歯科学講座

歯学部口腔保健学科
口腔保健衛生基礎学講座

口腔健康推進統合学講座

生涯口腔保健衛生学講座

地域・福祉口腔保健衛生学講座
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未来の歯科学を拓く ―分野の紹介

　口腔病理学講座（現口腔病理学分野）

は石川梧朗先生を初代教授として1954

年に設立された。石川梧朗教授が退官後、

山本肇教授が主宰し、その後、高木實

教授が引き継ぎ、2004年より山口朗が

分野長を担当している。

　本分野は、石川梧朗先生と山本肇先

生が慈父とも仰いでおられた東京高等歯

科医学校病理学教室の宮崎吉夫教授の

学風と人柄を基盤として発展してきたと

いえる。そのため、本分野では、歯学部

においても病理学を広く研鑽し、口腔領

域の病理学を推進する伝統を堅持して

いる。このような伝統の維持は、石川梧

朗先生の時代に構築された「Gシステム」

に依存するところが大きい。Gシステムと

は、本学医学部病理2講座、歯学部口腔

病理、難治疾患研究所病理の4部門が一

体となって病理解剖や教育を推進するシ

ステムで、Gはgeneralize、go withか

らとったと解釈されている。このような

例は他の大学ではあまり見ることがなく、

東京医科歯科大学の病理部門の大きな

特徴で、本分野ではこのような特徴を生

かして病理学を基本とした先端的研究者

の育成に務めている。

　本分野では病理診断を行うとともに、

歴代の講座主宰者が独自の研究も展開

してきた。石川梧朗教授は歯原性腫瘍

に関する研究、山本肇教授はレーザーの

歯科領域への応用研究、高木實教授は

口腔腫瘍に関する研究を行い、山口は骨

代謝に関する研究を推進している。

口腔病理学分野
Oral Patholog y

分野長

山口 朗

口腔機能再構築系 　口腔機能再建学講座

石川梧朗名誉教授 山本肇名誉教授 高木實名誉教授宮崎吉夫教授

大学院医歯学総合研究科（歯学系）
Graduate School of Medical and Dental Sciences

　研究内容は、1） T細胞共刺激分子研

究と、2） 口腔免疫研究の2つを主なテー

マとしている。東らが1993年に発見し

た共刺激分子CD86は、重要な免疫応

答制御分子として理解されるに至り、免

疫教科書に不可欠な項目となっている。

移植、感染症、自己免疫、アレルギー、

がんなどの免疫関連疾患制御

を目指して、多種多様な共刺激

分子の機能と病態への関与を

解明し、免疫制御法開発研究

を実施している。口腔免疫研究

では、口腔粘膜、歯肉、歯髄

に存在する免疫担当細胞およ

び局所組織細胞の特性を明ら

かにすることで、口腔免疫シス

テムの真の理解を目指している。

口腔機能再構築学系

　分子免疫学分野は、大学院重点化に

伴い新たに設置された専攻分野の一つと

して2000年4月に設立された。基礎お

よび臨床歯学研究における免疫学の理

解の必要性の増大に伴い、日本の歯学

部では、口腔細菌・微生物学教室とは

別に設置された初めての免疫学研究室

でもある。2010年春に10周年を迎えた

ばかりの基礎系研究室だが、これまでに

16名が学位を取得し、留学生11名を含

む23名の大学院生が研究に携わってい

る。国内および国際共同研究にも多く取

り組んでおり、基礎系分野としては活発

な研究活動を展開している。

分子免疫学分野
Molecular Immunolog y

分野長

東 みゆき

　口腔機能再建学講座

10周年記念写真口腔・歯科免疫学

歯周組織における
免疫応答

歯髄における
免疫応答

血液・リンパ球循環

所属リンパ節における免疫応答

口腔機能再構築学系

　1949年に清水文彦教授により細菌学

講座としてスタートした本分野は、1960

年に堀川高大教授に口腔細菌学講座と

して受け継がれ、その後、土田信夫教授

により、分子腫瘍学分野という名称になっ

た。2009年4月より細菌感染制御学分

野として新たな再スタートを切った。同

年10月に旧1号館の研究室より、M&Dタ

ワー8階の新研究室への移転を終了し、

新たな環境にもようやく慣れてきたとこ

ろである。現在は、ポスドク1名、大学

院生4名と、他分野の大学院生2名が研

究に参画している。学内だけでなく、東

京大学、また文部科学省海外拠点形成

ネットワークの一翼として、タイ拠点と

の共同研究も進んでいる。今後は、東京

医科歯科大学内での細菌感染症研究の

拠点として機能できるように体制を整え

ていきたいと考えている。

　口腔内の2大疾患である、う触と歯周

病は、どちらも細菌感染が重要なファク

ターとなる疾患であり、これらの原因と

なる病原因子の解明が、過去数十年に

わたっての口腔細菌学のメインテーマと

なっていた。しかし、近年

の急速なゲノム解析技術の

発展に伴い、個々の病原因

子の解析からゲノム解析に

よる細菌全体像の解析へ、

さらに次世代シーケンサー

の登場により、個々のゲノ

ム解析からメタゲノム解析

と呼ばれる細菌叢
そう

全体の解

析が可能な時代になり、古

典的な細菌学とは様相が大きく異なって

きている。そのため、口腔細菌学だけに

とらわれることなく、様々な病原細菌に

よる細菌感染症の真の姿をとらえるため、

細菌の持つ病原性を「一つの生命体とし

ての細菌」として多角的にとらえるという

観点から研究を展開していきたい。

細菌感染制御学分野
Bacterial Pathogenesis

分野長

中川 一路

　口腔機能再建学講座

細菌に対する新たな防御システム

細胞内に侵入する菌を、細胞はど
のように見分けているのか？ 宿主細胞内で分解さ

れない変異株の分離・
遺伝子の決定

菌体の細胞内認識にかか
わる因子の分離・同定 宿主内レセプターの

同定と機能解析

ＫＯマウスの作成と
機能解析

細菌感染症に対する新たな
防御システムの制御

トランスレーショナル・リサーチ
難治疾患の解明
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口腔機能再構築学系

　当分野の前身は1952年に設置された

「歯科レントゲン室」だが、1959年には

正式に歯科放射線学講座として発足し、

村井竹雄教授が初代教授に就任された。

村井教授が東北大学歯学部新設のため

に転出された後、中村正教授が1967年

に講座の二代目の教授として就任された

が、ご病気のため不幸にも1987年に任

期途中で逝去された。その翌年、佐々木

武仁教授が三代目の教授として就任さ

れ、途中、大学院重点化に伴う分野名

の変更を経て2003年に定年退職される

まで、現在の分野の基礎を築かれた。

2003年には倉林亨が、四代目の教授に

就任し、現在に至っている。

　当分野の主な診療は、本学歯学部附

属病院歯科放射線外来に設置された64

列マルチディテクターCTや高磁場MRI

装置などを用いた顎顔面領域の画像診

断業務であるが、ほかに医学部附属病

院にも複数名の教員を派遣し、口腔がん

の放射線治療やPET核医学診断に携

わっている。一方、研究面では画像診断

に関する臨床研究および基礎研究が主

体であり、これまでに顎顔面領域の診断

における新しいMRIシークエンスの開発、

画像所見にもとづく各種病変の鑑別診

断基準の確立、医用画像を対象とした

信頼性の高い解像度評価法の開発など

を行い、報告してきた。また最近では歯

科X線機器メーカーとの産学共同研究に

も盛んに取り組んでいる。

口腔放射線医学分野
Oral and Maxillofacial Radiolog y

分野長

倉林 亨

　口腔機能再建学講座口腔機能再構築学系 　口腔機能再建学講座

　当分野は、大学院重点化に伴い、

2000年に分子診断・治療学分野として

新設された。その後2006年に、口腔領

域がんに関する放射線治療の臨床と基

礎研究に特化した分野として現分野名に

改名され、現在に至っている。

　臨床では、本学医学部放射線科にお

いて、口腔がんの小線源治療を中心に、

口腔機能の温存を可能とするQOLの高

い診療を行っている。密封放射線源を直

接腫瘍組織に一定期間埋め込んで行う

低線量率小線源治療は、その手法単独

で初期口腔がんの治癒を可能にする優

れた治療法である。現在、日本における

口腔がん小線源治療症例のほぼ半数を

本学一施設が担っている。

　研究においては、トランスレーショナル・

リサーチをモットーとしている。われわれ

は、I型インスリン増殖因子受容体（IGF-

IR）が放射線抵抗性に寄与することを初

めて報告し、放射線増感のための有用な

分子標的となり得ることを提唱した。

　また、舌がん小線源治療後の頸部リ

ンパ節転移を予測する遺伝子群をマイク

ロアレーにて抽出し、その有用性を示し

た。さらに、われわれのオリジナル化合

物である、ある種の硫酸糖脂質が、放

射線と併用すると一時的な腫瘍の酸素

化と血管新生阻害を引き起こし、放射線

による腫瘍増殖抑制効果を相乗的に増

強することを見い出した。既に特許取得

を果たし、現在治験に向けて産学官での

共同研究を推進している。

口腔放射線腫瘍学分野
Oral Radiation Oncolog y

分野長

三浦 雅彦

Ir針による小線源治療（舌がん） 頸部転移を予測する遺伝子群の発現パターン

Ｎ＋ Ｎ－

口腔機能再構築学系

口腔がんの生存曲線

　中村平蔵先生が始められた口腔外科

学教室から、伊藤秀夫先生（1938年卒、

1960～1981年）が第二口腔外科学教室

教授へ。そして榎本昭二教授（1961年卒、

1981～2001年）へと引き継がれ、大学

院重点化により口腔機能再建学分野と改

称、その後2004年より現在の分野名と

なった。本学創設以来、本学の歩みとと

もに発展してきた伝統ある教室である。

　昭和40年代から口腔腫瘍や粘膜疾患

に関する臨床的・基礎的な研究、特に

免疫学的な研究を精力的に行ってきた。

また、1996年からは日本学術振興会の

未来開拓研究開発推進事業の再生医工

学プロジェクトに参加し、骨の再生医工

学のテーマで学内各教室の協力のもと数

多くの業績を上げてきた。

　現在、年間約6000人の新患患者を引

き受け、近年は特に口腔がんは年間約

140人を数える全国有数の症例数を有す

るなど、多くの高度専門的医療を要する

患者が多くなっている。そのため、悪性

腫瘍、口腔粘膜、口唇口蓋裂、顎変形症、

顎関節症、顎骨再建など専門の診療グ

ループを設け、最先端の医療を行ってい

る。これに伴い、主たる研究テーマとし

ては、口腔がんの浸潤・転移に関する分

子生物学的研究、口腔がんの低侵襲治

療法の開発、骨延長法に関する総合的

研究、ティッシュエンジニアリングによ

る顎骨再建に関する研究、口唇・口蓋裂

の顎裂骨移植に関する研究などを掲げ、

それぞれ多くの成果を公表している。

顎口腔外科学分野
Oral and Maxillofacial Surger y

分野長

小村 健

　口腔機能再建学講座

口腔がん切除後
の遊離肩甲骨に
よる下顎再建とイ
ンプラントによる
咬合再建

生
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率
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口腔機能再構築学系

薬物送達研究用のセル

　麻酔・生体管理学分野は、1964年に

上野正名誉教授（兼担教授）が創始された

歯科麻酔学講座が母体となっている。久

保田康耶名誉教授（1957年卒）が1993

年までに礎を確立され、その後、1995年

に海野雅浩名誉教授（1968年卒）が引き

継いだ。2000年4月の大学院重点化に

伴い分野名を「麻酔・生体管理学」として、

さらなる展開をみせた。そして、2010年

より深山治久（1981年卒）へと引き継が

れている。

　安全な歯科治療のための全身状態評

価ならびに全身麻酔法のほか、歯科領

域の局所麻酔法、精神鎮静法といった

歯科医療特有の領域に焦点を当てて、

新たな局所麻酔法の基礎的・臨床的研

究、新しい痛みのコントロール法を研究

している。具体的には局所麻酔薬の薬物

送達法（DDS）を検証し、さらにその手

法を応用して各種薬物の効果的な適用

を検討している。また、遠隔部位に微弱

な刺激を与えて痛みの制御を目指す、

Diff use Noxious Inhibitory Control

（DNIC）の研究も精力的に進めている。

　歯学部附属病院での業務は多岐にわ

たり、1）歯科麻酔外来で全身麻酔、静

脈内鎮静法、笑気吸入鎮静法、モニタ

リングを行って安全で快適な歯科治療を

支援する。2）中央手術室で口腔外科の

全身麻酔を担当する。3）歯科病棟で周

術期の管理を担当する。4）院内の緊急

事態に対応する。5）医療安全の中心的

業務を行うなど、院内全体で活動している。

麻酔・生体管理学分野
Anesthesiolog y and Clinical Physiolog y

分野長

深山 治久

　口腔機能再建学講座

歯の電気刺激 歯の電気刺激の実験
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口腔機能再構築学系

　1937年に髙橋新次郎先生（～1962

年）が初代教授に就任されて補綴部の中

から矯正学教室は始まり、1946年に独

立、1949年新制大学化に伴い、歯科矯

正学講座となった。その後主宰は三浦不

二夫先生（1947年卒：1962～1991年）

へ引き継がれ、1981年に歯科矯正学第

二講座新設に伴い歯科矯正学第一講座

と改組された。その後主宰は相馬邦道先

生（1968年卒：1992～2008年）へと引

き継がれ、2000年大学院重点化に伴い

咬合機能制御学分野に改組、2004年に

現分野名に改称された。古くから伝統的

な卒後専門教育を行うとともに、これま

で世界各国から約100名の外国人留学

生や外国人研究者を受け入れるなど国際

的な活動も盛んで、国内外の指導的立

場で活躍している出身者も多い。

　欧米の自然派、機能派の模倣から始

まった臨床は、比較的弱い力を用いる器

械派の方法に、医用機材研究所と共同

で世界に先駆けて開発した矯正用ブラ

ケットの直接接着法（ダイレクトボンディ

ングシステム）や超弾性型チタンニッケ

ル合金ワイヤーの応用・改良等も融合さ

せて、独自の発展を遂げ、世界の矯正

歯科界に影響を与えてきた。

　同時に、形態ならびに機能に関する基

礎研究が多方面から実施され、矯正歯

科臨床に関する科学的根拠が明らかにさ

れてきた。本年

主宰が引き継が

れたのをきっか

けに、新たな目

標を掲げて研究

を発展させてい

くところである。

咬合機能矯正学分野
Orthodontic Science

分野長

小野 卓史

　口腔機能発育学講座

口腔機能再構築学系

破骨細胞による象牙質吸収性
の比較

　小児歯科学分野は、1956年に小児歯

科学講座として開設され、山下浩先生が

主宰された。後に小野博志教授（1977～

1996年）へと引き継がれ、2000年の大

学院重点化によって口腔機能育成学分

野となり、2004年から現在の分野名と

なった。わが国最初の小児歯科学講座

として発足しており、それまで専門の学

問分野がなかったため、創立から四半世

紀は小児歯科学の教育・研究・臨床の

確立に講座を上げて取り組み、1965年頃

から始まった歯科大学・歯学部の増設の

流れの中で多くの同門が小児歯科学の

教授として就任するなど、本学のみなら

ず学外でも小児歯科学の発展・普及に

尽力している。

　開設当初は小児歯科の診療ガイドラ

インともいうべき種々の診療手技・方法

の確立に取り組み、同時に顎口腔領域

の成長の研究によって小児の歯列・咬

合や顎顔面の基準値の設定を行うなど、

小児歯科診療の基盤の確立に当たった。

小児の歯・歯列・顎・顔面の発育に加え、

乳歯から永久歯への歯の交換現象は講

座開設以来の研究課題として引き継が

れ、今日に至っている。

　現在の研究内容は、歯の交換、顎・

顔面の成長、乳歯・幼若永久歯のため

の診断器機や歯科材料の開発、小児口

腔外傷の病態など多岐にわたっているが、

いずれも小児の歯科保健・診療の発展

に必須の課題として位置付け、取り組ん

でいる。

小児歯科学分野
Developmental Oral Health Sciences

分野長

髙木 裕三

　口腔機能発育学講座

LEDを用いた歯髄血流の評価

乳歯

永久歯

歯髄脈波

指尖脈波

 OCセメント

 OCセメント

象牙質

根
充
6
週
後

根
充
1
日
後

象牙質

自己封鎖性を持つ根管充填剤

口腔機能再構築学系 　口腔機能再建学講座

　疼痛制御学分野は東京医科歯科大学

の大学院重点化に伴い2000年4月に

新設され、鈴木長明教授（1964年卒：

2000～2005年）が初代教授として就任

され、2006年から嶋田昌彦（1980年卒）

へと引き継がれている。

　口腔・顎・顔面領域における痛みの

発症機序の解明と痛みの制御法の確立、

さらには痛みの伝達機構、認知機構なら

びに制御機構の解明を目的としている。

　研究内容は、口腔・顎・顔面領域に

おける神経障害性疼痛や異常感覚の発

現メカニズムの解明および治療法の開発、

口腔への侵害刺激に対する制御機構の

解明である。特に、慢性疼痛に対する

治療法としてACイオントフォレーシスを

用いた治療法の開発には力を注いでい

る。ACイオントフォレーシスとは双方向

性交流スパイク波を用い、電極に浸透さ

せた薬剤を皮膚内に輸送するとともに適

用部位に電気的刺激を与える治療法で

ある。簡便で非侵襲的治療法であるため、

治療による患者さんに苦痛が少ないこと、

交流電流を用いることにより電極分極が

生じにくく長時間通電できること、通電

の刺激により局所刺激効果が期待できる

ことが挙げられる。

　歯学部附属病院ペインクリニック外来

では、多くの慢性疼痛の症例にACイオ

ントフォレーシスを適用し良好な治療成

績を得ている。そのほか、鍼治

療や漢方療法などの東洋医学的

療法や理学療法、薬物療法、神

経ブロックならびに心身医学療

法などを用いて、多くの慢性疼

痛や感覚異常、運動麻痺の症例

に対応している。

疼痛制御学分野
Orofacial Pain Management

分野長

嶋田 昌彦

使用薬剤（局所麻酔薬）通電装置ACイオントフォレーシスを適用した症例

　当分野は大学院医歯学総合研究科に

属する分野で、歯学部附属病院内では

受診患者の臨床検査部門を担当してい

る。その沿革をたどれば、それまで医歯

病院共同であった中央検査部から1976

年4月に歯病院検査部として分離独立（当

時主任：久保木芳徳助教授）、1986年2

月より岡田憲彦が後任となり、現在に至っ

ている。その後、大学院重点化により現

在の分野名になったが、院内では検査部

として機能し、検査部門としては発足当

時より血液、生化学、病理、細菌、生

理機能（心電図）の各部門を有し、2006

年度からは採血、輸血検査部門が業務

を開始した。各部門の患者数、検査件

数は年々増加し、取り扱う病変も多岐に

わたる。その数は全国歯大、歯学部の中

では最多であり、歯科領域臨床検査に

おける先導的役割を果している。研究面

では検体の種類の多さから、顎口腔領

域腫瘍の臨床病理、病理学的研究は多

いが、感染症、生化学検査についての

研究も大きな課題である。

　また、中国、インドネシア、ミャンマー

などアジア諸国からの研修生を受け入

れ、共同研究も実施している。教育面で

は学部生には、病理学、臨床検査学の

教育を、大学院生については腫瘍病理

学の研究指導が多く、さらに研修医にも

臨床検査の教育を行い、臨床歯科医学

における病理学、臨床検査学について

の理解を深めるよう努めている。

口腔病態診断科学分野
Diagnostic Oral Patholog y

分野長

岡田 憲彦

口腔機能再構築学系 　口腔機能再建学講座

血液検査室 病理検査室
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口腔機能再構築学系

　当教室の専門分野としての出発点は

1947年である。初代教授である鈴木賢

策先生が、檜垣麟三主任教授の主宰し

ていた歯科保存学の第二教授に就任し

た時から始まる。その後、1957年に歯

科保存学三教室が編成され、当教室が

第三講座として歯内療法学を担当するこ

ととなった。1977年に砂田今男先生が、

1990年には須田英明が後任として教授

に就任し、現在までわが国の歯内療法を

リードしてきた。2010年4月現在の常勤

医局員は45名、そのうち外国人留学生

が11名を占めている。

　研究は、臨床系はもちろん、基礎系の

免疫学・分子生物学・電気生理学など

に至るまで幅広い分野で行っている。特

に初代鈴木教授から受け継がれてきた電

気的根管長測定の研究・開発は、日本

が世界に誇る画期的な発明であり、世界

中の臨床歯科医に広く知れわたるところ

となっている。

　また臨床では、NiTiファイルによる根

管形成、手術用実体顕微鏡を用いた

Microendodontics、小照射野CTを用

いたX線診断など、近年の歯内療法にお

ける大きな変化をいち早く取り入れ、最

先端の歯内療法を提供している。特に、

歯科用CTと手術用実体顕微鏡を用いた

歯根端切除手術は先進医療に認定され、

数多くの症例に生かされている。

　教育面では、学部教育のみならず卒

後教育にも力を入れており、新入医局員

に対する研修プログラムも充実している。

歯髄生物学分野
Pulp Biolog y and Endodontics

分野長

須田 英明

　摂食機能保存学講座

実体顕微鏡を用いた歯根端切除手術 小照射野X線CTによる3D構築画像

口腔機能再構築学系

　1929年に東京高等歯科医学校歯科理

工学講座として開設されて以来、東京医

学歯学専門学校、旧制東京医科歯科大

学、新制東京医科歯科大学では巌真教

先生が主任として、名称が歯科理工学

第一講座となり、後に主宰は野本直教授

（1965～1989年）、そして西村文夫教授

（1961年卒：1991～2001年）へと引き継

がれ、大学院重点化により歯科生体材

料学分野となった。2001年8月より本分

野が新たに設立され高橋英知が分野長

となった。歯科理工学は基礎系の分野

でありながら臨床講座とのかかわりが深

く、研究内容は多岐にわたり、学内臨床

系の講座のほか、学外の研究室とも多く

の共同研究を行っている。

　本分野では高品質で確実な歯科器材の

開発･評価を目指している。古くから歯科

鋳造に関する研究を広く手がけているが、

最近はチタン用の石膏系鋳造用埋没材

の開発などを進めている。生体材料の代

表として歯質の物性の評価を行っており、

象牙質の部位による違いや放射線照射

による劣化を明らかにしている。歯科材

料にも審美性が強く求められており、セ

ラミック材料やコンポジットレジンの長期

安定性の指標である疲労強度の測定を

行っている。軽いながら強いガラス繊維

の歯科応用としてファイバーポストやガ

ラス繊維の補強線について検討を進めて

いる。また、口腔ケアに不可欠である歯

ブラシ、電動歯ブラシ、介護用口腔ケア

用品などの評価も合わせて行っている。

先端材料評価学分野
Advanced Biomaterials

分野長

高橋 英和

　摂食機能保存学講座

石膏系アルミナ埋没材で作製し
たチタン鋳造体

エナメル質圧縮試験片
の取り出し

試作刷掃性評価装置

　大学院重点化により摂食機能保存学

分野と改名された当教室は、クラウン・

ブリッジを専門とする第二歯科補綴学教

室がその前身である。その歴史は古く、

本学が新制大学に昇格する前後に、後

藤京平先生が米国流のクラウン・ブリッ

ジの普及に努められたのを端緒に、1959

年の石原壽郎先生教授就任から下顎運

動、咬合器、間接法の研究が進められ、

日本での顎口腔機能学、歯科材料学を

包括した歯科補綴学の基礎を築いた。

　その精神は田端恒雄先生、長谷川成

男先生へと引き継がれ、当分野は常にわ

が国の歯科補綴学をリードしてきた。さ

らに、近年は先達の築いた歴史ある顎機

能や間接法の研究をもとに、咬合機能

が歯周組織におよぼす影響に関する研

究、メタルフリー修復の基礎となるオー

ルセラミックシステムやレジン築造に関

する研究、歯科用材料に対するアレルギー

に関する研究、咬合と歯根膜に関する組

織学的研究などの先端的研究も行ってい

る。現代の間接法の基本となっている鋳

造冠の基礎を確立した当教室が、時代

を超えて最新のオールセラミックシステ

ムを主導的に研究していることは歴史の

因縁を感じさせるものがある。現在は、

これらの研究活動を国際的な視点で進

めるべく教室員一同邁進している。

摂食機能保存学分野
Fixed Prosthodontics

分野長

三浦 宏之

口腔機能再構築学系 　摂食機能保存学講座

3次元微小変位計M-3型 ジルコニアオールセラミックブリッジの例

口腔機能再構築学系

　檜垣麟三先生が始められた歯科保存

学教室から、歯科保存学第一講座となり、

のちに主宰は総山孝雄教授（1938卒：

1960～1982年）、そして細田裕康教授

（1953年卒：1982～1993年）へと引き

継がれ、大学院重点化により現在の分

野名になった。古くから国際的な活動が

盛んで、多くの国際共同研究のほか、外

国人留学生も多い。2010年4月時点で

在籍する外国人留学生、研究者は11カ

国から22名となっている。

　昭和40年代からの接着性レジンの開

発、う蝕検知液の開発などにより、無痛

的う蝕治療法を確立し、現在の修復治

療における、Minimal Intervention （非

侵襲的う蝕治療）という世界的な潮流を

創り出した。総山教授の指導で開発され

たクリアフィルは、化学的に歯に接着す

る世界初の材料と謳われたが、当時その

証明は不可能であった。現在、接着性レ

ジンモノマーとアパタイトとのイオン結

合が解明され、開発当初の仮説が実証

されるに至った。

　研究内容は、接着性レジン修復の高

品位化、う蝕、酸蝕症など歯の硬組織

の破壊予防を中心に「Super Tooth」の

創出をテーマに掲げ、超高齢社会におい

て、一生きれいで健康な歯を維持できる

ような療法の開発を目指している。臨床

では、歯冠色材料による修復がほとんど

で、特に直接法レジン修復やホワイトニ

ングによる審美修復を行っている。学生

の臨床実習の試験ケースは、昭和期の

アマルガム、メタルインレーでなく、CR

の2級修復を課題にしている。

う蝕制御学分野
Cariolog y and Operative Dentistr y

分野長

田上 順次

　摂食機能保存学講座

細田裕康名誉教授 クリアフィルの進化型メガボンド総山孝雄名誉教授
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口腔機能再構築学系 　摂食機能回復学講座

　1997年に歯学部附属病院にインプラ

ント治療部（榎本昭二教授が部長を併任）

が設立され、2000年に大学院医歯学総

合研究科にインプラント学分野（塩田真

助教授）と摂食機能制御学分野（春日井

昇平教授）が設立された。2004年に両

分野が合併して、現在の分野が誕生した。

現在大学院生26名と専攻生30名、11カ

国の異なる国籍の学生が在籍している。

　当分野においては、生体親和性の高

いインプラントの開発、インプラントが周

囲組織におよぼす作用、インプラントの

上部構造、インプラント治療に必要な骨

および軟組織の再生に関する研究を行っ

ている。われわれが共同開発した薄膜ハ

イドロキシアパタイトコートのインプラン

トは既に臨床応用されており、骨形成を

促進する骨補填材およびGTR膜、斬

新なアイデアの垂直的骨造成法の臨床

応用も近い。当分野の研究は世界的に

注目されており、インプラントの国際学

会 (Academy of Osseointegration)

において、2009年と2010年と連続し

てBest Clinical Innovation Awardを

受賞した。

　インプラント治療の普及に伴い、イン

プラント治療を受けて問題を抱えている

患者さんが増えている。当外来は日本口

腔インプラント学会の研修施設であり、

インプラントに関する卒前および卒後の

教育研修に積極的に関与していきたい。

インプラント・口腔再生医学分野
Oral Implantolog y and Regenerative Dental Medicine

分野長

春日井 昇平

インプラント治療 開発中のインプラント

口腔機能再構築学系

　全部床義歯補綴学を担当する当分野

は、歯科補綴学第三講座として林都志

夫先生（1960～1984年）を担当教授と

して発足した。長尾正憲教授（1984～

1998年）の在任時、1989年に高齢者歯

科学講座に改組され、全部床義歯補綴

学と高齢者歯科学を担当することとなり、

大学院重点化を経て口腔老化制御学分

野と名称が変更された。2000年、前教

授である早川巖先生（当時助教授）が口

腔老化制御学分野から摂食機能評価学

分野に配置換えされ、同分野主任松元

誠教授（1992～2001年）の後任として教

授に昇任するとともに、全部床義歯補

綴学の教育担当は当分野に移動した。

2006年、分野名称が全部床義歯補綴学

分野に改められ現在に至っている。

　教室発足より歯科補綴学、全部床義

歯補綴学にかかわる研究を継続している。

義歯補綴処置にかかわる口腔機能およ

び全身機能の検索、義歯制作のための

各種の手法、咬合器、義歯床用材料等

の開発がなされ、製品化されたものも数

多い。現在は、新しい義歯軟質裏装材と

義歯コーティング材の開発研究、CAD/

CAM技術を応用した全部床義歯制作手

法の開発、インプラントオーバーデン

チャーに関する研究、咀嚼力判定ガムを

用いた咀嚼能力評価法の開発、口腔感

覚運動能と咀嚼効率、咀嚼と全身の健

康の関係に関する研究を行っている。

全部床義歯補綴学分野
Complete Denture Prosthodontics

分野長

水口 俊介

　摂食機能回復学講座

実際の全部床義歯 CAD上での人工歯排列

顎顔面頸部機能再建学系

　1929年に藤田恒太郎先生が解剖学の

先任者として東京高等歯科医学校に着

任し、解剖学教室が開設され、新島迪

夫教授（1946～1955年）へと引き継がれ

た。1957年に、歯学部に第一口腔解剖

学講座（桐野忠大教授、1955～1981年）

および第二口腔解剖学講座（大江規玄教

授、1957～1965年）が設置され、両講

座は共同で教育、研究を推し進めた。大

江教授から一條尚教授（1965～1994年）

に、桐野教授から山下靖雄教授（1981～

2009年）に引き継がれ、歯学における口

腔解剖学の基礎を築くとともに、他大学

の解剖学教室に多くの教授を輩出してき

た。1994年から、第一口腔解剖学講座

は主として肉眼解剖学分野の教育を担当

するようになった。大学院重点化により、

顎顔面解剖学分野へと名称が変更され

た。

　歯学部解剖学教室では初代の藤田教

授以降、歯の形態や構造上の特徴なら

びに歯の比較解剖学をもとにした、歯の

形成機構を究明する研究を行ってきた。

また、電子顕微鏡を用いた微細構造学

的観察による、エナメル質、象牙質、骨

の結晶構造の解明などに大きな貢献を果

たしてきた。現在は、歯および歯周組織

の発生と再生を中心に、組織学的およ

び比較解剖学的研究を行っている。解

剖学教室標本室には、東京高等歯科医

学校時代から現在に至るまでに収集した

多数の貴重な各種動物の頭蓋骨および

歯牙標本を収納している。

顎顔面解剖学分野
Maxillofacial Anatomy

　顎顔面機構制御学講座

霊長類の頭蓋の一部

クモザル オナガザル マントヒヒ ホエザル タイワンザル ゴリラ

口腔機能再構築学系

　長尾優先生が始められた歯科補綴学

教室は、後に中沢勇教授（1933年卒：

1946～1977年）の時代に複数講座に機

能分化し、歯科補綴学第一講座は部分

欠損歯列の補綴学を専攻することとなっ

た。そして藍稔教授（1959年卒：1977

～1999年）、さらに大山喬史教授（1966

年卒：1999～2005年、現学長）へと引

き継がれ、大学院重点化により現在の

分野名になった。現在は、五十嵐順正

（1972年卒：2006年～現在）が分野を主

宰している。初代教授から日本・世界の

スタンダードを構築していくという教室

の方針は受け継がれ、今日の部分床義

歯臨床の一つの大きな潮流となっている。

大正時代からのPeesoシステムの流れ

は、檜山健兒教授、石上健二助教授、

雨森洋講師、後藤忠正助教授、松元誠

名誉教授、水谷紘准教授ら諸先輩によ

り時代とともに進化を遂げ、今ではテレ

スコープシステムとして多くの患者治療

に適用されている。さらにこのシステム

をより簡便に改良し、初学者でも患者の

QOLを回復することのできるクラスプ義

歯へ適用可能とする臨床システムが開発・

実証され、学生の臨床実習においても臨

床ケースとして実行されている。臨床を

ベースとした多くの研究領域が大学院生

を中心とする研究のターゲットになって

いる。

部分床義歯補綴学分野
Removable Partial Denture Prosthodontics

分野長

五十嵐 順正

　摂食機能回復学講座
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　本分野は、1978年に歯学部附属顎口

腔総合研究施設顎成長過程研究部門と

して誕生した。初代教授は江藤一洋教

授（1978年7月～2007年3月）である。

江藤教授の在任中、1992年4月の改組

に伴って歯学部発生機構制御学講座へ。

さらに1999年4月には大学院重点化に

より大学院医歯学総合研究科顎顔面頸

部機能再建学系専攻顎顔面機構制御学

講座分子発生学分野へと研究室名が変

更された。

　当研究室では、哺乳類頭蓋顎顔面の

形態形成をテーマとして研究を行ってい

る。江藤教授が日本に初めて導入した哺

乳類の全胚培養法を利用して、薬剤の

催奇形性を唇裂の誘発によって示す細

胞標識を組み合わせて、頭蓋顎顔面の

間葉を構成する頭部神経堤細胞の移動

経路を明らかにするなどの研究を行って

きた。母体内で発生する哺乳類胚に対

して実験発生生物学を試みたことは画期

的なことであった。

　現在では、遺伝子改変マウスを用いた

解析などを加えて、頭蓋顎顔面の発生

の分子メカニズムを中心に研究を進めて

いる。ヒトにおける頭蓋顎顔面の先天異

常の発生率は、唇顎口蓋裂などを代表と

して高く、研究成果が先天異常の理解を

進めるとともに、将来的には予防法の確

立も可能ではないかと考えている。また、

高齢化社会に向けたQOLの向上に貢献

するべく、これらの発生学的知見を利用

して硬組織の効率的な再生法についても

研究している。

分子発生学分野
Molecular Craniofacial Embryolog y

分野長

井関 祥子

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機構制御学講座

遺伝子改変マウスを用いて明らかになったマウス頭蓋骨の
組織由来　青：神経堤細胞由来、黄：中胚葉由来全胚培養中の哺乳類胚

顎顔面頸部機能再建学系

　金森虎男先生と中村平蔵先生が本学の

前身である東京高等歯科医学校の口腔

外科の初代教授に就任され、金森先生

の後に河野庸雄教授（1937～1951年）、

次いで上野正先生が教授（1951～1977

年）に就任された。1960年に中村先生の

後に伊藤秀夫先生が教授に就任され、

この頃から名実ともに上野正先生が口

腔外科学第一講座、伊藤秀夫先生が口

腔外科学第二講座を担当されるように

なった。上野先生から塩田重利教授

（1977～1991年）に引き継がれ、2000年

の大学院重点化により、顎顔面外科学

分野となった。2010年4月現在、大学

院生は25名（男性17名、女性8名）、うち

外国人留学生は2名である。

　古くから国際的な活動が活発で、臨床

面では口唇口蓋裂・顎変形症、悪性腫瘍、

顎関節疾患、外傷などの診療を精力的

に行っており、診断、治療の進歩・発展

とともに、治療後の機能回復が図られて

いる。研究面では、臨床研究はもちろん

のこと、臨床に結びついた基礎的研究も

盛んに行われている。口腔外科学第一

講座・顎顔面外科学分野の出身者は国

内外にて臨床分野のみならず、基礎分

野においても数多く活躍している。

顎顔面外科学分野
Maxillofacial Surger y

分野長

天笠 光雄

　顎顔面機能修復学講座

唇顎口蓋裂患者の
骨延長法

ヨード染色による上皮性異形成
診断

Cycline D1による遺伝子
診断

下顎がん：下顎骨再建とインプラントによる
咬合再建（インプラント外来と協同）

　当初、歯科新棟12階に存在した歯学

部附属顎口腔総合研究施設の一部門と

して、室田誠逸教授が初代部門長として

就任した。その後、1992年より大学院

講座となった後、大学院重点化に伴い

1999年大学院医歯学総合研究科の一分

野となった。2002年より、現分野長の

下で運営されている。本分野には、本学

および他大学の医学系大学院生（眼科、

小児科、整形外科、産婦人科など）が多

く所属しており、留学生もアジアを中心

に多く所属していることが特徴として挙

げられる。また、2005年より大日本印

刷の援助を得て、寄附講座ナノメディス

ン（DNP）を設立し、現在に至っている。

　本分野は、血管内皮細胞の機能解析、

病態解析を中心に行ってきた。特に、血

管内皮細胞の産生するプロスタグランジ

ンの同定、役割の解明など世界のプロス

タグランジン研究をリードしてきた。そ

の他にも血管内皮細胞の役割、炎症の

発症機序の解明、骨代謝疾患における

接着分子などの研究を行っている。

　本分野は、臨床に直結した基礎研究

を行う研究室として、真の意味でのトラ

ンスレーショナル・リサーチを推進して

おり、学部生、大学院生に対しても、疾

患の成立機序を明らかにし、その治療法

を考えることの重要性を教育している。

最近の研究では、印刷技術を用いた微

小血管の再生、歯周組織再建、褥瘡に

対する先端医療を目指している。　

分子細胞機能学分野
Cellular Physiological Chemistr y

分野長

森田 育男

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機構制御学講座

血管付与細胞シートを用いた歯周組織再建法

Lipid fi lm(dry)

Liposome

Cx43 protein

Coupled protein
synthesis/
liposome formation

In vitro transcription/
 translation solution

plasmid DNA
(coding Cx43)

ギャップ結合研究の概要

　坂本嶋嶺先生が始められた口腔生理

学教室は、その後、山際一三先生、市

岡正道先生、中村嘉男先生、入來篤史

先生に引き継がれ、その間の大学院重

点化に伴い教室名が大学院医歯学総合

研究科・認知神経生物学分野となった。

2010年5月より泰羅雅登が日本大学から

教授として着任した。

　認知神経生物学分野は、痛み、顎運動

を研究テーマとしてきた教室であり、多

くの優れた研究成果を発表すると同時に、

歯科医学界を牽引する数多くの優れた研

究者を育て、現在も教授として活躍中の

門下生は多い（岩手医科大学、東北大学、

日本歯科大学新潟生命歯学部、理化学研

究所、愛知学院大学、長崎大学）。

　サルを研究対象とした高次脳機能研

究、ヒトを研究対象とした脳機能イメー

ジング研究のノウハウを生かし、今後は

さらにシステムという観点から顎口腔器

官をとらえ、様々な臨床教室と連携して

いく計画である。これまでにない新しい

研究領域の開拓を目指して取り組んでい

きたい。

認知神経生物学分野
Cognitive Neurobiolog y

分野長

泰羅 雅登

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機構制御学講座

顎口腔機能を支える３つのサブシステム 脳機能イメージング　機能的MRI 

中枢制御
サブシステム

効果器
サブシステム

感覚入力
サブシステム

お互いの相互作用
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生体支持組織学系

　本学の解剖学教室は、1946年4月の

東京医科歯科大学の発足以来、1949年

3月まで、医学部歯学部共通の解剖学教

室として存在したユニークな歴史を持つ。

同年4月に解剖学教室が医学部2講座、

歯学部1講座制となり、初めて歯学部固

有の解剖学講座が誕生した。初代の新

島迪夫教授を引き継いで、1955年4月

には桐野忠大教授が歯学部卒業生とし

て初の解剖学講座主任教授となった。

　硬組織構造生物学分野は、

1957年4月に歯学部解剖学教室

が2講座制となった際に口腔解

剖学第二講座として発足し、

2000年4月の大学院重点化に

伴って現在の分野名へと改称。

この間、初代大江規玄教授（1957

年7月～1964年3月：東大医転出）は、わ

が国における歯の発生学の基礎を築い

た。二代目一条尚教授（1965年4月～

1994年3月）は、硬組織の超微細構造学

的研究を推進させ、エナメル質結晶の原

子構造を直接電子顕微鏡下でとらえるこ

とに、世界に先駆けて成功し、輝かしい

成果を残している。

　近年は、研究の軸を歯の硬組織形成

機構を中心に生物学的石灰化機構全般

の解明に置きつつ、歯の起源と進化、反

応拡散系にもとづく生体のパターン形成

機構の解明に取り組んでいる。中でも、

歯の硬組織、特にエナメル質形成機構

解明に向けた一連の研究は高い評価を

得ており、常に世界をリードする成果を

上げている。現在は、これら基礎研究の

成果を踏まえ、臨床応用を見据えた歯と

歯周組織再生誘導システムの樹立に向

けた取り組みが進行中である。

硬組織構造生物学分野
Biostructural Science

分野長

高野 吉郎

　生体硬組織再生学講座

　本分野は、大山喬史先生が1979年6

月より東京医科歯科大学歯学部附属病

院顎口腔機能治療部初代教授として就

任されたことに始まる。その後、歯学部

附属病院障害者歯科治療部と統合され、

1987年5月より歯学部障害者歯科学講

座となった。大学院重点化に伴い1999

年4月に大学院医歯学総合研究科顎顔面

頸部機能再建学系専攻顎顔面機能修復

学講座顎顔面補綴学分野と同障害者歯

科学分野に改組され、大山教授は歯学

部歯科補綴学第一講座教授として転任

され、現在に至る。

　臨床では、歯学部附属病院回復系診

療科顎義歯外来と言語治療外来を担当

する。前者では顎顔面領域の欠損補綴

と様々な治療用補助装置の作製を行い、

後者では言語聴覚士による言葉の相談、

検査、診断、治

療、訓練を行っ

ている。

　外来患者のほ

とんどは、口腔

外科、頭頸部外

科、耳鼻咽喉科

といった他科、

がん研究所、癌センターといった他施設

からの紹介患者である。近年では、患者

自身がインターネットなどで本診療科が

専門外来であることを知り、受診者数も

増えている。

　学部生への教育では、顎顔面補綴学

に関する講義を各ユニットで行っており、

病院実習は見学のみだが、多く症例を実

際に見ながらレポートを作成する過程で

理解を深めてくれていると考えている。

　大学院生に対しては、顎顔面領域に

おける解剖学的形態学的欠損が、咀嚼・

嚥下・発音機能ならびに審美性・心理

におよぼす影響を生体計測学的手法、

心理学的手法を用いて解明し、補綴的

形態再建法、機能回復法の教育研究を

行っている。

顎顔面補綴学分野
Maxillofacial Prosthetics

分野長

谷口 尚

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機能修復学講座

　障害者歯科学分野は、1982年に歯学

部附属病院に設置された障害者歯科治

療部が母体となっている。1987年に歯

学部附属病院顎口腔機能治療部（部長：

大山喬史教授）と統合し、障害者歯科学

講座となった。1999年に大学院重点化

に伴い、障害者歯科学講座より分離し障

害者歯科学分野（分野長：山崎統資助教

授）となった。担当領域は障害者歯科学

および有病者歯科学であり、様々な障害

および疾患のある患者に対して、顎口腔

領域の機能的・形態的障害の再建・回

復ならびに長期にわたる保存を図ること

を目的として教育・臨床・研究を行って

いる。学生教育としては卒後教育的色彩

が強いため、障害者歯科学および有病

者歯科学の概略を理解させることを目標

としている。

　臨床では、身体的、精神的、医学的

およびこれらの重複した障害・疾患のた

めに通法治療が困難な患者に対し行動

調整および全身管理を行い、口腔機能

の改善を図り、長期の口腔管理を行って

いる。対象とする患者は具体的には、1）

脳性麻痺などの身体障害あるいは精神

遅滞、自閉症などの知的障害のため行動

調整を必要とする方、2）内部障害や歯

科治療恐怖症などの理由で全身管理が

必要な方である。

　研究では、白血病や腎疾患などの全

身疾患と口腔内環境との関連、てんかん

の患者さんによく見られるフェニトイン

誘発性歯肉増殖のメカニズム、口腔バイ

オフィルムの生成と除去などをテーマと

している。

障害者歯科学分野
Dentistr y for Persons with Disabilities

全身麻酔下歯科治療

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機能修復学講座

ラットにおけるフェニトイン誘発性歯肉増殖の再現

下
顎
頬
側
歯
肉
の
長
さ（
μ
m
）

測定部位 （平均値±SD）

：p＜0.05;vs,コントロール

700
600
500
400
300
200
100
0

1　　       2　　       3  　     　4　 　      5    
コントロール
低濃度投与
高濃度投与

　1981年に歯科矯正学第二講座が新設

され、黒田敬之先生が初代教授に就任。

2002年に大山紀美栄教授へと引き継が

れ、大学院重点化により現在の分野名に

なった。2007年より森山啓司が当分野

の教授に就任し2010年で4年目となる。

　顎顔面矯正学は成長発育異常や各種

先天異常に起因した歯、咬合、顎骨およ

び顔面の不調和に対し、歯科矯正学の

ほか、医学・歯学の様々な関連分野との

連携による総合的な治療計画のもとに形

態的、機能的な口腔環境の改善を図り、

不調和な状態を限りなく健常な状態に改

善するための臨床医学の一分野である。

これらの不調和の原因の解明、診断法、

治療法に関する研究に従事し、その成果

を学生教育に生かすとともに先端的医療

の実践に資することを目的とし、臨床、

研究、教育に取り組んでいる。

　研究に関しては、当分野が対象とする

疾患に即したグループ分けが行われてお

り、以下の通りである。臨床グループ（顎

変形症グループ、口唇口蓋裂グループ、

先天異常グループ、生理学グループ）。

研究グループ（新規デバイス/イメージン

グ技術開発グループ、顎口腔機能セン

シンググループ、バイオマーカー探索グ

ループ、臨床評価/医療検証グループ、

臨床インフォマティクスグループ）。

　その内容は、3次元画像を用いた外科

的矯正治療の評価法の開発、先天性疾

患の原因遺伝子の特定、先天性疾患を

有する患者への骨延長法を含めた治療

法の開発などである。また、疫学的手法

を用い、社会へ裾野を広げ、疾患情報

を多角的に集積するシステム構築を推進

している。

顎顔面矯正学分野
Maxillofacial Orthognathics

分野長

森山 啓司

顎顔面頸部機能再建学系 　顎顔面機能修復学講座

Angiotensin II 
receptor blocker 
(Telmisartan)による
歯槽骨吸収抑制 WT infected

WT infected +Tel

Mg△/+infected

Mg△/+infected+Tel

歯
槽
骨
吸
収
量

WT ; 野生型マウス
Mg△/+ ; マルファン症候群の
              モデルマウス
Sham ; sham-ope
Infected ; 歯周病原菌の感染

* p<0.05

WT
infected

Mg△/+ 
infected

Mg△/+ 
infected

WT
infected

Telmisartan

Application of Distraction Osteogensis in Patients with CLP
Integration of Three-Dimensional

Hard/Soft Tissue Data

Hard Tissue CT Data
Before      After

Soft Tissue CT Data
Before    　　　  After

The Frame of 
Reference

3D-Operating
Softwear
"STL-Rugle"

Dental
Cast Model

Simulation of
Soft Tissue Change
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1日に改組、一條秀憲教授（2000～

2002年）が現在の分野名のもとで、分

子生物学に立脚した医歯学の新規治療

法開発に役立つ基礎研究を行ってきた。

2005年より、高柳広が分野長となり、

硬組織の細胞情報伝達に関する研究を

行っている。分子メカニズムから臨床応

用研究まで、幅広いテーマとメンバーで

研究を行っており、骨

代謝と免疫学の融合

領域である「骨免疫学」

に焦点をあてて研究を

推進している。

　ゲノムワイドなスク

リーニング法やエピゲ

ノム解析を積極的に取

り入れ、未知の重要遺

伝子を探索し、最終的にはノックアウト

マウスを作成して生体レベルでの機能解

析を進めている。特に、骨を吸収する破骨

細胞、骨を形成する骨芽細胞、免疫細胞

の分化メカニズムを解析し、歯周病・関

節リウマチ・骨粗しょう症などの疾患治

療への分子基盤の確立を目指している。

　最近の研究成果は、破骨細胞分化の

細胞内シグナル伝達研究（Nature 2004, 

J Exp Med 2005, Nature Med 2006, 

Cell 2008）、骨形成に関する研究

（Nature Med 2005, JCI 2010）、炎症

性骨破壊に関する分子の研究（PNAS 

2007）、骨破壊を引き起こすT細胞Th17

細胞に関する研究（J Exp Med 2006, 

Science 2008, Nature 2010）などが

挙げられる。

　1963年に歯科理工学（巌真教教授）が

2講座に分かれ、神澤康夫先生が歯科理

工学第二講座の初代教授として就任さ

れ、金合金の研究を推進していた。後任

として佐藤温重教授（1978～1997年）が

赴任され、歯科材料の生体安全性や宇

宙生命科学などの研究に発展した。

　歯科理工学第二講座から2000年4月

分子情報伝達学分野
Cell Signaling

分野長

高柳 広

システムバイオロジーとマウスジェネティクスの融合

生体支持組織学系 　生体硬組織再生学講座

　当分野は、大学院重点化に伴い生体

硬組織再生学講座内の一分野として創

設され、2000年4月より活動を開始した。

　研究内容は主に、歯・骨およびそれら

と密接に関連した歯根膜や軟骨といった

結合組織を中心に、その修復・再生に

向けた新たなストラテジーの確立を目指

している。一般に、結合組織は豊富な細

胞外マトリックスの存在によって特徴付

けられる。したがって、その修復・再生

には、細胞外マトリックスの代謝を人為

的にコントロールできるかどうかが重要

な鍵となる。そこでまず、それぞれの組

織で特徴的に発現しているマトリックス

成分の同定を進め、その上でそれぞれの

成分に対応する遺伝子の発現制御機構

について解析を行っている。

　これまでに得られた研究成果の中で、

歯科領域と密接に関連して最も新規性

が高いのは、左図に示した接合上皮で特

異的に発現している新規分子（FDC-SP）

の発見である。

　この分子は発現部位の特異性から歯

周疾患と密接にかかわる可能性が高く、

その機能の解明は当分野における最重

要課題の一つである。

硬組織再生学分野
Tissue Regeneration

分野長

篠村 多摩之

抗FDC-SPによる染色

生体支持組織学系 　生体硬組織再生学講座

crevicular
epithelium

junctional
epithelium

gingival
epithelium

　当分野は、旧歯学部生化学講座の後

継であり、その沿革をたどってみたい。

　東京高等歯科医学校の開校（1928年

10月）当時は東京帝国大学の志賀直助手

が講師として講義を担当したが、1931

年4月、松本武一郎教授が金沢医科大学

から着任し、教室が開設された。しかし、

松本教授は1933年3月退職し、1934年

6月に東京帝国大学医学部薬学科より寺

田正一教授が就任した。寺田教授は東

京医学歯学専門学校（1944年4月）、東

京医科歯科大学（旧制、1946年8月）に

移行後も引き続き生化学を担当したが、

1947年に宮本璋教授が着任し、生化学

は一時期2教室の状態になった。

　東京医学歯学専門学校の廃止後、寺

田教授は歯科材料研究所に移り、宮本

教授は医学部生科学講座を担任して歯

学部での教育にも当たった。東京医科歯

科大学（新制、1951年4月）歯学部生化

学講座は1952年4月に設置され、12月

に荒谷助教授が教授に昇任して講座を

担当した。1967年4月、荒谷教授が東

北大学歯学部の開設に伴い転出し、同

年8月、佐々木助教授が教授

に就任した。1995年3月佐々

木教授の退官後は、1996年9

月栁下正樹が教授として就任

した。講座は2000年4月大学

院重点化により、医歯学総合

研究科、生体支持組織学系、

生体硬組織再生学講座、硬組

織病態生化学分野と名称を変

更したが、栁下正樹が引き続

硬組織病態生化学分野
Biochemistr y

分野長

栁下 正樹

生体支持組織学系 　生体硬組織再生学講座

き現在に至るまで教授を担当している。

　研究内容は細胞外マトリックス分子の

代謝調節機構と病態における機能解析、

とくにプロテオグライカン分子に着目し、

その生合成調節、代謝動態解析、生理、

病理状態での分子機能解明を課題にし

ている。

Hyaluronan

Chondroitin 
4-sulfate

Heparin/heparan 
sulfate

　岡田正弘先生(第二代学長)が主宰され

た医学部薬理学教室をルーツとして

1950年に三村二
たすく

先生が歯学部歯科薬

物学講座を開設し、1963年に歯科薬理

学講座として名称変更された。その後、

1969年に小椋秀亮先生に引き継がれ

1994年に大谷啓一が教授に就任した。

2000年の大学院重点化により現在の分

野名になった。

　講座発足当初より「硬組織の生理・薬

理」を主体とする研究テーマに取り組ん

でおり、1959年にその業績は高く評価

され岡田先生は学士院賞を受賞した。そ

の後も本テーマをさらに発展・深化すべ

く研究を進めている。

　研究の特色は鉛線による硬組織内時

刻描記法を代表とする形態学的解析手

法を基盤としており、それをさらに発展

させ分子生物学的手法や細胞生物学的

解析を加えることにより、硬組織形態計

測のみならず細胞機能解析を加味した研

究方法の開発に取り組んでいる。特に、

近年発展した硬組織蛍光色素ラベリン

グによる細胞動態の機能解析、X線によ

る非破壊的硬組織形態計測法は本分野

の欠かせない研究手段となっている。

　古くは様々な薬物を用いた硬組織形

成障害現象を実験薬理学的に解析する

ことに始まり、今日では炎症性骨吸収阻

害薬開発あるいは骨形成促進薬開発の

薬理学的基盤を構築することを目標とし

て研究を進めている。特にTNFを中心と

した炎症・免疫系機能の異常と骨疾患

病態に注目し、薬物治療に結び付く創薬

標的の同定を課題としている。

硬組織薬理学分野
Pharmacolog y

分野長

大谷 啓一

TNF受容体拮抗薬とRANKL-RANKの相互作用ラット切歯の蛍光色素ラベリング像

生体支持組織学系 　生体硬組織再生学講座

RANKL-RANK RANKL-WP9QY-RANK
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 　2000年4月に発足した本分野は定量

的分析に長けた実践的な人材の輩出に

務めてきた。この間、47名の大学院・専

攻生（修士課程6名を含む）が医療経済

学の“登龍門”をくぐった。本分野の特徴

は社会人大学院生や外国人留学生が大

多数を占めること。そのため大学院授業

は、英語・中国語を折り混ぜて夜間に行っ

ている。最近は、大学院授業の活性化

を図るべく、一方向の座学的な授業を

改め、双方向の問題解決型授業を試み

ている。具体的には、「病院可視化ネッ

トワーク」で回収したDPC（Diagnosis 

Procedure Combination）関連データ

を使って、仮説検証型の教育プログラム

を実践している。

　研究内容は国や企業などからの助成に

もとづくもので、1）生活習慣病予防事業

による医療費におよぼす効果の検討、2） 

重粒子線治療の医療経済評価に関する

研究、3）摂食・嚥下における歯科・医

科連携と医療費に関する研究など多岐に

わたる。研究から得た知見を学術・商業

論文として発表し、その骨子は国民にも

わかるよう毎年1冊のペースで単行本に

まとめている。

　社会活動としては、わが国で展開され

ている医療制度の抜本改革について、一

定の政策提言を行なうとともに、そのコ

メントは、テレビや新聞などのメディア

でも放映、掲載されている。なお、

2003年9月から05年8月にかけて医療

の質の向上と効率化の同時達成に貢献

できる人材の輩出を目指して医療経営の

寄附講座を開設した。

医療経済学分野
Health Care Economics

分野長

川渕 孝一

環境社会医歯学系 　医療政策学講座

上記に示した書籍はその一例だが、中には本大学院生との共著も含まれる

　大山喬史教授（1966年卒、現学長）が

始められた顎口腔機能治療部（現顎義歯

外来）の中で、活動していたスポーツ歯

科研究班が本分野の源流である。母体

は顎口腔機能治療部と障害者歯科治療

部（現スペシャルケア外来）を統合した障

害者歯科学教室へと引き継がれ、2000

年の大学院重点化を契機に、現在の分

野名で独立した。2004年までは大山喬

史教授（併任）が主宰であったが、現在は

上野俊明（1991年卒、准教授）である。

大山教室以来、大学院修了者はすでに

24名に上り、現在3名（うち1名は国費留

学生）の大学院生が在籍している。

　研究内容は、咬合と全身運動機能の

相関解析、スポーツ歯科傷害の分析調査、

マウスガードおよびフェイスガードの改

良開発、運動負荷時の口内環境の変化、

スポーツ医歯学分野
Sports Medicine/Dentistr y

分野長

上野 俊明

咀嚼と脳機能の関連性の探索などであ

り、いずれもスポーツ・運動を切り口と

した研究テーマである。なかでも咬合と

全身運動機能の相関については、骨格

筋機能ばかりでなく、平衡機能の解析も

手がけ、高齢者の転倒予防に向けた歯

科的アプローチの考察を行っている。

　スポーツ歯科医学は、いわゆるアスリー

ト（競技者）のデンタル・コンディショニ

ングやスポーツ歯科傷害の診断・治療・

予防のためだけに在るものではない。今

後は、スポーツ愛好家を含めた国民全体

のスポーツライフと健康づくりに貢献す

ることを目指して、ジュニアからシニア

まで幅広い世代に、エビデンスにもとづ

いた健康情報を発信還元し、健康スポー

ツ歯科医学への応用展開を考えている。

環境社会医歯学系 　国際健康開発学講座

　本分野の前身は口腔衛生学教室であ

り、専任の初代教授は岡本清纓教授

（1953～1960年）である。大西正男教授

（1960～1978年）の時代に予防歯科学

講座と名前が変更されて、臨床系の講座

となり、さらに岡田昭五郎教授（1978～

1996年）へと引き継がれ、大学院重点化

に伴い2000年より現在の分野名となった。

　本分野では、あらゆるライフステージ

の人 を々対象とし、歯科保健医療を予防、

健康増進、またQOL（Quality of Life）

の観点からとらえた研究を行っている。

主な研究テーマは、歯科疾患の疫学・

予防、歯科保健医療システムの分析、

全身と口腔の健康との関連、オーラルヘ

ルスプロモーション、国際歯科保健であ

る。現在進行中の研究としては、全身と

口腔の健康に関するコホート研究、高齢

者や入院患者に対する効果的な口腔ケ

アの検討、QOLの評価に関する研究、

マスメディアによる健康情報の分析、健

康教育の方法論とその評価法、歯科健

康教育プログラムの開発、口臭症の診

断と治療システムの構築、フッ化物応用

によるう蝕予防、歯科保健の国際比較

研究などがある。臨床では、息さわやか

外来において口臭症の患者を対象とした

診療や相談・カウンセリングを行っている。

　歯科医学・歯科医療を取り巻く時代の

流れや環境の変化に適切に対応し、口

腔の健康に関する環境・社会・経済的

な問題を分析・解決できる能力を身に付

け、個人や地域社会に対してヘルスプロ

モーションを実践・展開していくことの

できる歯科専門家の養成を目指している。

健康推進歯学分野
Oral Health Promotion

分野長

川口 陽子

環境社会医歯学系 　国際健康開発学講座

10周年記念写真
息さわやか外来での口臭診療

　1957年、檜垣麟三先生が開始した歯

科保存学教室から分かれ、歯科保存学

第二講座（歯周病学専門講座）となり、初

代主宰は今川与曹教授（1927年新潟医

大卒：1957～1968年）、そして木下四

郎教授（1955年卒：1968～1983年）、

石川烈教授（1965年卒：1984～2006

年）へと引き継がれ、大学院重点化によ

り現在の分野名になった。古くから国際

交流が盛んな教室である。

　歯周病により失われた歯周組織を再生

することは歯周治療の最終目標である。

自己歯根膜細胞シートを応用した歯周組

織再生治療等を中心に、臨床に直結し

た基礎研究を

展開中である。

また、レーザー

やLED、OCT

を歯周治療に

応用するプロ

ジェクトも推進

中である。さら

に、歯周組織

再生治療の一

つである「歯周外科治療におけるバイオ・

リジェネレーション法」が先進医療に収

載された。PCR法を利用した細菌検索、

血清抗体価やフローサイトメーターを利

用した免疫学的診断、歯周病感受性検

査のための遺伝子診断などを歯周病の

診断、予後の判定および歯周治療のモ

ニターに活用している。

　当分野では、歯周病原細菌の研究、歯

周炎における遺伝的要因の解明、HM 

GB-1をはじめとする歯周炎における生

体応答調節因子の作用機序の研究や、

歯周組織再生の研究、Er:YAGレーザー

による新しい歯周治療の開発および全身

疾患と歯周病との関連性の研究などを柱

に、世界をリードする研究成果を上げて

いる。

歯周病学分野
Periodontolog y

分野長

和泉 雄一

生体支持組織学系 　生体硬組織再生学講座

Er:YAGレーザーによるメラニン沈着除去とレー
ザー装置

歯周外科治療におけるバイオ・
リジェネレーション法
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　高齢者歯科学分野は1990年わが国の

急激な高齢化に即するため日本で最初の

高齢者歯科学を専攻する教室として歯

科補綴学第三講座（全部床義歯学）を改

組し、長尾正憲教授のもと、高齢者歯

科学講座として始まった。1998年、後

任に現教授である植松宏が着任した。

2000年には大学院重点化に伴い、大学

院医歯学総合研究科老化制御学系口腔

老化制御学講座口腔老化制御学分野と

なり、2004年に分野名を高齢者歯科学

分野に変更し現在に至っている。

　診療部門は当初から全身管理の重要

性を考え、歯科麻酔学に素養のあるス

タッフによる安全な診療を遂行できる環

境を整えてきた。

　2007年6月からスペシャルケア外来

（１）として活動している。さらに、高齢

化の一層の進展に伴い増加してきた摂

食・嚥下障害者への対応として、2004

年12月より摂食リハビリテーション外来

を開設し、摂食・嚥下障害のある方を対

象とした摂食機能療法を開始した。現在

では施設などへ訪問して嚥下内視鏡検

査も行っている。

　研究内容は高齢者の安全な歯科治療、

要介護高齢者の口腔ケア、ADLを維持

するために基本となる摂食機能の維持を

3つの主要なテーマとし、多くの研究成

果を上げている。

高齢者歯科学分野
Gerodontolog y

分野長

植松 宏

老化制御学系 　口腔老化制御学講座

嚥下内視鏡検査（VE）VFでみた誤嚥

 　2000年4月、大学院重点化により誕

生した大学院医歯学総合研究科の中に、

新たに設置された際の分野名は医歯総

合教育開発学分野。設置目的は「患者中

心の医療が提供でき、また、保健・医療・

福祉の統合を基盤としたチーム医療や地

域医療が実践できる医療人育成のため

の医歯統合化による学部教育・卒後研修・

生涯教育および地域社会啓蒙活動の内

容や指導方法の研究」であった。前身と

なる教室もなく、あまりにも漠然とした

聞き慣れない名称に、事務に電話をする

と営業の電話と間違えられたほどであっ

た。時とともに医歯学総合研究科内の組

織も変化し、2006

年4月、歯学教育に

より特化した教育、

研究を行うべく歯

学教育開発学分野

と名称変更した。

　国内外の医学・

歯学教育プログラ

ムに関する調査研

究を中心に、医歯

学系学生に対する研究プログラムの調

査研究、医歯学系学生に対する英語教

育プログラムの開発などを行っているほ

か、大規模災害時の歯科保健医療にか

かわる教育をテーマに、これまであまり

取り組まれてこなかった領域の研究にも

着手している。

　分野に所属した教員は、初代教授（当

時の歯学部長）の江藤一洋先生、現在新

潟大学大学院医歯学総合研究科摂食機

能再建学分野教授の魚島勝美先生と、

現在の構成員である鶴田潤講師、森尾

郁子の4名と少ないが「教育は成果は遠

くても、高い理想を掲げ、常に初心を忘れ

ず、ひたすら地道に実践せよ」との初代

教授の言葉に従い、学生とのかかわりを

大切に日々教育と研究に取り組んでる。

歯学教育開発学分野
Dental Education Development

分野長

森尾 郁子

環境社会医歯学系 　医療政策学講座

分野設置10周年（2010年3月29日）

　当分野は、2006年4月より大学院医

歯学総合研究科に設置された新しい研

究分野である。分野長は医歯学教育シ

ステム研究センター（MDセンター）歯学

系教授が兼ねており、MDセンターと共

同の活動、研究を行っている。

　大学院教育は歯学教育システムの変

革期にあたり、教育システム評価の方法

論の構築と実践を主として、自学自習、

問題発見・解決型思考能力の啓発に役

立つ教育を行っている。歯学部学生教

育では、モジュール「課題統合セミナー」

ユニット「全人的総合診断」の責任者、モ

ジュール「包括臨床実習」の責任者として、

前者では講義・演習、後者では新しい臨

床実習カリキュラムの作成・実行および

学生臨床セミナーの開講、実習ポートフォ

リオのチェックなどを通して、臨床実習

が円滑に進行できるようにしている。

　分野としては、以下のような研究課題

に取り組んでいる。

　1）歯学教育カリキュラム評価方法の

開発、2）歯学教育システム評価の妥当

性・信頼性の検証方法の開発、3）卒前・

卒直後における国際的な教育水準評価

システムの開発、4）バーチャルリアリティ

教育シミュレーションシステムによる歯

科技能能力向上プログラムの開発。特

にMDセンターに設置されているわが国

初の歯学系技術教育修得のための自学

自習用スキルスラボラトリーで実施して

いるものが多い。

歯学教育システム評価学分野
Educational System in Dentistr y

分野長

荒木 孝二 

老化制御学系老化制御学系環境社会医歯学系 　医療政策学講座

歯学系スキルスラボラトリーデントシムでの自学自習

教育メディア開発学分野
Educational Media Development

分野長

木下 淳博

　教育メディア開発学分野は、図書館情

報メディア機構の発足にともなって2010

年4月に新しく設置された。

  情報通信技術の発達にともない、メ

ディア教育システムの開発と普及促進、

e-learningの推進、情報リテラシー教

育の強化、附属図書館の電子化の推進、

情報処理センターと附属図書館の連携

強化など、時代の変化に即した機能強

化が、附属図書館および情報処理セン

ターに必要となった。そこで、両組織を

統合し、さらに教育メディア開発組織を

加えた東京医科歯科大学図書館情報メ

ディア機構が、2010年4月に発足した。

同機構において教育メディアの開発を主

に当分野が担当している。

　教育メディア開発学分野は、コンピュー

タシミュレーション教育システムの開発

と活用、医療系教育におけるe-learning

システムの活用、教育メディアの開発と

活用に関する研究を行っており、特にコ

ンピュータシミュレーション教育に関し

ては、東京医科歯科大学独自の医歯学

シミュレーション教育システムを活用し、

全学的なシミュレーション教育システム

を構築するための中心的役割を担ってい

る。ICT活用教育の研究開発を中心に、

東京医科歯科大学における講義

収録・配信の支援、同時中継講

義等の遠隔講義の支援、コンテ

ンツ制作の支援、情報モラル教

育（著作権含む）、情報リテラシー

教育、e-learning管理・活用の

支援などを強化していく。

環境社会医歯学系 　医療政策学講座

診療シミュレーション実習 術者目線3Dムービー撮影装置の開発
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全人的医療開発学系

　2000年4月に顎関節治療部が新設さ

れ、2010年3月末で丸10年が経過した。

その間、顎関節咬合学分野として研究科

での名称は決まったが、いまだに講座と

認められていない唯一の分野である。

　発足当時、新患数は年間約1500人で

あったが、この10年徐々に増加し続け、昨

年は2700人を超えるまでに増加している。

新患患者の大多数は顎関節症で、症型

ではⅢ型が最も多く60%以上を占めてい

る。顎関節症治療に関して以前は、治療

効果が上がらず難治症例に移行する、あ

るいは外科療法を選択するに至るという

症例がしばしばみられた。治療部が新設

され、受診に来られた患者さんから了解

を得て何回かの患者調査を行った。その

データの解析から治療への新たな視点、

対処法が生まれ、それを診断と治療に反

映させることで、有効性の高い治療方法

が生まれている。一般の顎関節症患者に

関しては、上下歯列接触癖（TCH：Tooth 

Contacting Habit）の是正トレーニン

グを組み込むことで治療期間が短縮した。

　また、咬合違和感をもった患者さんに

対する対応方法もほぼ確立し、大部分

の患者は違和感からの解放に至ってい

る。さらに夜間ブラキシズムは、当治療

部での薬物療法によって80％ほどの症

例において、永続的に消失した状態を維

持できている。

　このように当分野はまだ歴史が浅いが、

顎関節症とその関連疾患への有効な治

療方法を開発し、発信している。

顎関節咬合学分野
Temporomandibular Joint and Occlusion

分野長

木野 孔司

　包括診療歯科学講座

総合診療歯科学分野
General Dentistr y

全人的医療開発学系 　包括診療歯科学講座

　当分野は、1981年に歯学部附属病院

の旧予診科が発展的に解消され、新た

に総合診断部が設置されたことに端を発

している。予診科時代は布山竜男講師

が主任を務められ、総合診断部となって

からは初代部長が中村正教授、その後、

岡田昭五郎教授、黒田敬之教授、黒崎

紀正教授が部長を歴任された。1994年

には口腔総合診断学講座に改組され、

黒崎紀正教授が引き続き講座を主宰し、

大学院重点化により現在の分野名となっ

た。2008年、黒崎教授の退職に伴い、

俣木志朗教授が診療科長として分野・

診療部の統括責任者を務めている。

　教育においては、第5学年で全人的総

合診断の講義を担当し、第6学年臨床総

合実習および研修医教育では新来患者

に対する医療面接、口腔内の診察・診

断の実践、患者管理および治療計画に

関する指導を行っている。研究において

は、歯科臨床教育に関するシステムの改

善を目的とした歯科臨床教育システムの

実施と評価を行い、医歯学教育システム

教育センター（荒木孝二教授）とともにス

キルスラボにおける研修医向け臨床セミ

ナーや実習プログラムを開発、その評価

を行っている。さらに、ArFエキシマレー

ザーの歯牙切削への応用に関する研究、

閉塞性睡眠時無呼吸症候群に関する研

究、デジタル画像を用いたう蝕診断法に

関する研究などが行われている。

　臨床においては、新来患者の全身評

価と口腔診断を行い、対応診療科を決

定・紹介を行うことが主な業務である。一

方では、緊急患者の応急処置、総合診

療を要する患者の治療、歯科疾患の予

防を目的とした口腔ケアも実施している。新患の受付窓口新患に対する医療面接

　1999年に小野繁教授（1967年卒：

1999～2006年）が立ち上げられた口腔

心身医学分野が、2004年に頭頸部心身

医学分野と改称され、2009年より現在

の分野名になった。

　歯科領域における「medically and 

p s y c h i a t r i c a l l y  u n e x p l a i n e d 

symptoms」。これが当分野が真に対象

とする病態である。歯科治療を契機とし

た慢性疼痛、咬合異常感や口腔内乾燥

感など様々な原因不明の歯科的症状が

出現し、苦しんでいる患者が大勢いる。

当分野では、医療難民化している本症

患者の病態解明と、より効果的で効率的

な治療法の開発を目指している。

　歯科心身医学の卒前教育の重要性が

強調されてきたが、求められているのは

精神医学や内科領域の心身医学の単な

る抜粋ではなく、歯科特有の学問体系で

ある。故にこの領域に歯科医師としての

アイデンティティは重要であると考えて

いる。しっかりした歯科医師としての考

え方、知識、技術にもとづき、その上で

「病める人」として患者を深く理解できる

歯科医師の育成を目標としている。

　大学院教育においても、臨床における

実践を重視し、歯科心身症を専門的に診

る歯科医師の育成とともに、臨床現場で

生まれた問題提起をテーマに脳科学的手

法も取り入れながら研究指導している。

歯科心身医学分野
Psychosomatic Dentistr y

分野長

豊福 明

全人的医療開発学系 　包括診療歯科学講座

外来診療風景
歯科心身症の脳機能画像研究

　当分野は、1999年4月に大学院医歯

学総合研究科全人的医療開発学系専攻

包括診療歯科学講座の一分野として設

置された。分野開設当初は教授1名、歯

学部附属病院所属助手1名の援助で運

営を行ってきたが、2003年度より新田浩

准教授が着任して現在に至っている。当

分野の教育テーマは、人間行動の特性、

インフォームド・コンセントを基盤とし

た患者と医療者との関係を構築する幅広

い基礎知識を理解し、多様な疾患を持

つ患者の意識や行動様式およびその対

処法について教育研究を行うことである。

行動科学は学際的な科学であるため、多

くの関連領域と連携しながら教育研究が

進められている。

　教育においては、準備教育では教養

部との連携教育である歯学概説、同演習、

早期臨床体験実習を担当し、専門教育

では、第3学年で歯科医療入門、臨床体

験実習Ⅰ、第5学年から課題統合セミ

ナー、包括臨床実習を担当しており、低

学年から幅広い学年の教育にあたってい

る。臨床教育面では、歯科総合診療部

と連携し、卒前の包括臨床実習の実施、

運営を担当している。一方、卒後教育に

ついては、歯科医師臨床研修に携わって

いる。また本院をはじめとして、わが国

の多くの管理型臨床研修施設が主催す

る臨床研修指導歯科医講習会の運営に

参画している。

　研究テーマとしては、歯科医学教育カリ

キュラム開発における行動科学の応用に

関する研究、患者による病院評価と歯科

臨床教育に関する研究、歯科診療中の患

者のストレスの解析、皮膚電位と心理テ

ストを併用したOSCE受験者のストレス

評価に関する研究、歯科医療における患

者の感覚に関する研究などを行っている。

歯科医療行動科学分野
Behavioral Dentistr y

分野長

俣木 志朗

全人的医療開発学系 　包括診療歯科学講座



52 東京医科歯科大学 歯学部 80年史 53東京医科歯科大学 歯学部 80年史

未来の歯科学を拓く ―分野の紹介

歯学部口腔保健学科
School of Oral Health Care Sciences

口腔保健衛生基礎学講座

　当分野は、2004年4月に歯学部口腔

保健学科の新設とともに設置された分野

である。口腔保健学科教育では、1～2

年次に行われる全身ならびに歯と口腔の

解剖学と組織発生学および病理学など

の形態系を中心とする基礎歯科学領域

の授業と科学英語を担当するとともに、

3～4年次に行われる歯学部附属病院で

の外来実習および卒業研究での学生指

導を行っている。歯学科教育では3年次

の臨床体験実習を担当してきた。また、

本学医学部における医学科教育では、3

年次に行われる解剖学実習の学生指導

を行ってきた。

　研究テーマとしては、頭頸部の肉眼解

剖学ならびに硬組織形成の微細形態学

などを中心に研究を行っている。これま

でに三叉神経の枝による支配関係にもと

づいた咀嚼筋や舌骨上筋の肉眼解剖学

的再検討や歯と骨の形成におけるアスコ

ルビン酸の役割に関する電子顕微鏡に

よる検索を行ってきた。

　現在の主な研究テーマは、咽頭と頚

部の機能解剖学であるが、卒業研究で

は歯と歯周組織および顎骨の形成に対

するビタミンの役割や喫煙の影響を調べ

る組織学的研究のほかに微生物学的研

究課題も取り入れて学生に対する指導を

行っている。

　臨床では歯学部附属病院の口腔ケア

外来での診療を担当し、基礎から臨床ま

で幅広い観点にもとづいた教育と研究を

行っている。

顎口腔基礎科学分野
Oral and Maxillofacial Biolog y

分野長

坂本 裕次郎

Tissue and Cell, 2005 Surgical and Radiologic Anatomy, 2004, 2009

1A B

C D

E F

　人口の高齢化、疾病構造の変化など

に伴い、歯科衛生士教育においても専

門性の拡大・高度化が求められるように

なった。このような社会的要請に応じて、

2004年度に、歯学部口腔保健学科が設

置され、口腔健康教育学分野は4講座

8分野の一つとしてスタートした。

　分野の目的は「国民の健康に資するこ

とを目的に、口腔保健のあり方を全人的

視野からとらえ、生涯にわたり健康を維

持・増進するための口腔健康教育の理

論の構築と技術を開発する」ことである。

また、教育は、歯科衛生士

活動の拡大に対応すべく、「保

健・医療・福祉の様々な場

において、他職種との連携

チームの一員としての役割を

果たすべく地域住民や他職

種との連携を図りながら、ヘ

ルスプロモーションを推進す

る口腔保健分野のリーダーと

なる人材を育成すること」を

中心に据えている。主たる研

究テーマは「高齢者や障害者も含めた国

民すべてに、口腔保健サービスが普及・

定着することを目的とし、口腔衛生や口

腔機能の意義を明らかにするための基礎

的ならびに疫学的視点からの解析」であ

る。さらに研究で得られた科学的根拠に

もとづき、保健・医療・福祉の現場にお

いて、平時はもとより災害時も含め、様々

な健康レベルや環境におかれた人々に公

平かつ継続性のある口腔保健サービスを

提供するためのシステムづくりや技術の

向上に関する支援を行っている。具体的

には、地域高齢者に対する介護予防プ

ログラムの開発、医科と歯科の地域連

携システム、さらには大規模災害時の口

腔保健サービスの提供システムの構築

に取り組んでいる。

口腔健康推進統合学講座

口腔健康教育学分野
Oral Health Care Education

分野長

寺岡 加代

　

地域高齢者に対する介護予防活動

約600人が参加

かみかみ百歳体操
を紹介

口腔保健衛生基礎学講座

　本分野は、国内で最初に歯科衛生士

の大学教育を開始した口腔保健学科の

基礎系分野である。教育面では、口腔

保健学の基礎的領域を担当し、人体の

構造と機能全般、ならびに薬物の作用

機序などについて教授している。各器官

系の機能を中心にそれを支える構造的基

盤および分子的基礎にも言及しながら、

実習も含めて、総合的な理解を促すよう

な基礎科学教育を実施している。さらに、

高齢社会の進行とともに、歯科医療従

事者にも福祉と統合した保健・医療サー

ビスの提供が求められるようになったこ

とから、従来の教育の枠組みにとどまら

ない、社会福祉の視点と知識の修得、

福祉的支援力の養成を目標として、社会

福祉系教育全般を担当している。

　研究面では、口腔保健学領域の研究

および教育を確立していく上での、幅広

い基礎的知見を得ることを目的とし、活

動を進めている。中心となるのは、科学

的根拠にもとづく口腔保健活動を展開す

るための基礎的研究であり、味覚に関す

る基礎研究および口腔ケアが心身にお

よぼす効果の科学的実証に取り組んでい

る。現在は、加齢による味覚の変化、な

らびに、唾液成分分析や自律神経活動

からの情動評価による口腔ケアの有用性

評価について検討を進めている。加えて、

口腔保健活動を主体的に展開でき、保健・

医療・福祉のコーディネーターとなれる

人材を育成するために、学生へのアンケー

トなどから、より効果的な教育方法を検

索する研究を行っている。

口腔保健衛生基礎学分野
Fundamental Oral Health Care Science

分野長

杉本 久美子

単離味細胞と記録電極 レプチンによる味細
胞の電流変化

加齢による味細胞ターンオーバーの変化
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未来の歯科学を拓く ―分野の紹介

　当分野は、2004年4月に口腔保健学

科が歯学部に新設された際に、口腔保

健学科生涯口腔保健衛生学講座の一分

野として設置された。教授1名、講師1名

で構成されている。歴史の浅い分野であ

り、教育・研究・臨床の体制確立、学科・

分野の体制づくりに努めてきた。2009

年4月には吉田直美講師が千葉県立保健

医療大学健康科学部歯科衛生学科教授

に就任し、同年7月には吉田講師の後任

として白田千代子講師が就任した。同年

4月より専攻生として高梨恵氏が在籍し

ている。

　教育に関しては、再建系歯科医学、

顎口腔機能リハビリテーション、歯科口

腔介護をはじめとして、多数の講義、実

習を担当している。口腔の健康の維持・

増進がQOLの維持・向上に寄与すると

いう視点からの教育を行っている。高齢

者のQOLの維持・向上に役立つ研究を

目指しており、高齢者の口腔清掃に関す

る研究、要介護高齢者の口腔

衛生の向上に関する研究、高

齢者口腔保健衛生学の教育

効果に関する研究などを行っ

ている。また学術交流などの

国際交流を推進している。

　臨床については、口腔ケア

外来、スペシャルケア外来に

おいて診療に従事している。

高齢者口腔保健衛生学分野
Geriatric Oral Health Care Science

分野長

下山 和弘

生涯口腔保健衛生学講座 　

写真左側は口腔保健学科学生の高齢者疑似体
験、写真右側は中華牙醫學会學術検討会での
懇親会（2008年11月、台北市）

　本分野は2004年4月に誕生した口腔

保健学科の一分野である。

　成人期は、人々が健康で自立した高

齢期を実現するために重要な時期と考え

られ、家庭づくりやコミュニティ活動に

参画する態度と行動を身に付けること、

また過密な労働、ストレス、喫煙、飲酒

などによる生活の乱れによる生活習慣病

予防に対する意識を高めることが必要で

あり、健康教育の大きなターゲットとなっ

ている。

　そこで、教育では歯科衛生士としての

キャリアを生かした授業を組み立ててき

た。ニーズアセスメントにもとづいた臨

床、地域、職域、学校などにおける活

動が展開できる能力を養成することを主

眼としている。また、対象を生活者とし

て見る視点、問題発見・解決能力、他

職種と連携できる能力の養成のために、

必要な態度、知識、技術を提供した。

歯学科との合同授業では、歯周疾患患

者の症例検討を通じて、学生の他職種

に対する理解を促進した。

　研究では、保健行動調査、歯科衛生

士教育制度や内容調査、歯科衛生技術

教育プログラム開発、入院患者の口腔

ケアに関する実践と評価などを行ってき

た。

　医学部附属病院脳神経外科病棟入院

患者の口腔ケアは同窓会員および医学

部附属病院看護師の協力を得て、成果

を上げた。その結果、医科・歯科連携

による「口腔ケアの相談システム」が具体

的に検討されることにつながった。

成人口腔保健衛生学分野
Adult Oral Health Care Science

分野長

遠藤 圭子

歯学科との合同演習 口腔ケアボランティア活動

生涯口腔保健衛生学講座 　

　当分野は、2004年4月に歯学部口腔

保健学科として、歯科衛生士の4年制教

育のために新設された8分野の一つであ

る。設立時は木下淳博教授が主宰し、

2010年に品田佳世子が教授に就任した。

　口腔保健学は「乳幼児から高齢者まで

のすべての人が、口腔の健康を介して、

全身の健康の維持、増進ができることを

支援する学際的な学問」である。その中で、

本分野は口腔疾患の予防プログラムや

ツールの開発・評価、予防を通して社会

支援できる人材の育成を目指しており、

口腔保健学の中心となる重要な分野であ

る。これまでは、歯科衛生士の技術教育

において、新しい教育ツールの開発と導

入を積極的に行ってきた。その一つは、

本学で開発された医歯学シミュレーショ

ン教育システムによる教材作成であり、

もう一つは基礎技術訓練のための実習

模型の開発である。

　今後は、各ライフステージにおける健

康な人のみならずスペシャルケアの必要

な人々も含めた対象者に対して、生活環

境や心理面を理解し、口腔保健への支

援・指導ができるような人材育成を目指

している。さらに、口腔疾患予防学の深

い学問的知識と高水準の技術の修得、

口腔領域のヘルスプロモーションの能力

を養い、積極的に口腔保健の推進に寄

与できることを目標とした教育・研究・

臨床活動を行っていく。

口腔疾患予防学分野
Preventive Oral Health Care Science

分野長

品田 佳世子

口腔健康推進統合学講座 　

　当分野は、2004年4月、歯学部口腔

保健学科の誕生とともに新設された分野

である。

　小児の心身発育に対する深い理解を

背景に、発達期における口腔保健の実践、

および歯科衛生士として発達期の歯科

チーム医療に必要な知識、態度、技術

を学び、さらに進化させることが分野の

目的である。さらに、障害者の様々な障

害の特徴、心理、および口腔疾患の傾

向に対する知識をもとに、口腔保健の立

場から彼らを支援することも分野の範囲

としている。

　研究内容としては、永久歯列期までに

正常な総合咀嚼器官を獲得するための

形態的および機能的発育過程を明らか

にするとともに、摂食、咀嚼・嚥下や発

音など口腔機能発達の遅滞や変異に対

する支援を掲げている。具体的には、3

次元形状測定装置、超音波診断装置、

音声分析装置などを用いた研究を行って

いる。また、幼児の摂食機能発達を調

査し、食育に対して積極的にかかわって

いくことも重要な課題である。

　分野の構成員は教授1名ではあるが、

卒業研究を行う学生とともに、幼稚園で

の口腔管理状況、摂食機能観察、幼児

期前半の生活習慣調査、食生活分析、

また、自閉症児に対して視覚支援カード

などを用いた口腔衛生指導法の研究など

を行ってきた。

発達口腔保健衛生学分野
Pediatric Oral Health Care Science

分野長

石川 雅章

生涯口腔保健衛生学講座 　

幼稚園児を対象としたフッ素塗布活動
3次元形状測定装置を用いた顔面･
歯列･舌の一体表示
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三浦不二夫　名誉教授

小椋秀亮　名誉教授

田端恒雄　名誉教授

田上順次　歯学部長

歯学部分野紹介◉未来の歯科学を拓く

歯学部の軌跡
寄稿

　当分野は、2004年4月、歯学部口腔

保健学科の設立時に、口腔保健学科の

新分野として誕生した。分野に所属する

スタッフは分野長と小野寺光江講師であ

る。本分野の教育・研究・臨床の概要

は以下の通りである。

　教育については、口腔健康推進統合

学および生涯口腔保健衛生学で修得し

た知識・技術を基礎として、地域におけ

る口腔保健活動を他の関連職種と連携

して行うために必要とされる知識を教授

する。具体的には、地域での口腔保健

活動を実践するために必要な全身および

顎口腔領域の健康評価、栄養と食生活、

介護に必要な基礎的知識と基本的な技

術を教授する。

　研究については、口腔がん術後患者

などの口腔疾患患者のQOL向上のため

に口腔衛生のみならず食生活や口腔機

能について口腔保健学的研究を行ってい

る。口腔機能食品の安全性のための調

査研究、歯科清掃用具に関する基礎的

研究、口唇裂・口蓋裂患者の顎発育障害、

口腔機能障害の診断と治療なども主要

なテーマである。さらに、遠隔地での口

腔保健活動の推進、遠隔施設との双方

向授業のために、他大学と共同してイン

ターネットやテレビ電話を用いた医療情

報交換システムを開発している。

　臨床については、口腔の健康を通じて

全身の健康の維持・増進を図るために、

口腔ケア外来、口腔外科外来・顎顔面

外科外来において、様々な口腔疾患患

者の診断、治療、口腔保健指導等に従

事している。

地域・福祉口腔保健衛生学分野
Community Oral Health Care Science

分野長

吉増 秀實

地域・福祉口腔保健衛生学講座　

International Week 2009 in Amsterdam インターネットによる授業
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専門学校時代

▶1年次
　入学当時は、歯科医学は4年制の
専門学校教育下にあったので、学生
といわれず、生徒と呼ばれ区別され
た。その生徒100人は校則により、
黒の背広に黒ズボン、白のワイシャ
ツに黒ネクタイ、8ミリ程のドーナツ
型白色琺

ほうろうやき

瑯燒の校章を付けた蛇
じゃばら

腹付
き丸帽を被るという、官学にしては
異例な服装だった。ただし、太平洋
戦争の真っ只中だったからズボンの

上にゲートル（脚
きゃはん

半）を巻くという姿
だった。
　校舎は、本郷通りを背にコの字型
をした地上３階地下１階のコンクリー
ト建てで、本館と呼んでいた。中庭
には高い煙突と平屋の解剖実習室が
あった。附属歯科病院も木造平屋で
入口は現在よりやや順天堂（現順天
堂大学医学部附属順天堂医院）寄り
の南側にあり、病院の裏側、現在の
ガーデンパレスの前に、狹

きょうあい

隘とはい
え野球ができるほどの運動場もあっ
た。

　私の実家は歯科医院で新宿区早稲
田にあったから、早稲田発深川不動
尊行きの市電に乗って飯田橋まで行
き、新宿発万世橋行きに乗り換えて
御茶ノ水で下車した。生徒の通用門
は湯島聖堂側の聖門と決められてい
て、その門の両側に先輩と軍人教官
か生徒主事が立っているなかを、直
立不動で敬礼してから本館地下の
ロッカー室に行く。そこで白衣に着
替えて階段教室へ向かう。
　1年生は半地下から2階へ抜ける第
一講堂、2年生は2階から3階へ続く
第二講堂、3年生は3階から屋上まで
の第三講堂と決められ、4年生は附
属病院内の教室を使うことになって

いた。驚いたことにドイツ語を習う
のが初めてという新入生なのに、講
義で使う用語のほとんどはドイツ語
であった。帰ってから辞書と首っぴ
きの毎夜だった。
　戦争を知らない方々は理解に苦し
むだろうが、戦時中だったから完全
灯火管制下で少しでも家から明かり
が漏れれば罰せられる。時々起きる
停電が試験中であれば、灯したロー
ソクを黒布で覆うわけにもいかず、
押入れの中で勉強したものだった。
　入学当初から運動場は気球隊が駐
屯していたので、教練（軍事訓練）は
中庭で行われた。それは前年の4月、
突如米国のB25が低空飛行で東京の

空に現れ、早稲田中学生だった私た
ちに燒

しょういだん

夷弾を投下して上海へ飛び
去ったのである。この時の高度が
500メートル前後だったことから、日
本軍は東京の空に気球を上げて防空
しようと、本学の運動場にも気球隊
を配備したわけである。その年の秋
頃、日本の戦雲は次第に悪化、増兵
の必要から学徒出陣にまで追い込ま
れていった。当然、軍医不足となる。

▶2年次
　本学が医科大学と同数の基礎医学
講座を保有するために、当時の政府
からは「軍医の養成も行え」との要請
を受け医学科が併設された。それに

　今年は歯学部創立80周年を迎える

ので、創立当初のことを私に書いて

ほしいと広報室から依頼があった。

私は、1943（昭和18）年、本学の前身

である東京高等歯科医学校に入学し

て以来、満84歳のこの年まで、何か

につけて本学にお世話になっている。

　恐らく現在の東京医科歯科大学内

では高等歯科へ入学した者は私だけ

だろう。依頼を断るわけにはいかな

いが、かといって創立50周年に発刊

された記念誌には本学のたどった軌

跡が精しく記載されている。従って、

私はそれに載らない“こぼれ話”を記

す。それによって“こんなこと”があっ

たと話をすると――“そんなこと”が

あったんですかと関心を寄せる後輩

も少なくない。そこで、これを題名

にして本学にまつわる古きことを書

くこととした。

“こんなこと”、“そんなこと”

名誉教授

三浦 不二夫
Fujio Miura

 

三浦 不二夫

1947（昭和22）年、東京医学歯学
専門学校卒業（歯科15回生）。
1962（昭和37）年、東京医科歯科
大学歯学部歯科矯正学教室教授。
1976（昭和51）年、東京医科歯科
大学歯学部附属病院長（〜昭和60
年）。1981（昭和56）年、東京医
科歯科大学歯学部歯科矯正学第一
講座教授。1991（平成3）年、東京
医科歯科大学名誉教授。

本館の構造は地上3階、
地下1階のコンクリート造
りとなっており、湯島の地
に白亜の本格建造物が
威容を放っていた

寄稿◉歯学部の軌跡

本館の正面玄関。左奥に見えるのが湯
島聖堂大成殿の屋根である

木造とコンクリートの校舎に囲まれたスペースは学生たちの憩いの場であった

運動場には気球隊が駐屯し、キャンパスの一隅では空砲による
射撃訓練が行われていた

島峯校長による査閲が行われた

現在も使用されている顎態診断器
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伴い、校名も東京医学歯学専門学校
に変わった。さらには、既に歯科医
師の免許を持つ者に対して医学科の
3学年に編入できる制度も施行され
た。元歯学部長をされた解剖の桐野
教授ほか、歯科界を代表するお歴々
がこれに応募され、なかには軍人教
官より偉い肩章をつけた生徒もいた。
　秋頃、本土上空に米軍のB29が時々
現れるようになってきた。日本が想
定していた低空飛行どころか、遙か
9000メートルを超す（高射砲弾の届
かない）高度で飛行機雲を引きながら
悠々と飛んで来る。それは偵察だっ
たのか、翌1945（昭和20）年の1月か

ら工場地帯の爆撃に始まり、次第に
都市へと拡大していった。
　遂には3月9日から10日の夜半にか
けて東京大空襲が行われた。先頭の
1機に別の2機が左右に従うB29の編
隊が次から次へと波状に飛んできて、
下町方面に焼夷弾を投下して南の空
へ消えて行く。たまにサーチライト
が敵機をとらえ、高射砲弾が近くに
炸裂するが当たらない。屋根上にあ
る物干台から東の空を眺めると、早
稲田大学越しに空は真っ赤に染まり、
時折、大きな炎がメロメロと立ち昇っ
ていた。
　正直にいって「こん畜生、今に見

ていろ」と臍
ほぞ

を噛んだものだった。
それでも翌朝、授業があることを思い、
早稲田の車庫まで行くと「九段下ま
で折返し運転だけある」という。や
むをえずそこまで行ったら大橋図書
館から白い煙が立ち昇ってはいたが、
街並みは平生通り変っていない。歩
いて神保町から駿河台坂を上り、明
大を過ぎて前を見ると、今まで眼に
入っていた附属病院はなく、白い煙
が一面に漂っていた。
　校内に入ると病院跡には焼けただ
れた歯科用ユニットと椅子がゴロゴ
ロと転っていて、曲った水道管から
水が所々で噴き出ていた。私たちが

後期から使う予定だったモルタル2
階建ての新築病院も未使用のまま
灰
かいじん

燼に帰していた。焼け残った本館
に入ってみると、地下から3階まで
の廊下はすべて湯島で焼け出された
被災者で埋っていた。近くに下宿し
ていた本校生も着の身着のままで講
堂にたむろしていた。
　正面玄関の左壁には急告として“当
分の間、授業中止。生徒は自宅で待
機。連絡方法を生徒課へ”という掲
示が貼られていた。以来、約1カ月間
は閉校となったのである。

▶3年次
　大空襲はこれで終ったわけではな
かった。東京の山手地区への空襲は、
4月13日と5月25日の横浜大空襲の際
に行われた。富士の裾野で3日間の
野外教練をして帰る途中、燃える横浜
を横目に、小田急電車を何回となく
乗り継ぎながらやっと代々木駅に辿
り着いた。その時は新宿駅の一部が
まだ燃えているというので、中野発東
京行きの臨時列車が代々木駅に停車
していたのである。本校に戻り、各自
担いできた三・八式歩兵銃を兵器庫
に納める頃には夕暮れになっていた。
　その日は図書館に泊り、翌日、歩
いて自宅へ向った。その途中、水道
橋から早稲田に至たるまで完全に焼
け野原となっていた。わが家も燃え
たかとあきらめかけたその時、早稲
田の森の緑が見えた。幸いにもわが
家は残っていたのである。その頃に
は高射砲の性能も改良され、B29を
撃ち落としたり、戦闘機の体当りで
B29が空中分解するのも見た。

　しかしながら、戦況は誠に厳しく、
沖縄の日本軍は全滅。いよいよ敵軍
の本土上陸かと囁かれ始めた8月、
広島と長崎では大型爆弾がピカドン
と炸裂し、全市民が瞬時に殺された
と聞いた。そして8月15日、昭和天
皇より玉音放送として戦争終結の報
せが流れた次第である。以後、周知
の通り、マッカーサーの進駐となり、
軍国主義から民主主義の世の中に
なった。
　附属病院が全焼してしまった本校
は応急処置として医学科は本館の1、
2階を、歯学科はその西側の地下室
全体を附属病院に当てた。10月から
始まった私たちの臨床実習は元保存
実習室と決められたが、歯科用電気
エンジンはわずかに3台しかなく、
ほかには足踏みエンジンだったから
歯を削るのに苦労した。

▶4年次
　そんな状態でも患者は多く、カリ
キュラムで決められたケースと点を
満すに十分なほどだった。この年の
8月だったか、戦時中に組まれた早
期卒業のスケジュールはマッカーサー
の指令で本来の満4年の教育制度に
戻された。加えて、卒業すれば自動
的に歯科医師免許が取得できる制度
が廃止され、新たに国家試験合格者
のみに免許の公布がなされることと
なった。
　そのため他校では国家試験対策の
特別講習会などが開催されていると
聞いた。しかし、この試験は歯科医
師としての基本知識と技術とを持っ
ているか否かを問うものだから、教

育を完璧に行っている本校としては
その必要なしとして、翌年の2月ま
で臨床実習が続けられた。
　そして昭和22年3月に卒業。4月に
筆記と実地による国家試験を受け、
6月に結果発表となる。教授の言う
通り、特別な補講も受けなかったわ
れわれだったがほとんど全員が合格
した。免許を取得した者が引き続き
卒後の研鑚を希望する場合には『「副
手、ただし無給」という資格で採用
するので望む診療科へ連絡されたし』
という通達があった。私は矯正科へ
申し込んだ。それが因縁で今日まで
続くとは夢々思わなかった。
　ところで――、マッカーサーが歯
科医師国家試験制度を設けた時、わ
れわれは負けた国とはいえ勝手過ぎ
ると憤慨したものだったが、やがて
それが良質な歯科医療の維持と向上
に大いに役立っていることを知った。
否、そればかりではない。マッカー
サーは歯科医学の4年間の専門学校
教育制度を改め、医学と同等の６年間
の大学教育へと昇格させた。
　かつて東京歯科医学専門学校（現
東京歯科大学）初代校長の血脇先生
が歯科医学は大学教育でなされるべ
きと唱え、さらには本校の島峯校長
が欧米の例を提示しながら大学教育
を強く主張したが、日本の政府や医
師会はそれを認めなかった。それが
進駐してきたマッカーサーのひと声

「国民の医療を担う医学と歯科医学
であるなら、両者共に高度且つ同等
の教育でなければならない」によっ
て改変されたのである。ここにマッ
カーサーに心からの謝意を表すると

三浦 不二夫
寄稿◉歯学部の軌跡

御茶ノ水駅の周辺と、駅から見た本学。右側が歯学部となっており、コの字型
になっているのがわかる

本館中庭から見たニコライ堂

昭和23年頃の本館校舎。
現在の2号館にあたる
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ともに、それによって現在のように
東京医科歯科大学が生まれたわけで
ある。
　以上、東京高等歯科医学校から東
京医学歯学専門学校を経て、東京医
科歯科大学になるまでの「こんなこと」

「そんなこと」を思い出すままに書い
てきたが、与えられた字数はあと僅
かになってしまった。小椋名誉教授
から病院のことも書き添えるように
と言われたが、それは後輩にお任せ
するとして、本学にまつわる大切な
史蹟が将に忘れ去られようとしてい
るので、いくつかを記して後世に伝
えようと思う。

忘れてならない史蹟

▶お茶の水の由来
　ＪＲ線御茶ノ水駅のお茶の水橋出
口の正面に交番があるが、その傍ら
に「お茶の水」という石碑があるのを

ご存じだろうか。それは、お茶の名水
が湧き出た景勝地として駅名になっ
ていることから、有志で結成した『お
茶の水保勝会』と髙林寺の住職が
1957（昭和32）年に建てたものである。
　しかし、この地は駿河台であって、
本学の敷地が本当のお茶の水なので
ある。髙林寺なる寺は、正しくは金峰
山髙林寺といい、1604（慶長9）年に
徳川秀忠が建立した。四代目住職の
白州和尚の時、境内に突如清水が噴
出したので、それを茶として飲んだと
ころ良質かつおいしかったために江戸
城へ献上。「茶の湯にこの水が最高」
と評価され、以来、その寺は「お茶の
水髙林寺」と呼ばれるようになった。
　遺憾ながら、寺は1657（明暦3）年
の江戸大火で焼失し、駒込へ移転し
た。つまり、髙林寺の名が消えてこ
の地を「お茶の水」と呼ぶようになっ
たのである。跡地は藤堂大学へと下

か ふ

附

され、やがて江戸学問所の昌
しょうへいこう

平黌（＝
昌平坂学問所）が建てられた。
▶近代教育発祥の地
　昭和の末期頃まで、現在の歯学部
附属病院の駐車場出口付近に「女子
教育発祥の地」なる木柱が建ってい
たが、いつの間にか消えていた。危
惧していたところ、聖橋のたもとで
本学の角地の前に「近代教育発祥の
地」と書かれた立札が文京区教育委
員会により、2007（平成19）年3月に
建てられていた。
　それには、上述の昌平黌にはじま
り、男子師範学校（現筑波大学）と女
子師範学校（現お茶の水女子大学）に
至る変遷が記されている。現在の歯
学部附属病院1階のロビーにはこの
昌平黌に通う武士の姿がモザイクの
壁画に納められているのでご覧いた
だきたい。両師範学校の跡地に本学
医学部、歯学部が現存するのである。

三浦 不二夫
寄稿◉歯学部の軌跡

▶お茶の水貝塚
　1952（昭和27）年、地下鉄丸の内線
御茶ノ水駅を工築中に、現在の歯学
部附属病院玄関付近の地下から貝塚
が発掘された。出土した貝殻には獣
骨や人骨も含まれており、調査結果
では縄文後期（紀元前900～500年）の

ものらしい。その頃は、この地は海
岸線に近い南斜面の高台であったか
ら住み良い場所だったに違いない。
1964（昭和39）年に帝都高速度交通営
団によって「お茶の水貝塚」なる記念
碑が病院玄関脇に建てられたが、知
らずのうちに撤去されていた。

　独り憤慨していたところ、地下鉄
から本学に通ずるエレベーターの完
成に続いて、お茶の水橋正面の入口
の階段右側に再設置されていた。惜
しいことにやや小高い場所なので、
ほとんどの人はそれに気付かない。
貴重な碑であるから、目につく場所
に説明札でもあればと思う次第であ
る。

結び

　満80周年を迎えた今日、本学の前
身である東京高等歯科医学校、それ
に続く東京医学歯学専門学校の「こ
んなこと」「そんなこと」を永々と綴っ
てきた。折しも、26階建ての医歯学
総合研究棟が完成された。温故知新
の言葉通り、80年の歴史とその間に
累積してきた伝統とを再認識して、
より輝く東京医科歯科大学へと発展
してほしいものである。

近代教育発祥の地について記した立札

歯学部附属病院のロビーと昇亭北寿画『東都御茶之水』のモザイク壁画

お茶の水貝塚の石碑。お茶の水橋正面にある入口の階段右側にある

曹洞宗髙林寺の
境内を記録した絵
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寄稿◉歯学部の軌跡

東京高等歯科医学校の
大学昇格計画の回顧

　1928（昭和3）年に設置された東京
高等歯科医学校は、外観からはあた
かも帆を上げて順調な航海を続けて
いる様子ではあったが、乗組員であ
る島峯校長をはじめとする主たる教
授陣は、1935（昭和10）年頃から一つ
の壁にぶつかったような状態に置か
れていた。それは基本的には専門学
校制という教育制度の制約に起因す
るもののようであり、具体的には次
の4つの問題点が取り上げられてい
た（註1／P76参照）。

　＊　　＊　　＊

［Ⅰ］ 後継者育成の問題
　歯科臨床分野の教員は自家養成するし

か方法はなく、他の学科の教員から求め

ることはできない。一方、当時の専門学

校の助教授、講師は給与面から見てもま

ことに気の毒な状態であったために、優

秀な人材はどうしても他のより高給なと

ころへ就職するような状況に置かれてい

た。このようなことでは、将来教育機関

の重要な使命である優れた後継者の育成

に支障を来すようになる恐れがある。

［Ⅱ］ 研究費および
       研究候補者の問題
　元来、専門学校は教育機関であって研

究機関とは認められていなかったので、

教室に割り当てられる研究費はない。ま

た、助手、副手は教育の補助員ではある

が、研究に従事する建前にはなっていな

い。このような状態では当然研究も活溌

に推し進めることはできない。そして、

研究費は校長の意図によって、学校運営

費、実験実習費から捻出するというあり

さまであった。このことは、大学で育っ

た教官陣がもっとも悩み、かつ不満のあっ

たところだった。

［Ⅲ］ 学位の問題
　研究をして、それを論文に発表しても、

学位審査権のない自分たちの学校では学

位につながらない。必ず東大その他の大

学に持ち込んで、そこの審査を受けなく

てはならない。それも基礎医学とか、医

学分野に関連のあるものならまだしも、

歯学本来の保存、補綴、矯正などの論

文はどうなるのか。医科大学にはそれに

適合する教授はいないのではないか、と

いう不安や不審の念があった。

［Ⅳ］ 歯学の教育・研究基盤の
       拡充の必要性
　長尾先生の著書（註1）に記されている

ところでは、この問題は東京高等歯科医

学校で実際に歯学の教育・研究に従事し

勢いに乗っていた時代――「あれも工夫

がいる」「これも具合が悪い」というように、

いろいろと具体的な現実問題の処理に当

たっていた時に、教授陣の頭に油
ゆうぜん

然と湧

き起こってきた理念的な事柄であった。

　＊　　＊　　＊

　歯学だけを推し進めていると、研
究は無論のこと、教育の面でもある
程度の高さにしか到達できない。こ
れに反して、もし歯学の教育と研究
に医学を取り入れ、また理工学を取
り入れて、それらの学問分野から栄
養を取り基盤を据えて押し建ててゆ
けば、やがては裾野が広く、高さに
も優れた学問体系に成長してゆくだ
ろう。このような歯学の教育・研究
の高度化をどのようにして実現して
ゆくかが当時の重大な課題であった。
　そして、ここに挙げられたような不
合理、不安、不備等を解決するために、
歯科医学に関する単科大学への昇格
案が浮かび上がってきたのである。
　さて、この単科大学への昇格の案
件については、2つの点に特に留意す
べきだと思われた。
　第一に、この歯科医学に関する単
科大学の創設案は、ほぼ10年にわ
たって実際に学生の教育および研究
に携わってきたその実践結果から導
き出されたものだ、という点である。
つまり、この案件は単なる机上の企

画あるいは計画から作り出されたも
のではないということである。
　第二に、本学の胚芽である東京医
学歯学専門学校が誕生するに至った
経緯を理解する上で重要な鍵となる
事柄である。それは、歯学という学
問分野の進歩、発展のためには医学
と理工学を取り入れていくことが必
須の要件であり、これらを切り離す
ことはできないとする揺るぎない信
念である。
　また、この信念が原動力となって、
終戦後に発動されたGHQの教育改
革において『本専門学校の歯学科を
東京大学に合併し医学科を廃止する』
というGHQの指示を拒否して、現在
の東京医科歯科大学を創設すること
につながってゆくのである。
　長尾先生の記述によれば、この大
学昇格に向けての島峯学校長の活動
は、東京高等歯科医学校の開校前と
同様に、あるいはそれにも増して活
発に始められたとのことである。
　1936（昭和11）年に、島峯学校長は
オーストリアのウィーン市で開催さ
れた第9回国際歯科医学会の歯科医
学教育統一に関する研究会において、
日本代表委員として「日本ノ国ノ事
情ヲ参

さんしゃく

酌シタル歯科医師教育並其ノ
医師トシテノ承認ニ就イテ」と題す
る演説を行った。
　この演説要旨は、1学年学期から
4学年学期にわたる授業の学科目と
それらの内容、および時間数が詳細
に記述されている。この演説要旨が
1938（昭和13）年6月に起草された「歯
科大学ニ関スル単科大学創設理由書

（島峯徹）」の基礎になっているもの

と思われる。
　ここで、少々脇道に入ることには
なると思うが、後にくる東京医学歯
学専門学校の誕生とも関連してくる
ので、この島峯先生による単科大学
創設理由書をめぐる事柄について文
献に基づき説明しておくことにした
い。島峯学校長の単科大学創設案は
次の通りである（図A）。
　すなわち、島峯先生の新設医科大学
案なるものの内実は、実質的には「歯
科大学」であるけれども、大学の名称
は「医科大学」とする、ということだっ
た。なぜこのような単科大学を創る
のかという理由については、次のよ
うな説明が加えられている（一部省略）。

＊　　＊　　＊
1. 十数年以前からしきりに歯科軍医の

制度が請願されていたけれど、まだこの

制度は実現されていない。これは歯科医

師が医師ではないためである。しかし、

本学卒業生は医師の資格を有するため、

直ちにその歯科軍医の資格を修得するこ

とができる。

　わが国における歯科教育制度は、太

平洋戦争以前には専門学校制であった。

それが現在のような6年制の大学教育

になったことは、まさに歯学教育の抜

本的改革といえる。けれども、それは日

本が戦争に敗れ、連合国軍総司令部

（General Head Quarters, GHQ）

の政策によって戦前（太平洋戦争前）の

日本の教育制度の基本的枠組みが破

壊され、戦後の新しい教育制度が設立

されていく過程で得られたものであるこ

とを、われわれは銘記しておかなくては

ならない。残念ながら戦前には、日本

独自の歯科大学制度はついに創設され

ることはなかったのである。

　しかし、戦前のわが国においても、

歯科大学を創設するための実行案を

作り、それを概算折衝にまで持ち込ん

だ学校があった。それが本学歯学部の

前身、東京高等歯科医学校である。こ

のような歴史を踏まえて、まず本学歯

学部創設の経緯を前史的な観点から

見ていくことにしたい（年表／P77参照）。

東京医科歯科大学歯学部創設の経緯

名誉教授

小椋 秀亮
Hideaki Ogura 

小椋 秀亮

図A  島峯学校長の単科大学創設案

1953（昭和28）年、東京医科歯
科大学歯学部卒業（歯学部1回
生）。1969（昭和44）年、東京
医科歯科大学歯学部歯科薬理
学講座教授。1983（昭和58）
年、東京医科歯科大学歯学部長

（〜平成6年）。1994（平成6）年、
東京医科歯科大学名誉教授。

（出典：『一筋の歯学への道普請 ―東京医科
歯科大学のあゆみ―』長尾優著／115ページ）
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２. 今回の事変（これは1931年の満州事

変を指しているものと思われる）の経験

によると、医師の資格のない者は実際の

戦地における相次ぐ応急の処置に対しそ

の能力と融通性がなく（場合によっては

内科も外科もやらなくてはならないとい

う意味）、非常に不便なことがあったと

のことである。またこのことは、欧州大

戦（第一次世界大戦1914年〜1918年の

ことであろう）の時に欧州側においても

苦い経験があったのは衆知のことである。

しかし、本学卒業生は、一朝有事の際は

資格において直ちに軍医としてもその任

務を果たすことができる。

＊　　＊　　＊
　現在から見ると、これらの説明は
軍医の養成問題の解決を重視してい
るだけではないか、と思われるかも
しれない。しかし、ここが大事なと
ころである――この時代は満州事変

（1931年、昭和6年）が終わってしばら
くしてから今度は日中戦争（1937年、
昭和12年）が始まり、戦時色が一層
濃厚になってきた時である。歯科を
担当する軍医の必要性も高まってき
ており、また一方では一般の軍医不
足も大きな問題であった。強大な権
力を持つ軍の要求から目を逸らすこ
とはできないという事情もあった。
　島峯先生はこのような社会的背景
を十分考慮に入れた上で、歯学の進
歩、発展を担う人材の育成を焦点に
据えながら（実はこれが最大の目的
なのである）、同時に国家の要請に
も応え得る策を提示されたわけであ
る。そして1944（昭和19）年度の東京
高等歯科医学校に関する概算折衝
は、この島峯案による単科大学一本

槍で折衝を行っていたのである。
　九分九厘成功したかに思われたが、
残念ながら企画院の反対によりこの
ユニークな単科大学構想は潰されて
しまった。そこで、文部当局の示唆
もあり、やむを得ず急きょ次善策で
あった専門学校医学科案に変更し（註

２）、受理されたのである。なお、こ
のように急遽医学科を増設すること
が可能となった理由の一つとして、
本校が歯科専門学校でありながら医
科と同じように基礎医学の教育を
行っていたことが挙げられている。
　かくして、1944（昭和19）年4月1日
に医学科（定員80名）を増設し、歯学
と医学が共存する形で東京医学歯学
専門学校が発足することになったの
である。この頃はすでに太平洋戦争
の末期であり、当時の社会状況を多
少は知っている筆者としては、あの
ような時によくも医学科が増設され
たものだと思う。
　島峯先生が描いておられた単科大
学案は戦時中という特別な状況のも
とで十分な検討が行われる余裕もな
いままに、残念ながら歴史の流れの
中に消え去ってしまった。しかし、
先生が歯学の進歩、発展のためにそ
の創設を期しておられた歯科大学は、
少々形を変えてではあるが、本学歯
学部に受け継がれている。

日本における歯科大学
（歯学部）の創設

　日本における占領政策を推進し、
戦後改革を行ったGHQの実権は米
国が握っており、初代最高司令官

（SCAP）ダグラス・マッカーサー

（Douglas MacArthur）が日本占領に
当たった。日本に対する米国の占領
政策の中で最も重視されたものの一
つは、戦前の日本の教育体制を徹底
的に破壊して新しい教育体制を創設
することであり、それはまことに目
を見張るばかりに素早いものであっ
た。
　1945（昭和20）年8月30日に空路で
厚木に到着したマッカーサーは、10月
2日に東京・日比谷の第一生命相互
ビルで執務を開始し、日本の国政はす
べてGHQの管轄下に置かれること
になった。そして日本の教育制度の
大改革を行うため、GHQに民間情
報教育局と公衆保健福祉局が設置さ
れた。このうち、公衆保健福祉局は、
医学と歯学の教育制度およびその教
育内容だけでなく、公衆衛生一般に
関する事項である医事衛生行政と医
療制度とその内容の改革および改善
を担当した。なお、歯学の教育制度
改 革 の 担 当 者 は リジ レ ー（ Dale.
B.Riedgely）中佐であった。
　1945（昭和20）年10月25日午後、東
京医学歯学専門学校に在京の歯科医
学専門学校の校長が集まり、文部省
の小関専門教育課長も出席してリジ
レー中佐を囲んでの協議会が開かれ
た。この日の結論としては、歯科医
学専門学校校長は専門学校の大学へ
の昇格を認め、これを要望した。3日後
の10月28日に、突如としてGHQ渉外
局より歯科医学教育を大学へ昇格す
る方針が決定した旨が発表された。
先にも述べた戦前の島峯徹先生の歯
科大学昇格への切なる願いと大変な
ご苦労はあっという間に実現し、報

われることになったのである。
　ただし、誠に残念なことに、島峯
先生はこの新たな歯学教育制度の発
足をご自身の目で見ることなく、奇し
くも東京大空襲の1カ月前、1945（昭
和20）年2月10日にご逝去された。
　翌1946（昭和21）年4月15日には、
GHQの指示によりわが国の歯学教
育の改革とこれと直接につながる歯
科医療の改善を図る目的のため歯科
教育審議会が発足した。5月30日に
開催された第3回総会において、将
来の新制大学につながっていく旧制
の大学令による歯科大学を創設する
ことが決定され、同年9月から旧制
度の歯科大学が発足することになっ
た。それに伴って、5つの歯科医学
専門学校は、修業年限3年制予科の
設置を認可されて旧制歯科大学を設
立し、後に新制度のもと歯科大学に
移行する方法がとられた（表１）。
　わが東京医科歯科大学（旧制）の設
置は1946（昭和21）年8月27日に公布
され、長尾優先生が同日学長事務取
扱となり、10月5日正式に初代学長
に任命された。

「東京医科歯科大学（旧制）」の
発足に伴う「予科」の設立

　いささか話は戻ることになるが、
GHQ渉外局による「日本に歯科大学
を設置する」との発表では、実行方
法として4つの項目が示されており、
その中に「アメリカ各大学における
ごとく、歯科医学生に2年間の準備
教育を施す」ことと、「歯科医師養成
の実修教育を4カ年とする」ことが示
されていた（他2項目は省略）。すな

わち、プレデンタルコース（予科課程）
を設置することが大学昇格への条件
の一つに加えられていたのである。
しかし、長尾学校長はこのGHQの
指示とは関係なく、終戦早々の時期
に大学昇格の際には予科を設置すべ
しと決意しておられたようである（註

１）。予科の設置について長尾先生は
３つの理由を挙げておられる。
　第一は、当時の医科大学への入学
者は、国立の場合は北海道大学（こ
この予科は恐らく地理的な関係で設
けられていたと思われる）を除き、他
はみな旧制高等学校等を経た者であ
るが、元来旧制高校理科生中に歯科
を希望する者は幾人あるだろうか？
仮に歯科大学を作ってもいきなり設
立当初から入学者が定員数を満たす
か否かという不安はなきにしもあら
ずであったと推測される。
　第二に、時は終戦を迎えたばかり
であり、また教育制度の大改革が進
行中であり歯科の教育制度の全貌は
定まらない時期だった。ゆえに、こ
のような時に予科を設けておけば歯
科大学のあり様が仮に米国式になっ

ても、現に予科を持っている医科大
学同様にそのまま予科を抱え込むこ
ともできる。
　第三には、当時すでにリジレー中
佐は長尾学校長に東京医学歯学専門
学校の医学科存続について異論を抱
いている旨をしばしば申し出ていた。
長尾先生によれば、これもまた予科
を先行し、実績を作っておくべきと
考えた理由の一つであった。
　そこで長尾先生は、入学者の数を
歯科学生は60名としたが医科学生を
20名に絞った。万一リジレー中佐と
の間でうまく話がまとまらず医学科
が脱落したとしても、20名の医科学
生ならば他大学の医学部に預けるこ
とも容易であり、それまでは、一所
懸命に医学科存続の努力をし続ける
という方法を採ることにしたと記さ
れている。なお、ここで触れたリジレー
中佐の医学科存続についての異論は、
後に具体的なかたちで提示されるこ
とになる。
　ところで、予科の設置が認められ
た後に実際の設置場所を探そうとい
うのでは対応が遅すぎるのである。

表1 旧制歯科大学

小椋 秀亮

校名 設立認可年月日

（1） 東京歯科大学 1946（昭和21）年 7月19日

（2） 東京医科歯科大学歯学部 1946（昭和21）年 8月27日

（3） 大阪歯科大学 1947（昭和22）年 6月18日

（4） 日本大学歯学部 1947（昭和22）年 6月18日

（5） 日本歯科大学 1947（昭和22）年 6月18日

1946（昭和21）年9月から旧制度の歯科大学が発足し、文部省により5つの歯科医学専門学校は
修業年限3年制予科の設置を認可され旧制歯科大学を設置し、後に新制度による歯科大学に移
行する方法を採用した。この旧制大学の存続年限は、1955（昭和30）年3月31日までとされ、ま
たこれらの歯科大学あるいは歯学部の卒業生には、歯学士の称号が与えられることになった。

（出典：『わが国における歯科医学教育の過現未』小椋秀亮著／日歯教誌／2001年）
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医学科存続には異論を唱えていたの
であるが、遂にこの件についての最終
勧告のような話を提示してきたのであ
る。この時の併合案に対する長尾先
生の反論は本学の成り立ちを理解す
る上でも重要だと思うので、それを要
約した形で記すことにしたい（註１）。
　2月下旬に行われたリジレー中佐
の長尾学長（当時専門学校の学校長
を兼任）に対する東大との併合の希
望は次のようなものであった。

＊　　＊　　＊
　元来本校の医学科は他の大学の臨時医

専同様、戦時型のもので、かつ本校は罹

災校である。すでに臨時医専は全部中止

にしたし、また単独の罹災医専あるいは内

容が充実していないものは皆廃止される

情況にある。したがって、この際本校は医

学科をやめて歯学科一本の旧の姿に立ち

返れば、残っている建物全部で立派なも

のになる。そしてやがて昇格した場合、

実は長尾先生は、戦災で大きな被害
を受けた学校の戦後の存続と復興の
ための校舎の獲得、ならびにその整
備および大学昇格を睨んでの土地獲
得を極めて早期から進めておられた
のである。
　敗戦国の日本に対するGHQの占
領政策と日本政府の指導は、かつて
の軍用建造物は努めて学校復興のた
めに優先的に使用するよう指示して
いた。そのため国公立と私立、また
は大学や中学校、小学校の区別なく、
多くの戦災校は先を競って軍用建造
物を漁り、いわば早い者勝ちの奪い
合いという様相を呈していた。
　しかし、東京都内の好立地の多く
は官庁が占拠するところとなり、学
校は東京の近県つまり埼玉や千葉、
茨城方面のものが与えられることと
なっていた。いろいろな伝

つ て

手をたどっ
て、まだなんとか残っていた千葉県
市川市の国府台地区の一番奥の場所
に決定したのである。実際には、市
川市の学校予定地に正に決まろうと
していたところを市との交渉によっ
て運よく分割使用することができた
というものだった。
　ここにまず歯学部附属病院市川国
府台分院を作ることができた（現在
の教養部）。この件は1945（昭和20）
年11月2日から着手奔走し始め、大
蔵省国有財産管理部の内諾を得たの
が同年12月7日であったと記されてい
る（註１）。また、旧制大学昇格のた
めの予科設置予算折衝と予科設置場
所を見つける努力もほとんど同じ時
期に進められた。本学誕生の原点で
ある予科の設置にかかわる貴重な記

録であるので、長尾先生が予科設置
場所を見つけるために茨城方面に向
かわれた様子を少々長くはなるが、
長尾先生の著書『一筋の歯学への道
普請−東京医科歯科大学のあゆみ−』
から引用させていただく。

＊　　＊　　＊
　予算もなんとか通りそうなので，まず

何をおいても（予科の）設置場所を見付け

なくてはと，例の手帳メモから推定する

と（20・12・20）頃だと思うが，なけな

しのガソリンを集め，その頃動く自動車

も段々と少なくなった中から一番しっか

りしている物品運搬用のコマーシャルカー

を選び，その中へ籐椅子2基――それも

ある人より寄贈して貰ったもの――をつ

み，菊川事務官とともども茨城方面に，

小雨そぼ降る中を予科設置場所を見つけ

に出かけたのである. 実は近く大蔵省の

承認を得る予定の予科設置予算が，国

会を通過すれば，21年度予算中にぜひ

とも入学者募集から，開始にまで踏みだ

さねばならず，今のところ予科校舎の目

当てなど皆無の状態で，全く背水の陣よ

ろしくの気持ちで出かけたのであった.

《中略》

　まず荒川沖および阿見町方面にある

霞ヶ浦航空隊および土浦航空隊（有名な

予科練）などを検分にいった. そこは私の

学友田中肥後太郎軍医少将の主宰して

いた，かつての海軍航空研究所およびそ

の前方の建物などであったが，すでにか

なり荒廃しており，やや完全に近いもの

は先約済みであった.

《中略》

　そこで一応ここをあきらめ，更に東に

向け車を馳せ，稲敷郡安中村（現在美浦

村と改称）にある鹿島航空隊跡に辿りつ

いたのは，およそ午後3時頃であったか. 

同所は土浦からおよそ27，8キロ，車で4，

50分間ぐらいの行程で，霞ヶ浦湖上に

突き出た半島の突端にあたる場所，人家

もまばらの一寒村に存在していた（図B）.

《中略》

　当時としてはあまり荒らされていない，

かつまた建物などのあり様，配置などか

らいえば，予科設置にはちょうどおあつ

らえ程度のもの，しかも小さいながら病

院もそのまま残っている. 私どもは鉄筋

二階建本館屋上に昇り，遠く北方に筑波

山を望み，眼下に広く開けた霞ヶ浦を一

望の下に眺めつつ，暫時風景のよさにみ

とれたが，漸く暮色もせまってくるので，

ここに決定すべきか，なお他を探し求む

べきかにつき菊川事務官と協議した. 将

来これを管理運営する上の不便さは，東

京からの距離が遠すぎるようだ. しかし

一面校庭とする広大な土地と建物そのも

のの完全さ，など実際利害得失いずれな

りやにつき，種々談義を重ねたが，なか

なか結論に至らなかったのを思い出す.そ

の時私はふと，私がかつてアメリカに留

学していた時，フィラデルフィア郊外の

ある大学を見学し，その環境のよかった

こと，全寮主義を採用しつつ，24時間

の意義ある教育，特にいわゆる教養学方

面に力を入れて，人作りに重点を置いて

いたある大学を思い出し，もしあのよう

な意味で，新設予科をもてるならば，さ

しずめここに設置すれば，戦後頽廃せる

社会から隔離せるこの土地は，全く捨て

たものでもあるまい. いや予科教育はか

かるところにおくべきだ，との考えが油

然と頭に浮かんできたのである.

〈著書より引用，原文のまま〉

＊　　＊　　＊

　長尾先生は、このような具合に予
科の設置場所探しをされたのである。
筆者らが予科で暮らした経験からす
れば、12月末の霞ヶ浦湖畔は筑

つくばおろし

波颪
が吹きつけて相当に寒い頃だと思う。
おまけにその日は「小雨そぼ降る中
を……」という天候であったとのこ
とであるから、寒さもひとしおだっ
たのではないか。ともかく、このよ
うな長尾先生方のご努力で無事に予
科の設置が実現されたわけである。
　なお、この予科設置場所探しに長
尾先生と同行した菊川事務官は、後
に本学の事務局長を務められた方で
ある。長尾学校長の良き協力者とし
て東京医科歯科大学の基盤を築いた
功労者であり、学生の良き理解者で
もあった。

リジレー中佐による
東京大学との併合の話

　ところで『東京医科歯科大学創立
五十年記念誌』には、「Ⅳ 東京医科歯
科大学（旧制）時代 昭和22（1947）年」
の項に次のような記述がある。

＊　　＊　　＊
　本学も臨時医専の廃止，戦災からの復

興の困難など幾つかの難関を切り抜け

て，ようやく大学予科の発足に至ったが，

最後に出された難問がこの年2月の東大

との併合案である. 長尾学長は大学の由

来，医学科設置の真の目的，合併後に考

えられる歯科教育の不利等を力説してこ

れを拒否した.

＊　　＊　　＊
　前にも少し述べたように、GHQの
歯学教育制度改革担当者であるリジ
レー中佐は東京医学歯学専門学校の

東京大学に入って総合大学の歯学部とし

てゆけばよいではないか。そのつもりな

ら文部大臣と南原総長（当時の東大総長）

と君（長尾）と私（リ中佐）と４人会談すれ

ば即日決定する、という論旨であった。

＊　　＊　　＊
　これに対する長尾学長の反論を次
に記す。

＊　　＊　　＊
　わが校の医学科設置は、時期としては

かの臨時医専設置と同時期ではあるが、

主旨は歯学を向上させるためにぜひ必要

で、歯学を高めるための裾野を拡げる意

味合いのものである。現にアメリカには

ワシントン州立大学のように、医、歯、薬

と公衆衛生士を教育している医系の総合

大学があるではないか。わが校も、将来

その方向に向かおうとしているのだ。ま

た、東大には東大としての行き方があっ

て、われわれが考え、描いているほど自

由に振る舞うことは難しい。例えば建物

図B 旧制予科が設置された霞ヶ浦美浦村地区の周辺図

矢印は旧制予科
が設置されていた
場所を示す
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ひとつ建てるにしても、多くの学部長会

議、評議員会議などを濾過しつつ、歯科

がスムーズに前進してゆけるのだろうか？

　自分には全く自信がない。それよりも

現在の医科、歯科だけの学校の形で独自

に予算を取りつつ伸びてゆく方がより良

い手段ではないかと考える。仮に東大に

加入するにしても、本校がおよそ当初の

目的を果たし得た程度に成長した上で加

入する方が得策ではないか？

＊　　＊　　＊
　長尾学長はその後 3月12日に再び
リジレー中佐に呼ばれて、また同様
の件で種々続き話をした。この日は
たまたま大阪大学医学部病理学の木
下良順教授が座席の近くにいたので、
英会話に優れた才能をもっている木
下教授に頼んで側面からリジレー中
佐に説明と説得の労をとってもらっ
た。そしてこの時以降、リジレー中
佐は東大との併合の話をしないよう
になった。
　長尾先生の度胸の良さはまったく
大したものである。今では想像もで
きないことであろうが、当時のGHQ
は占領軍の代表者、絶対の権力者で
ある。その意見に反対するなどとい
うことは、一般論として、まずもっ
てとんでもないことである。それこ
そ後で何が起こるか、わかったもの
ではない。長尾先生は「当時私はは
なはだ紋切型なことであるが、常に
辞表を懐にして折衝を重ねておった」
と記しておられるけれども、まあそ
れにしても、という思いがする。と
もかく、当時の長尾学校長のおかげ
で今日の東京医科歯科大学が存在す
るわけである。

霞ヶ浦予科を顧みて

　前述したように、東京医科歯科大学
史の巻頭ページを飾ることになる旧
制予科は、戦いに敗れた祖国日本が
最も疲弊していた時期に、いろいろな
事情、条件のなかで長尾先生の熟慮
断行によって、茨城県稲敷郡安中村

（現美浦村）の鹿島航空隊（海軍の水
上機基地）跡地に開設された。
　まずは1946（昭和21）年7月5日の朝
日新聞に掲載された本学予科生徒募
集広告をご覧いただきたい（図C）。こ
の広告には大学名が「東京医歯科大
学（仮称）」となっているが、これは
仮につけられた一時的な名称で、正
式な名称についてはいろいろと検討
された結果、最終的には長尾先生に
よって「東京医科歯科大学」となった

（註１）。なお、この時点では本学は
歯学科をもつ唯一の官立（国立）大学
であった（表１）。
　募集人員は『第一類（歯学科ヲ修ム
ルモノ）60名、第二類（医学科ヲ修ム
ルモノ）20名』となっており、前述し
た長尾先生の計画に基づくものであ
る。入学試験は筆答試験と口頭試問
があり（図D）、8月7日に入学予定者の
発表が行われた。受験者数は1500～
1600名だったということのようだから、
かなりの倍率だったのだろう。なお、
受験願書は第一志望、第二志望と書
くようになっており、医学科受験者
で第二志望を歯学科とした人が合格
基準に達していた時には歯学科に移
動することがあるという措置がとら
れたため、歯学科の実質倍率はいく
ぶん高くなっていたようである。

　入学した学生の特徴といえば、終戦
の翌年という特別な事情もあり、軍幹
部将校養成校に在籍していた人たち
が大勢（全体の約30～40％）いたこと
である。例えば、陸軍士官学校（陸士）
や陸軍航空士官学校をはじめ、陸軍
経理学校、海軍兵学校（海兵）、後に
海兵と一緒になった海軍機関学校、
海軍経理学校などがこれに当たる。
この中には実戦に参加した陸軍航空
将校も2名いた。対照的に、筆者の
ような中学4年修了者（当時は特例で

「中学校卒業」の扱いを受けた）は僅
かに全体の約20％で、残りは他学校
からの受験生、受験浪人その他の人
たちだった。
　さて、合格発表があってから1カ月
が過ぎた9月18日付で、予科の入寮
通知書（図E）が送られてきた。この通
知書に記されている大学の名称はす
でに「東京医科歯科大学」となってい
る。ところで、この通知書の中で「二、
交通」については、特に当時の状況
を踏まえて説明を加えておきたい。

　長尾先生による予科設置場所探し
の回想部分で、長尾先生は「予科ま
では土浦からおよそ27，8キロ、車で
4，50分間ぐらいの行程」と書いてお
られることを紹介したが“予科まで
はそんなものか!?”と思われたらとん
でもないことである。この「4，50分」
という時間はガソリンを燃料とした
自動車で走行した場合のことであっ
て、当時の実情はとてもそんなもの
ではなかった。
　筆者たちが入寮した頃は土浦から
予科へ直接向かう交通機関はなく、
入寮通知書にも記されているように、
まずは常磐線土浦駅前で江戸崎行き
の国鉄（現JR東日本）バスに乗り125
号線を小1時間ほど走り「大谷」とい
うところで下車する。ここから霞ヶ浦
に突き出した岬の方角へ122号線に
沿って徒歩約5キロ、当時は道沿い
に民家もなかった道を約1時間かけ

て2つの丘を越えてようやく予科に
たどり着くのである（図B）。晴れた日
ばかりではない、雨が降り風でも吹
こうものなら、もう悲惨の極みである。
　ここに登場する江戸崎行きの国鉄
バスは、「木炭バス」または「薪バス」
と呼ばれた戦時日本の特産自動車で
あった。木炭バスは車体の後部に大
きな円筒形の「炉」が取りつけられて
おり（側面についているタイプのも
のもあったように思う）、上部にある
開口部から木炭を入れて点火し、手
廻しの送風機で火をおこしながら発
生した木炭ガスを燃料として走ると
いう優れモノで、当時は日本の傑出
した発明品といわれた。
　「薪バス」も「木炭バス」と原理は似
たようなものだと思われるが、こち
らの方は小さく切断した木片（種類
は不明）を木炭の代わりに使ってい
た。薪バスの特徴は炉から濛々たる
煙が発生することだった。戦時下の
日本では石油はその大部分が軍用に
使われたため、公共の交通機関とは
いえ自由に使うことができなかった
ので、この種のバスが作られたので
あろう。
　それにしてもこの木炭（薪）バスの馬
力たるや、なんとも情ないものだった。
平地は何とか走るのだが坂道にかか
ると途中で動かなくなってしまうこ
とが度々あった。この地方のバス運
転手、乗客はもう慣れたもので、坂
道でバスが動かなくなると運転手は

「お客さん、バスを押してください」
と乗客に呼びかける。すると乗客は
誰も文句をつけることなくバスを降
りて、皆でバスを坂の上まで押し上

げ、それからまたバスに乗り込む。
これからまだ遠くまで行くのだから、
皆で協力してやるしかない。このよ
うな光景に出くわして、初めはびっ
くりした。
　バスも大変だったが「上野−土浦」
間の鉄道列車のほうも実はえらい状
態だったのである。しかし、こちら
のほうは終戦直後の凄まじい食糧難
時代に、日本国中どこでも見ること
ができた『買い出し列車』と呼ばれた
ものだったと思われるので、ここで
は割愛することとしたい。それにし
ても、このように苛酷な交通状態の
中で予科を往復し、予科生の教育に
当たってくださった教官方のご苦労
は、さぞ大変なものだっただろうと
いまさらながら感謝している。
　予科が設置されたのは旧鹿島航空
隊は海軍の水上機基地だったので、
航空機用の滑走路はなく、その代わ
りに数棟の巨大な格納庫が霞ヶ浦の
湖面に向かって並んでいた。格納庫

図C 本学予科の生徒募集広告

図D 東京医科歯科大学予科受験証票

図E 予科の入寮通知書

1946（昭和21）年7月5日の朝日新聞に
掲載（出典：『一筋の歯学への道普請　
－東京医科歯科大学のあゆみ－』長尾
優著 178ページ／1966年）

（出典：『一筋の歯学への道普請 －東京医
科歯科大学のあゆみ－』長尾優著 178ペー
ジ／1966年）

（出典：『一筋の歯学への道普請 －東京医
科歯科大学のあゆみ－』長尾優著 179ペー
ジ／1966年）
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と湖面の間には水上機の出入りのた
めの緩やかで、広いコンクリート製
スロープが造成されていて、ここは
湖畔の散策には便利な通路であった。
　学生寮の詳細な状況については今
では記憶が定かではないが、寮室の
平均的な広さは二段ベッドが2セッ
ト備えてある4人部屋であり、さら
に広い部屋も存在した。教官方の居
室は南寮の1階にあり、教官と学生
が一緒に寮生活をするという様式は
旧制高校にもなかったのではないか
と思われる。これは本学予科の設置
場所と当時の特別な交通事情による
特例といえるだろう。
　予科での授業は10月4日に開始さ
れ、初年度は翌1947（昭和22）年3月
までの半年間しかなかったわけであ
るが、時間割そのものは結構詰まっ
ていた。予科の教育は旧制高校の教
育方式に準じていたものだと思う。
総じて外国語（英語、ドイツ語）の授
業時間の比率が大きかったように記
憶している。クラス編成は医学科、歯
学科に関係なく、入学者80名を半分に
割って40名ずつの2クラスであった。
　授業は主に本館（写真1）に設営され
た2つの講義室で行われたが、後に
は別棟に階段講堂が作られた。全寮
制で周囲は農村地帯、寮を出ても行
き場はない。授業は全員出席が常で
あった。また、休みの日には寮生の
多くが夜遅くまでいろいろな本を読
みふけった。
　予科の周辺も農村地帯だったので、
食糧状態は都会より恵まれているの
ではないかと思われていたふしもあっ
た。確かに、いもや米などは都会に

比べていくぶん入手しやすかったが、
当時の農村は戦争の影響で労働力が
不足し肥料の入手も難しい状態で、
農村自体も食糧生産には苦労してい
た。日常の寮食では魚や肉類などの
蛋白源やビタミン類を含む食物は都
会よりむしろ不足しており、慢性的
な栄養失調ともいうべき状態であっ
た。寮食だけでは学生の食欲にはと
ても追いつくわけもなく、学生たち
は放課後に食糧の買い出しに走るの
が日常であった。
　寮には新聞もなく普通のラジオす
らなかった。余計な情報の氾濫がまっ
たくなかったことで自然と勉学に励
み、教養を培う上ではよい環境だっ
たといえるかも知れない。秋も深く
なり寮の生活にも馴染んできた頃に
は、寮祭の時に皆で歌えるような歌
を作ろうという提案があり、これが
了承され歌詞の募集を行った。投票
の結果、岡本良平君（医学科1回生、
本学名誉教授）の作詞「東京医科歯
科大学豫科逍遥歌」が選ばれた（図

F）。作曲については小澤至君（歯学
科1回生）の伝手で、東京音楽学校

（現在の東京藝術大学音楽学部）の

片
かたやまえいたろう

山頴太郎教授にお願いした。
　この年の暮近くにその作曲も完成
した。でき上がった歌曲は、行く手
をしっかりと見つめる青年のイメー
ジが浮かんでくるような、晴々とし
たリズミカルな明るい歌で、寮生た
ちは散策しながらこの逍遥歌をよく
歌っていた（註３）。
　予科が設置されていた鹿島航空隊
の跡地は19万7634㎡の広さ（註2）があ
り、広大な運動場やテニスコート、
11レーンを誇る広い50ｍプールがあっ
た。プールはあまり使われなかったの
ではないかと思われるが、腹は減っ
てもスポーツ好きな連中は、野球や
テニス、バレーボール、サッカー、
室内では卓球など、結構いろいろな
ことをやっていた。なかでも野球部
には勢いがあり、対外的な試合では
よく頑張っていた。
　1947（昭和22）年5月に2回生が入
校してきて以降は、学生の活力がよ
り増進したにぎやかな寮生活になっ
た。2回生は1回生とは違い、軍幹部
将校養成校出身の学生の割合がかな
り減っていた。代わって中学卒業生
の比率が大きくなっていたので、全

体として年齢構成が若くなっており
活力にあふれていた。
　同年10月には、1回生と2回生が一
緒になり初めての柊寮祭が挙行され、
そこで豫科逍遥歌が1回生によって
披露された。この時に豫科逍遥歌を聴
いていた2回生の鈴木暲俊君（歯学科、
新潟大学名誉教授）は寮歌の作成を
志し、翌年には鈴木君が「東京医科
歯科大学豫科柊寮寮歌」を作詞した。
この歌詞をもとに、2回生の有志諸
君が寮歌を作曲したのである。この寮
歌（註4）は1948（昭和23）年10月に開催
された第2回柊寮祭で、2回生有志
10余名によって合唱が披露された。
　翌1949（昭和24）年4月には、予科
最後の学年となる3回生が入校して
きた。この中には2名の女子学生が
いて、学生寮はそれまでの男子学生
ばかりの時とはいくらか違った雰囲

気になったような気がした。予科に
3学年の学生が揃ったところで、教
官と学生が一緒になって予科構内か
ら船に乗って銚子までの旅行をした
ことが懐かしく思い出される。
　われわれにとっては2年半の短い
予科時代ではあったが、四季折々の
学寮生活の模様は今でも忘れ難いも
のがある。春には桜花が咲き誇り、
八重桜が終わるまで結構長い間桜が
楽しめた。湖水が温

ぬく

み、夏が近づい
てくると同室の4人で釣りを楽しん
だり、たまには岸につけてある一本
櫓の舟を借用して向こう岸の浮島ま
で行ったりした。秋に入ると、朝早
く鴨が湖に舞い降りてきて、岸辺の
湖面が鴨でほとんど覆われてしまう
風景が連日見られるようになった。
そのうち進駐軍らしい外国人たちが
やってきて鴨を銃で撃つようになり、

しばらくして鴨は飛来することもな
くなった。秋も深まり冷たい風が吹
く頃になると、ワカサギ漁を行う船
の大きく膨らんだ特徴ある帆が夕日
に映える、何とも美しい光景に感動
したことを思い出す。冬になると筑
波颪が激しく吹きすさび、すごい寒
さとなり、春が待ち遠しく感じられ
たものだった。
　また全寮制の寮生活では、筆者の
ように旧制中学4年を修了したばか
りで、まだ親元を離れたことがな
かった17歳にとっては、同室の優れ
た3人の兄貴分たちとの生活を通じ
て、言葉では表現することができな
いほど、人生における貴重な勉学と
体験を得ることができた。この霞ヶ
浦での予科生活は、いわば旧制高校
の跡をたどったようなものだったとい
えるだろう。しかし、われわれのよう

写真1 1946（昭和21）年当時の予科
予科の正門。正面左側が本館（鉄筋建2階）。
１階は会議室、2階には図書館があった。この
本館の左手裏側に、玄関前にあった柊の木に
因んで「柊寮」と名付けられた木造2階建ての寮
舎が2棟（南寮と北寮）あった。南寮は士官用、
北寮は士官候補生用居住棟だったといわれてい
る。当時としてはしっかりとした立派な建物だった

予科の全景（ただし裏側からみたもの）。
この写真は正面から見て、左側奥の湖岸
に近いところにあった小さな丘の上辺りか
ら撮影したものと思われる。もっとも右手
に見える建物がおそらく北寮であろう。左
側手前には立派なプール（50ｍ、11コー
ス）が見える

小椋 秀亮

図F  東京医科歯科大学豫科逍遥歌

1946（昭和21）年に発
表された逍遥歌の譜面。
作詞岡本良平、作曲片
山頴太郎。2番まである



74 東京医科歯科大学 歯学部 80年史 75東京医科歯科大学 歯学部 80年史

寄稿◉歯学部の軌跡

に戦後のどさくさの中ではなく、昔
の旧制高校でしっかりと勉学した人
たちの学力、教養、人間としての鍛
錬はすごいものだっただろうと思う。

霞ヶ浦予科のその後の変遷

　先にも述べたように日本の歯科大
学は、まず旧制高校と同じ扱いであ
る修業年限3年制予科を設置して旧
制の4年制大学を設立し、その後に
新制度による歯科大学に移行する方
法（表１）が採られた。霞ヶ浦予科は、
旧制に属する2回生が3年を修了し、
新制度の大学に入学することになる
3回生が3年生になった1950（昭和25）
年4月に千葉大学に移管され、残り
の1年間を「千葉大学、東京医科歯科
大学予科」として学生の教育に当たっ
た（表２）。
　新制の医科、歯科大学では、米国
の学制を規範とした「六・三・三・（二）・
四年制」の建前であり、この「（二）」
すなわち2年間が「進学課程教育」を
意味し、他の一般大学と異なってい
るのである。
　新制の医科、歯科大学（専門課程）
に入学する資格は、いずれかの新制
大学の「進学課程」を終えた者（旧制
高校または予科卒業者も暫定的に有
資格者であった）となっていた。しか
し、この「進学課程」と「大学課程」と
の間にはなんら直結性のつながりが
なく、厳として入学試験があり、こ
れに合格しなければ大学課程に進学
することができなかった。この制度
はわが国の旧制予科にはなかったも
のであるが、新制大学ではこのよう
に重大な変更があったことが当時の

一般社会にはどうも周知徹底してい
なかったような節がある。これが災
いして、霞ヶ浦予科に入学した3回生
の諸君は大変苦労した様子が詳しく
記されている（註5）。医科、歯科の新
制大学は1951（昭和26）年から始まっ
たが、前記の「進学課程」と「大学課
程」の間の直結性を欠いた状態は日
本の大学事情に適さないことが年の
経過とともに次第に明確となってき
た。そして遂に1955（昭和30）年1月
20日から「（二）・四」を合算して六年
制にする完全縦割りの直結方式が認
められることになった。
　同年4月1日に千葉大学文理学部に
本学の医学、歯学の進学課程が置か
れ、それから3年後の1958（昭和33）
年4月1日に国府台分校（医学、歯学
進学課程）が設置された。さらにこ
の分校は、1965（昭和40）年4月1日か
ら「東京医科歯科大学教養部」と名称
を変え、本学内の一部局に昇格した

のである（註１）。つまり、霞ヶ浦予科は
［霞ヶ浦予科→千葉大、東京医科歯
科大学予科→千葉大文理学部→千葉
大文理学部内東医歯大医歯進学課程
→国府台分校→東京医科歯科大学教
養部］という幾多の変遷を経て、現
在の教養部に引き継がれているとい
える。
　あの終戦直後の混乱期に、ともか
くも予科を発足させることができた
からこそ、今日のわが東京医科歯科
大学が成り立っているわけである。

歯学部の発足と
歯科材料研究所の創設

　われわれ1回生が霞ヶ浦予科を修
了し湯島のキャンパスに移ってきた
1949（昭和24）年4月に東京医科歯科
大学（旧制）の学部に関する省令に
よって、医学部および歯学部が設置

（年表参照）された。これからいよいよ歯
学部の活動が開始されることになる。

　写真2は、1952（昭和27）年頃に撮
影された湯島キャンパスの写真であ
る。1回生の専門課程の授業が始まっ
たのは1949（昭和24）年5月23日であ
るが、この写真とわれわれが見たそ
の頃の湯島地区全体の光景はほとん
ど変わらない。ただし、写真2で示
した③の医学部附属病院の建物はま
だなかったと思う。また、解剖実習
室ができたのは確か1949（昭和24）年
の夏休み明けだった。④の歯学部附
属病院は、もともと霞ヶ浦予科にあっ
た大きな兵舎を1948（昭和23）年3月
頃に移築したもの（註2）で、見覚えの
ある建物だった。この写真にあるよ
うに、現在の医学部の建物があると
ころは当時結構広い運動場になって
おり、野球や運動会をやっていた。
私たちが湯島キャンパスに来た頃の
大学周囲の情景は、静かで情緒ある
ものだった。
　図G（76ページ）は、総山孝雄先生
のスケッチをお借りしたものである。
当時の大学構内の東南側からはニコ
ライ堂の優雅な姿がよく見えており、
夕方になると響きのよい鐘の音が聞
こえてきた。しかし今では、日本出
版の新お茶の水ビルが完全に視界を
遮ってしまい、誠に味気ない風景に
様変わりしてしまった。
　入学当初は60名だった歯学部予科
生のうち、湯島キャンパスに移って
きたのは38名となっていた。これは
休学、転学、死亡など、いろいろな
理由によるものだった。専門課程に
は新たに6名が入学しており、1年生
は44名となり、この人員は卒業する
まで変わることはなかった。

　基礎医学の授業は医学部の同級生
と一緒に受けた。医学部は専門課程
になってから定員が40名になった。
内訳は予科から進学した学生18名と
学部から進学した学生22名で構成さ
れていたようである。2年生になっ
てからは臨床科目の授業が多くなっ
た。臨床実習は歯科附属病院（写真2

④）で行われた。今では想像もつかな
いであろうが、当時は患者があふれ
かえるような状態で、学生の臨床実
習で困るようなことはなかった。と
にかく経済的にはすべてが貧しかっ
たけれど、私たちは皆元気いっぱい
で学業に邁進していた。一方、食糧
事情は次第に回復してきたものの、
宿泊旅行にはまだ米を持参しなけれ
ばならないような状況であった。
　今では想像もできないだろうが、
当時は外出してもやることがなかっ
たので、暇を持て余していた歯学部
の学生は、授業や実習などで興味を
持った教室に出入りするようになっ

た。先輩方や先生方も学生を可愛
がってくれ、どこの教室にも自由に
出入りすることができた。こういう
状態が卒業するまで続き、遂に卒業
後も出入りしていた教室にそのまま
居残ってしまった学生も結構いたの
である。私自身もその中の一人で、
尊敬する岡田正弘先生の薬理学教室
に2年生の秋頃から入りびたり、そ
のまま居残ってしまった。
　さて、年表にも記されているように、
1951（昭和26）年4月1日に国立学校設
置法の一部改正により東京医科歯科
大学（新制）が設置された。同時に、
歯学部附属歯科衛生士学校が設置さ
れた。この歯科衛生士学校の設置は、
終戦後GHQの指示により「歯科教育
審議会」が作られた際に、公衆歯科
衛生の分野で働く歯科衛生士の養成
が示唆され、各歯科大学にその課程
を設けるよう要望されたことに端を
発している。
　1952（昭和27）年4月1日には、歯学

表2 予科のその後の変遷

写真2  湯島キャンパスの全景（1952（昭和27）年頃）の写真

なお矢印（↓）は1956（昭和31）年に設営が終了する、建築中の旧4階建歯学部附属病院を指す　
①本館　②解剖実習室　③医科附属病院（2棟）　④歯科附属病院　⑤技工室、休憩室など　
⑥運動場　⑦湯島聖堂　⑧神田神社（神田明神）
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入学年度 
予科または

進学課程
入学校 修業校 医歯大

入学年度

医歯大へ
の

入学方法

医歯大
卒業回数

医歯大
卒業年度

昭和21年 霞浦予科 霞浦予科 昭和24年 直結   1 回 昭和28年

昭和22年 〃 〃 昭和25年 〃   2 回 昭和29年

昭和23年 〃 千葉大、 
東京医歯大予科 昭和26年 入試   3 回 昭和30年

昭和24年 募集停止

昭和25年 千葉大文理学部 千葉大文理学部 昭和27年 入試   4 回 昭和31年

昭和26年 〃 〃 昭和28年 〃   5 回 昭和32年

昭和27年 〃 〃 昭和29年 〃   6 回 昭和33年

昭和28年 〃 〃 昭和30年 〃   7 回 昭和34年

昭和29年 〃 〃 昭和31年 〃   8 回 昭和35年

昭和30年 千葉大文理学部内 
医歯大医歯進学課程 左に同じ 昭和32年 直結   9 回 昭和36年

昭和31年 〃 左に同じ 昭和33年 〃 10 回 昭和37年

昭和32年 〃 左に同じ 昭和34年 〃 11 回 昭和38年

昭和33年 国府台分校 左に同じ 昭和35年 〃 12 回 昭和39年

昭和40年 東京医科歯科大学教養学部

 ①

 ③

 ④
 ⑤

 ⑥

 ⑦

 ②

 ⑧
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部附属歯科技工士学校が設置された。
　翌年3月には私たち歯学部1回生が
卒業した。同年7月27日には、1950（昭
和25）年6月に勃発した朝鮮戦争の休
戦協定調印が行われた。国内では
NHKが東京地区でテレビの本放送
を開始し、さらに日本テレビも民間
放送局初の本放送をスタートさせる
など、日本におけるテレビ時代の幕
が開かれた年であった。
　1955（昭和30）年4月1日には大学院
が設置された。
　1957（昭和32）年4月1日には歯科技
工士の有資格者を対象とした歯科技
工士学校実習科が設置された。同科
は、修業年限2年で高度な技術、技
能をもつ技工士の養成を目的としてお
り、このような附属教育施設の設置、
充実によって、本歯学部教育体系の
基礎的設営は当面達成されたことに
なった。
　ここで多少さかのぼることになる
が、1951（昭和26）年4月1日に本学に

設立された歯科材料研究所について
少し説明を加えておきたい（註１）。　
この研究所の創設は、ひとえに長尾
優学長の英断と果断な実行力によっ
て達成されたものである。長尾先生
は本学が旧制大学となった1949（昭
和24）年頃にいち早く当時の文部省
科学教育局長茅誠司氏と面会し、歯
科器材の研究を推進する必要につい
て説明を行い研究所の設立を要望さ
れたのである。茅局長はその趣旨を
よく理解して賛成され、それが本学
にとって最初の附属研究所の創設に
つながった。当時の日本では、附置研
究所は7つの帝国大学と東京工大、
東京商大（現一橋大）の計9大学に限
定されていたが、その中で本学に附
置研究所が設置されたことは破格の
ことであった（註7）。
　歯科材料研究所は「歯学は医学と
理工学を両輪として発達して行かね
ばならない」とする長尾先生の信念
が、まさに実を結んだものと見るこ
とができる。そして、同研究所は歯
科医療の進歩、向上に大きな貢献を
してきた。後年、歯科材料研究所は
医用器材研究所と改名されたが、こ
れも「医科歯科大学の持つ名称のご
とく、ゆくゆくは医科方面の器材をも
取り入れた両方面の研究所に発展す
るのが好ましい姿ではないか」との
長尾先生の考えに沿ったものだろう
と思う。
　理工学の進歩、発展を担う研究機
関である歯科材料研究所の設立を
もって、長尾先生の「一筋の歯学へ
の道普請」もようやくその基礎が完
成したということができる。

図G  ニコライ堂と聖橋 

総山孝雄先生（本学名誉教授、日本学士院
会員）によるイラスト。1937（昭和12）年の
作品

小椋 秀亮

（註１）
『一筋の歯学への道普請 －東京医科歯科大学の
あゆみ－』長尾優著、医歯薬出版、1966（昭和
41）年刊
長尾先生は、東京医科歯科大学の生いたちの記
を回想録として雑誌『歯界展望』に1964（昭和
39）年4月から1966（昭和41）年8月までの29回に
わたって連載してこられたが、80歳の誕生日を機と
して、これらを一巻にまとめられた。そして本書を東
京医科歯科大学歯学部の教官たちにも寄贈され
た。

（註２）
『東京医科歯科大学創立五十年記念誌』東京医
科歯科大学創立五十年記念誌編集委員会編、
東京医科歯科大学、1973（昭和53）年9月発行
本学が創立50年を迎えた際に記念事業の一環と
して、1976（昭和51）年10月に「東京医科歯科
大学創立５０年記念誌編集委員会規程」が制定・
施行され、当時の附属図書館長であった市岡正
道教授が編集委員長としてこの記念誌が編集され
た。本誌は、本学に関する広範囲な諸事項を簡
潔にまとめた貴重な公式記録書である。なお、本
誌の巻末には附録として「湯島地域歴史考」が収
録されているが、これは日本の近代教育史を知るう
えでも有益な参考文献である。

（註３）
『東京医科歯科大学歯科同窓会会報』 No.163、
29-43ページ 「ぷろふぇっさー回想録 青い空（４）」
小椋秀亮執筆、2007（平成19）年11月発行

（註４）
『東京医科歯科大学歯科同窓会会報』 No.153、
55-60ページ 「東京医科歯科大学に予科の寮歌
があった（附）歌詞と楽譜」鈴木暲俊執筆、2005

（平成17）年6月発行

（註５）
『東京医科歯科大学歯科同窓会会報』 No.167、
58-61ページ 「回想―予科３回生の光と影」浅香
次夫執筆、2008（平成20）年11月発行

（註６）
『日歯教誌』17:5-30 「わが国における歯科医学教
育の過現末」小椋秀亮執筆、2001（平成13）年
発行

（註７）
『東京医科歯科大学歯科同窓会会報』 No.148、
68-71ページ「初代学長 長尾優先生の日本の歯
科学振興の構想」増原英一執筆、2004（平成
16）年3月発行

1928（昭和  3）年
10月12日
10月13日

文部省直轄諸学校官制（明26勅令86）の一部改正（昭3勅令239）により、東京高等歯科医学校が設置された（東京都神田区錦町）
島峯徹学校長が就任

1929（昭和  4）年    4月20日 1回生が入学し、東京商科大学校舎（神田一ツ橋）を借りて授業を開始した

1930（昭和  5）年
12月28日 東京女子高等師範学校（湯島区／通称「お茶の水地域」）建物を改造し、本校および附属病院を移転して第一附属病院と称し、

従来の医院建物を改造して第二附属病院と呼称した

1931（昭和  6）年   9月18日 満州事変が勃発

1932（昭和  7）年   3月  1日 満州国建国が宣言される

1935（昭和10）年   7月19日 湯島地区に本校舎が竣工。8月2日に移転が完了

1937（昭和12）年   7月  7日 日中戦争が始まる

1939（昭和14）年   5月11日 ノモハン事件が起こる

1941（昭和16）年 12月  8日 太平洋戦争が始まる

1944（昭和19）年   4月  1日 文部省管轄諸学校官制（明26勅令86）の一部改正（昭19勅令165）により、東京医学歯学専門学校に改称する

1945（昭和20）年

  2月10日
  2月20日
  3月10日
  4月13日
  5月  8日
  8月15日
10月  2日

10月28日

島峯徹学校長が逝去。長尾優教授が学校長事務取扱に就任
学校長事務取扱 長尾優が学校長に就任
東京大空襲による戦災のため、附属病院が焼失する
校舎本館内に診療室を設置
小児科・産婦人科を長野県上諏訪町に疎開し、諏訪分院を開設し診療を開始
太平洋戦争が終結
GHQ（連合国軍総司令部）が東京都千代田区有楽町日比谷の第一生命相互ビルにて執務を開始。日本の教育制度の大改革が
行われ、そのため総司令部にDepartment of Civil Informaition and Education（民間情報教育局）とDepartmant of 
Public Health and Welfare（口臭保健福祉局）が置かれた
GHQ渉外局より、歯科医学教育を大学へ昇格する方針が決定した旨が発表される

1946（昭和21）年

  4月15日
  
   5月30日

  8月27日
 

 9月

10月  5日
11月  3日
11月30日

12月  2日

GHQの指示により、歯科医学教育の改革とこれに直接つながる歯科医療の改善を図る目的のため、歯科教育審議会（The 
Council on Dental Education）が設置される
歯科教育審議会（第3回総会）において、歯科医学専門学校を歯科大学に昇格するための処置を行う旨が決議される。その決
議には、旧制大学令による歯科大学を創設する意も含まれていた
官立大学官制（昭21勅令206）の一部改正（昭21勅令397）により、東京医科歯科大学（旧制）が設置され、同時に予科も設置さ
れる。学校長 長尾優が学長事務取扱に就任する 
※予科は茨城県稲敷郡安中村（現在の三浦村）に設置される
旧制度の歯科大学が発足し、5つの歯科医学専門学校は修業年限3年制予科の設置を文部省から認可される。本学は、旧制
歯科大学を設立した後、新制度による歯科大学に移行する方法が採られた
学長事務取扱 長尾優が学長に就任する（長尾優は学長と校長を兼任）
日本国憲法が公布される（1947（昭和22）年5月3日に施行される）
諏訪分院を閉鎖する
予科の開校式を挙行
附属病院霞ヶ浦分院を茨城県稲敷郡安中村（旧軍用建物を使用）に設け、診療を開始する

1947（昭和22）年

  3月31日
  4月  1日
  6月20日

教育基本法・学校教育法が交付される
第1回歯科医師国家試験が施行される

「新制歯科大学発祥の日」。教育刷新委員会（総理大臣の諮問機関）において、歯科大学（新制）基準のうち進学課程2年とす
ることが決定される。これにより進学課程2年、専門課程4年となる新制度の歯科大学が発足することとなった

1949（昭和24）年
  3月31日
  4月  1日

東京医学歯学専門学校歯学科を廃止
国立学校設置法（昭24法150）が施行され、官立大学官制（昭21勅令206）、官立諸学校官制（昭21勅令210）が廃止された
東京医科歯科大学（旧制）の学部に関する省令（昭24文令14）により、医学部および歯学部を設置する

1950（昭和25）年
  3月31日
  4月  1日

東京医学歯学専門学校が医学科の学年進行終了により廃校となる
東京医科歯科大学予科が千葉大学に移管され、千葉大学、東京医科歯科大学予科と呼称される

1951（昭和26）年
  4月  1日
  
  5月  1日

国立学校設置法（昭24法150）の一部改正（昭29法19）により、東京医科歯科大学（新制）が設置され、歯科材料研究所が附置さ
れた
歯学部附属歯科衛生士学校を設置する

1952（昭和27）年   4月  1日 歯学部附属歯科技工士学校を設置する

1955（昭和30）年
  4月  1日 学校教育法（昭22法26）の一部改正（昭29法19）に伴い、千葉大学文理学部に本学の医学、歯学進学課程が設置される

国立学校設置法（昭24法150）の一部改正（昭30法44）により、大学院を設置する

1957（昭和32）年   4月  1日 歯学部附属歯科技工士学校に実習科を設置する

1958（昭和33）年   4月  1日 国府台分校（医学進学課程、歯学進学課程）を設置する

1965（昭和40）年   4月  1日 国立学校設置法施行規則（昭39文令11）の一部改正（昭40文令17）により教養学部を設置する

［年表］東京医科歯科大学歯学部の設置をめぐる経緯
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教養部の再建

　ここでは大学への昇格に伴って
霞ヶ浦の湖畔、茨城県稲敷郡安中村

（現美浦村）の旧海軍鹿島航空隊跡地
に設けられた東京医科歯科大学予科
のその後の変遷について簡単にまと
めておく。旧制大学から新制大学へ
の切り替えによって大きな影響を受
けたのは1948（昭和23）年に入学した
3回生である。すなわち3回生は、2

年次の修了とともに、千葉大学の医歯
学進学課程への転校を余儀なくされ、
1950（昭和25）年以降は千葉大学で勉
学することとなった。当時の3回生
は千葉大学で1年間の修学の後、入
学試験を経て専門課程に進み、大部
分は歯学部3回生として卒業してい
る。
　その後、現在の国府台地区で教養
部教育が始まったのは1958（昭和33）
年であるが、学制上は千葉大学医歯

学進学課程分校となっている。名実
ともに東京医科歯科大学教養部とし
て固有の建物や施設の整備が進めら
れるようになったのは、1965（昭和
40）年である。教養部での修学年限
は予科よりも短縮されて2年間であっ
た。修学科目は、哲学、歴史学、文学、
社会学、数学、物理学、化学、生物学、
英語、ドイツ語、フランス語、保健
体育などであった。余談であるが、
この頃から医学、歯学でのドイツ語
修得の必要性は減じて、教養部のド
イツ語教員は、時間数の削減を嘆い
ていたことを記憶している。

歯学部の再建

　冒頭で述べたように、本学は、米
空軍B29の焼夷弾攻撃により本館部
分を残して木造の建物（医学科、歯
学科の附属病院、その他）はすべて
灰燼に帰した。それで順天堂病院寄
りの敷地に、予科（旧鹿島海軍航空
隊跡地）に残っていた旧兵舎（木造2
階建て）を移築し、これが歯学部附
属病院に充てられた。この建物につ
いては、リノリウムの張られていな
い床の節穴に研磨中の金インレーが
墜落して回収不能に終わった、とい
うような笑えない悲劇が伝えられて
いる。
　歯学部附属病院については、さら
に1952（昭和27）年および1954（昭和
29）年の2期にわたって、コの字型を
した本館の開口部をふさぎ、ロの字
型にする増築工事が行われた。この
建物4階には、学生の臨床実習（補綴、
保存実習）に使われる予定で、柱が
まったくない、いわゆる大治療室と

呼ばれる独特なデザインの治療室が
造られた。この大治療室のデザイン
は、ワシントン大学歯学部附属病院

（米国のシアトル市所在）の構造に倣っ
たという説がある。本館のロの字型
が完成したのは1956（昭和31）年3月
のことである。増築部分は病院と研
究室に充てられ、後に触れる歯科新
棟の建築まで約30年近く使われるこ
ととなった。

大学紛争

　大学紛争では、東京大学の安田講
堂に立てこもった全共闘学生とこれ
を取り囲んだ警視庁機動隊との攻防
戦があまりにも有名だが、同様に紛
争に巻き込まれて多大な被害を被っ

た東京医科歯科大学での大学紛争は
どうであったか。
　東京医科歯科大学周辺のお茶の
水・神田界隈は大学が多いので戦前
から｢大学の町｣と呼ばれていた。安
田講堂の攻防戦に引き続いて大学近
くのお茶の水橋にバリケードを作り、
この一帯をカルチエ・ラタン（開放区）
と称して、抗議学生たちは警視庁機
動隊に対し投石と催涙ガス弾による
攻防を繰り広げ、大学構内にデモ隊
が逃げ込んだり、飛び交う催涙弾が
病院に入る騒ぎになった。
　大学に対する学生たちの抗議理由
は、インターン制度反対、管理制度
反対、大学移転統合反対、処分反対、
日米安全保障条約反対、ベトナム戦

　太平洋戦争の業火によって、戦時

の物資欠乏の中、戦前、戦中に島峯

学校長、長尾学長をはじめとする学

校当局が営々として築き上げた建物、

設備などのほとんどは、コンクリート

造りの本館を残して、焼き尽くされ

た（註1）。戦後はその灰
かいじん

燼の中から

GHQの指導による、目まぐるしい

学校制度の変遷を経て、東京医科歯

科大学は厳しい再建と拡充の道を歩

んで来たのである（註2）。これらを受

けて筆者は1955（昭和30）年頃から現

在（2010年）に至る半世紀を越える再

建の道筋について、歯学部を中心と

して描いてみたい。

現在に至る大学の歩み——歯学部を中心として

名誉教授

田端 恒雄
Tsuneo Tabata

 

田端 恒雄

1954（昭和29）年、東京医科歯
科大学歯学部卒業（歯学部2回
生）。1969（昭和44）年、新潟大
学歯学部第二歯科補綴学教室教
授。1970（昭和45）年、東京医
科歯科大学歯学部第二歯科補綴
学教室教授。1994（平成6）年、
東京医科歯科大学名誉教授。

1965（ 昭 和40 ）年 以 降、
国府台の東京医科歯科大
学教養部の整備が進められ
た。敷地も広くすぐ裏には
江戸川が流れている。里見
公園などもあり国府台牧場
と称されるほどであった

寄稿◉歯学部の軌跡

1960年代後半の湯島キャンパス

御茶ノ水駅側に新館が増
築され、ロの字型となった

1963（昭和38）年の棟
別配置図台帳。図中の
番号（1〜26）は建築され
た順序を示している



80 東京医科歯科大学 歯学部 80年史 81東京医科歯科大学 歯学部 80年史

争反対、原子力空母寄港反対、空港
土地収用反対など、様々で捉えよう
のない感じであった。
　1967（昭和42）年、東京医科歯科大
学では医学部学生自治会と青年医師
連合が「登録医制度」に抗議し、医学
部長室および病院長室の占拠と病院
外来の封鎖をおこなった。この事件は
間もなく解決されたが、大学への多
大な被害と後遺症をもたらした紛争
の発端となった（註3）。以下の年表で、
紛争事件の概要をまとめておく。
　紆余曲折を経て、本学の大学紛争
は解決、正常化への道を歩み始めた。
この間、学長、学生部長の再度の辞
任、交代があった。1968（昭和44）年
11月、教養部および医学部学生大会
において相次いでストライキが解除、
授業再開などが決議され、これを受
けて授業が再開。こうして東京医科
歯科大学における大学紛争は終結し
たのである（註4）。
　学生に対しては、ストライキの期
間に応じて卒業延期や進級延期とい

う方法がとられた。ストライキ期間
に臨床実習が重なった専門課程4年
生（18回生）の大部分は、秋に国家試
験を受験（当時は春秋2回、歯科医師
国家試験が行われていた）すること
を余儀なくされた。

旧関東村への移転計画

　戦後の大学再建計画において常に
障害になったのは、狭

きょうあい

隘な校地の問
題であった。特に研究室の狭さ、部
屋不足に悩んでいた附

ふ ち

置研究所は、

より広くて環境の良い、将来の伸び
しろがある場所への移転を望む声が
強かった。
　一方、通称旧関東村（米軍住居跡
で調布飛行場の西側に広がる広大な
地域。現在は東京外国語大学、警察
大学校、警察学校、榊原記念病院な
どがある）の跡地利用について府中
市は医療機関をまず誘致したいと考
えていた。そこで1978（昭和53）年当
時、吉田学長（第6代）は、旧関東村
への大学移転の可能性について学内

各部局に対して意見を求めた。
　旧関東村への移転については、先
に述べたように研究室の狭隘さを嘆
いていた研究所、基礎系教室はおお
むね賛成であったが、臨床系教室は
都心のお茶の水から遠く離れた（約
40キロ）現地に移転すれば、患者の
激減が予想されるとの反対意見が多
いようであった。ひとことで言えば
賛否の意見が相次いで集約には難航
した。この論争に終止符を打ったの
は、移転に関する文部省の意向であっ
た。大学全体の移転の前提条件は、
国府台地区、駿河台地区、お茶の水
地区すべての校地を国に返上する必
要があるということであった。

＊　　＊　　＊

　ここで旧予科跡地の運命についても

触れておきたい。山本肇学長（第8代）の

頃のことである。旧制の予科が廃止、

千葉大学に移管された後、残された霞ヶ

浦分院は医療機関として地域の医療に

貢献してきたが、これを含めて霞ヶ浦

湖畔に広がる広大な跡地（179,600平

米）は利用されないまま放置されていた。

お茶の水地区から遠隔の地であること

から、大学としての利用の案がまとま

らず、分院は廃院され、土地（旧予科跡

地、すなわち旧鹿島海軍航空隊跡地）は

国に返還された。

＊　　＊　　＊

歯科新棟の完成

　歯学部附属病院は、建築後30年を
経て、スペースの狭隘さとともに診
療施設の老朽化が著しくなっていた。
三浦不二夫病院長は、教育、研究、
診療の各施設の拡充、新鋭化する大
学の整備計画の一環として新しい歯
学部附属病院の建設を目指した。
　その第1期工事として既存の建物
の取り壊しが進められた。この過程

で1936（昭和11）年以来、本学にとっ
ては象徴的であった本館の階段講堂
や教室などが取り壊された。本館は、
北側の一部のみを残して、大きなガ
ラス窓が特徴の病理実験室なども姿
を消した。
　地下1階、地上12階で病院事務、
各科外来、病棟、手術室、臨床各科
研究室を入れた歯科新棟が完成した
のは、1984（昭和59）年3月31日のこ
とだった。ついで1984（昭和59）年8
月25日には1号館と新棟をつなぐ校
舎棟が完成年し、ほぼ現在につなが
る姿となっている。

田端 恒雄
寄稿◉歯学部の軌跡

1968（昭和 43）年

2月 学長、医学部長辞任。学生部長交代

5月 医学部長室および医学部附属病院外来の封鎖

7月 封鎖解除。授業再開

1969（昭和 44）年

1月
東大で安田講堂での攻防戦に続き、東京医科歯科大学周辺で過激派学生と機動隊の攻防が繰り広げられ
る。学生が大学構内に逃げ込み、これを追う機動隊の催涙弾が病院に飛び込むという騒ぎが発生

4月
沖縄デーにあたって社学同系と中核派の学生が医学部病院の 1、2階にあった外来を占拠し、3～ 5階に
ロッカーのバリケードを築いた

7月
教養部学生大会はストライキ解除を決定したが、お茶の水地区では、1号館、3号館、学部長室、病院長
室、臨床系教授室の封鎖が強化された。一方では全国の大学に頻発する大学紛争を解決するため、国会
で「大学管理法案」が審議されるにおよび、これに抗議する紛争はかえって激化した

9月
13 日、全学の教職員によって封鎖、占拠中の建物が封鎖解除された。19 日には紛争解決に努力してこ
られた歯学部附属病院長石原寿郎教授が死去

1968（昭和43）年5月に起きた外来封鎖

幻の大学移転計画で作製された大
学のモデルイラスト（1975（昭和50）
年）。この府中市旧関東村跡地へ
の移転計画は、結局予算との兼ね
合いにより頓挫した

『お茶の水會報』の編集員が実
験的に描いた本学湯島地区の
再開発予想図。歯学部旧本館
の中央には高層の歯科新棟が
配置されている

本学における大学紛争事件

1975（昭和50）年6月21日の
朝日新聞で「医科歯科大学移
転決定」と報道されて以来、
関東村移転について、学内で
多くの議論が交わされた

1982（昭和57）年に竣工した歯科新棟

（註１）『こんなこと、そんなこと』三浦不二夫著より
（註２）『歯学部創設80年史』小椋秀亮著より
（註３）『東京医科歯科大学 創立五十周年記念　
　  誌』より

（註４）『東京医科歯科大学 創立五十周年記念　
　  誌』より
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大学院重点化

　1991（平成3）年の「大学院学生数を
2000（平成12）年には、1991（平成3）
年の2倍に拡大する必要がある」とい
う大学審議会の答申を受け、東大法
学政治学研究科が大学院重点化の先
陣を切り、1998（平成10）年度までに
7つの旧帝大すべてで、理学部、工
学部、農学部、医学部の重点化が完
了した。
　医学部は7大学、薬学部は4大学で
重点化されていることを考えても、
本学歯学部は重点化されるべきであ
ることは当然の論理である。重点化

とは、いわば大学の格付け、選別で
もあり、教員一人当たりの予算配分
額にして25％増となる。本学歯学部
も江藤歯学部長のもと、大学院重点
化を目指すことになった。
　この際、本学では歯学部が重点化
されたとしても、医学部の重点化は
7つの旧帝国大学に留めるのが妥当
として、本学医学部にその力量があっ
たとしても重点化されることは極め
て難しいとみられていた。一方、医
学部と歯学部とで連携した大学院を
創設した場合には、7つの旧帝大歯
学部の重点化に大きく影響し、とも
すれば歯学部廃止につながることも

危惧された。
　こうした議論を経た2000年4月、
本学は鈴木学長の熱意により、大学
院医歯学総合研究科が設置され、8
年にわたる大学院重点化計画が実を
結んだのである。ここに至るまでには、
医学部および歯学部とが、各々の組
織、教官人事、予算について互いに
不可侵とすることを盛り込んだ文書
が当時の両学部長間で交わされてい
る。この重点化に向けた相互協調に
より、医学部と歯学部との信頼関係
はさらに強化されたといえる。
　大学院重点化により、改組が行わ
れ従来の講座制が大きく変化し、教
室名からは「保存」「補綴」「口腔外科」
といった伝統ある名称が消えること
になった。また附属病院の外来も本
書の概要（P20〜21）に示したように
再編成され、例えば「保存科」は「む
し歯外来」、「補綴科」は「義歯外来」と
なった。
　大学院医歯学総合研究科の発足に
伴い、1999年（平成11）年4月1日から、
歯学系の教員には任期制が導入され
た。その目的は次の3点である。

＊　　＊　　＊

　① 有能な若手教員の育成・登用

　② 教員の流動性促進

　③ 教育研究臨床の活性化

＊　　＊　　＊

　対象と任期は、教授が10年、准教
授5年、講師4年、助手3年で、いず
れも再任は可能とされた。実行のた
めに毎年の活動状況の自己評価書の
提出が義務づけられた。現在自己評
価は全学的に行われている。
　1999（平成11）年には、国立大学の

独立行政法人化が閣議決定され、大
学の構造改革の流れが加速し、2004

（平成16）年には本学も国立大学法人
東京医科歯科大学へと移行した。

21世紀COEプログラム

　2001（平成13）年6月、文科省「大学
の構造改革の方針」に基づき、2002

（平成14）年度から文部科学省の事業
として『21世紀COEプログラム』（研
究拠点形成費等補助金）が始まった。
同プログラムは、わが国の大学に世
界最高水準の研究教育拠点を形成
し、研究水準の向上と世界をリード
する創造的な人材育成を図るため、
重点的な支援を行うことを通じて、
国際競争力のある個性輝く大学づく
りを推進することを目的としている。
　これにより大学間の競争はさらに
加速する。本学では、2004（平成16）
年度に2件採択され、そのうち1件は
歯系と医系との連携による「歯と骨
の分子破壊と再構築のフロンティア」
であった。歯学系では国内唯一の採
択となったが、歯科医学がわが国の

重要な教育研究の1分野であること
を社会的に示した意義は大きい。
　この5年間のプログラムに続き、
2008（平成20）年からグローバルCOE
へと移行する。21世紀COEプログラ
ムから約半数に絞られるということ
であり、ここでも生き残りをかけた
申請となったが、本プログラムは「歯
と骨の分子疾患科学の国際教育研究
拠点の形成」として採択され、現在
も継続中である。

歯学教育改革

　18歳人口の減少を背景に、大学設
置基準の大綱化、自己点検・評価か
ら第三者評価の義務化、大学院重点
化といった施策が推進されることと
なった。特に歯学部では、歯学教育
モデルコアカリキュラムに基づき、
基礎と臨床の有機的統合を図ったモ
ジュール制カリキュラム（新カリ）を
2003（平成15）年度から開始した。また、
臨床実習に参加する前の知識評価に
は CBT（ Computer Based Test ）
を、診察技能・態度の評価にはOSCE

　私は、1974年入学、1980年3月卒

業で、入試は2期校として実施された

が、その5年後から共通1次試験が導

入されている。私個人としては、先人

により確立された素晴らしい環境で、

比較的平穏な学生生活、教員生活を

送らせていただいた。しかしながら

1990年代後半からは、大学院重点化

や国際交流の飛躍的な進展をはじめ、

歯学教育改革、さらに歯科医師需給

問題など、生き残りをかけた大学間競

争が激化する中、本学歯学部にとっ

ても非常に大きな変革が続いている。

これら最近の動きと今後の展望につい

て、私見を交えて述べさせていただく。

歯学の進歩・発展のために

歯学部長

田上順次
Junji Tagami
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1980（昭和55）年、東京医科歯科
大学歯学部卒業（歯学部28回生）。
1984（昭和59）年、奥羽大学歯学
部教授。1995（平成7）年、東京
医科歯科大学大学院医歯学総合
研究科口腔機能再構築学系専攻
摂食機能保存学講座教授。2005

（平成17）年、東京医科歯科大学
歯学部長（〜現在）。

附属病院の大治療室実習風景

1980（昭和55）年頃の歯学部附属病院玄関風景

自己評価報告書の手引き表紙 COE報告書の表紙

寄稿◉歯学部の軌跡
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（Objective Structured Clinical 
Examination：客観的臨床能力試
験）が義務化された。
　歯学教育でも医学系と同様に、卒
業前の臨床実習の充実が強く求めら
れているなか、わが国の歯学部にお
いては卒業前の臨床実習の形骸化が
指摘されて久しい。本学では国内で
唯一、学部生が実際の治療を担当し
て実行する臨床実習を継続している。
それでも新カリの総括では、臨床（技
術）教育の減少、形骸化が指摘され
ている。
　社会的状況としてはどうだろうか。
　超高齢社会を迎えるわが国では、
歯科治療の際にも患者の全身的な健
康状況を把握したうえでの対応が必
須となっている。本学では、このよ
うな状況に対応できるよう、医学的
な知識を基盤にした歯学教育を構築
すべく、医歯融合型教育の導入が推
進されている。これにより医学科、
歯学科の教育は教養部教育が1年間
になり、その後の専門教育では、医
学科と歯学科の学生に共通した科目
を導入していくことになる。

　また、2006（平成18）年には歯科医
師需給問題と歯科医師の質の確保と
いう両面から、文部科学大臣と厚生
労働大臣がそれぞれ『歯学部の入学
定員の削減と歯科医師国家試験の合
格基準の引き上げを一層推進する』と
いう異例の大臣確認書が出され、最
近の歯科医師国家試験の全国平均合
格率は新卒者では約80%で推移して
いる。一部の私立大学歯学部では国
家試験の合格率が50％以下となって
いる。歯学部、特に私立大学歯学部
への出願者は急激に減少し、2010（平
成22）年度では半数以上の私立歯科
大学で新入学者数が定員を下回った。
　文部科学省からは歯学部入学定員
の削減の指導があり、歯学部入学定
員を53名にすることとなった。本学
では2001（平成13）年から行ってきた
学士編入学10名と一般選抜からさら
に2名を削減し、2011（平成23）年度
入試では前期日程38名、後期日程15
名を入学定員とすることとした。
2006（平成18）年からは1年間の卒業
直後研修が義務化された。本学では
医師の卒後研修と同様2年間の研修

プログラムを実施している。
　附属学校としてスタートした歯科
衛生士の養成は、2004（平成16）年か
ら4年制の口腔保健学科となった。
歯科技工士学校についても永く四大
化が模索されてきたが、大山学長、
三浦学校長の熱意により、2011（平
成23）年度の開設に向けての概算要
求を提案するに至っている。実現の
暁には、歯学部口腔保健学科の中に
口腔保健衛生学専攻と口腔保健工学
専攻とが設置される見通しである。

国際交流

　1996（平成8）年に始まった本学歯
学部とチュラロンコン大学（タイ）歯学
部との拠点大学交流により、本学歯
学部の国際交流活動は一気に加速し
た。この日本学術振興会によるプログ
ラムは10年間継続し、この間に多くの
共同研究、セミナー、研究者交流が
あり、歯学部のほとんどすべての研
究室が参加することになった。同プ
ロジェクトは江藤歯学部長と大山附
属病院長とにより強力に推進された。
　1998（平成10）年には歯学国際大学
院コースが開設され、国費留学生特

別枠4名を獲得することで、同プロ
グラムを支援することにもなる。授
業も研究指導もすべて英語で行うと
いうもので、筆者の教室ではこのコー
スの初年度に留学生を採用した。当
然、大学院の講義は英語、討論も英
語となるが、教室の准教授、講師陣
の戸惑いはかなり大きかった。いざ
始めてみるとすぐ慣れるもので、結
果的に教室スタッフの英語のプレゼ
ン能力も著しく改善した。現在では
多くの分野で大学院の講義は英語で
行われるようになっている。
　1990年代後半には、学位論文は原
則英文誌に投稿することとなり、本
学歯学部からの英文論文数は飛躍的
に増加していく。本学の論文を読ん
で留学を希望する者も増加するよう
になり、最近の10年間では歯学系の
大学院に毎年約80〜100名の外国人
留学生が在籍している。
　現在、40の海外の歯学部あるいは
大学との交流協定を締結しており、
ほとんどの提携先との学生交流、留
学生の受け入れなど、交流を続けて
いる。拠点校としての交流成果もあ
りタイからの留学生ほか、中国から

の留学生も依然として多い。近年は
中東からの留学生が増加傾向にある。
　本学の存在感が増したこと以外に
も、米同時テロ以来、米国、英国へ
の留学が少し難しくなっていること
も背景として考えうることである。
留学生には優秀な学生が多く、特に
途上国といわれる国では、歯学部に
入学する学生は、その国のトップレ
ベルにある。さらに彼らが母国の奨
学金を取得して来日することもあり、
多くの留学生が日本の国費留学生で
占められていた1990年代とは少し様
相が異なってきている。

国際協力

　1990年代後半に、スリランカにお
ける歯科診療サービス全般の向上の
ため、JICA（独立行政法人国際協力
機構）から歯科医療技術協力が求め
られ、本学歯学部が中心となってか
かわることになった。これに先立ち、
無償資金協力で歯学部、病院の建物、
設備が新たに整備され、技術協力の
事前調査、中間調査などに筆者およ
び高野吉郎教授が派遣されることと
なった。プロジェクトの立ち上げには、

田上 順次

ペラデニア大学での指導風景

曾根田兼司助手（歯科補綴第一講座）、
夏目寛文技工士（技工部）、吉田直美
講師（歯科衛生士学校）、久田智子看
護士（看護部）の4名が長期専門家と
して参加した。その後も多くの教員、
職員が派遣された。ペラデニア大学
からは多くの教職員が研修のため来
校し、その後も継続して留学生に選
ばれている。
　従来、教授会の方針として、本学
は医療協力プロジェクトよりも、教
育プロジェクトを重視している。こ
れは何名かの医師、歯科医師が現地
で治療するよりも、現地の医療職に
就く人材養成の方が効果的であると
いう考え方によるものである。とは
いえ、筆者もなぜ自分がここまでし
て行く必要があるのかと自問したも
のである（理由の一つに、コロンボ
市から大学のある町までは、悪路を
3 時間かけてドライブする必要が
あった）。インド洋は日本の重要な
オイルラインであり、この周辺諸国
との協力関係は国家にとって必須だ
と聞かされ、何となく納得はしたも
のである。しかしながら、筆者がこ
のプロジェクトの推進担当に指名さ
れ、長期派遣を候補者にお願いする
のは、正直なところあまり気乗りし
なかったものだ。
　それでも長期派遣、短期派遣すべ
ての教職員が、任務を終えて帰国す
ると晴々として「貴重な機会と経験
を得ることができて良かった」と言っ
てくださったのは嬉しいことである。

創立100周年に向けて

　筆者は、本学創設以来その内容の

CBT試験風景

本学歯学部とマラヤ大学歯学部による調印式の
様子

完成技工物のコメントを聞くスリランカからの研修生

寄稿◉歯学部の軌跡
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基礎データ
歯学部の沿革
歯学部附属病院の沿革

基礎データ・沿革

充実、高度化に努力を続けてこられ
た先人のおかげで、自らほとんど苦
労を感じることなく、恵まれた環境
で教育を受け、臨床、研究の場を与
えてもらってきた。それを続けるだ
けで、留学すれば自分のやってきた
ことの優位性を知り、知らず知らず
のうちに必要な能力を身に付けるこ
とができたように思う。それが伝統
というべきものであることに気づい
たのは、比較的歴史の浅い歯学部に
転出したときであり、また留学した
時であった。残念ながらこうした恵
まれた環境であることには、その中
でずっと育ってくると気づくことが
難しい。
　幸か不幸か、1991（平成3）年の大
学審議会の答申「大学教育の改善に
ついて」から始まったとされるわが
国の高等教育の変革により、本学歯
学部も大きな流れに飲みこまれてい
る。新制大学としてスタートした
1946（昭和21）年には、本学の歯学専
攻学生の募集定員は60名であったが、
2011（平成23）年度には、新制大学が
始まって以来の最少学生数となった。

　また一方では、歯科衛生士と歯科
技工士を養成する口腔保健学科の高
等教育化により、歯科医学・医療の
高等教育機関としての体制が整うこ
とになる。
　東京医科歯科大学歯学部がこれか
ら向かっていくべき方向を定めるの
は容易ではない。本書の小椋先生の
文章には、戦前の島峯徹先生の新設
医科大学案が紹介されている。その
中では、医師の資格を持つ歯科医師
の養成について言及されている。当
時、軍医養成の必要性などの社会的
背景を考慮しつつも、歯学の進歩・
発展を担う人材の育成を最大の目的
としていたという。結果的に医学科
を別に増設することになったが、そ
れも歯科専門学校でありながら医科
と同じように基礎医学の教育を行っ
ていたからこそ可能だったとのこと
である。
　このような本学の創設期の先人の
行動や考え方は、現在のわれわれに
も大きな示唆を与え、今後の方向性
を示してくれている。例えば教育面
では、折しも医歯融合型教育への移

行が進行中であり、まさに社会に求
められる歯科医学教育の体制は確立
されつつある。しかしながら体制だ
けではその目的を達成することはで
きない。それを動かす人がさらに重
要である。そこで育成された人材は、
さらに次の世代の人材育成に貢献
し、社会に貢献していく。
　歯学教育、歯科医療のグローバル
化も急速に進行している。医療ツー
リズムによる患者の国際化は大きな
潮流であり、誰も止められるもので
はない。歯科医学研究においても、
もはや国境はなく、突き詰めていけば、
目指すものは当然世界最先端となる。
　国家の政策に逆らうことよりも国
家戦略を考慮しつつ、歯学の進歩・
発展を担う人材育成を目指すことは、
結果的に教育、臨床、研究すべての
面で国際的な評価を得ることになる
はずである。国家予算削減の流れの
中、国立大学法人の整理統合が加速
することも当然起こりうる。しかし
ながら、われわれが常に目指すのは
競争に勝ち抜くことではなく、世界
一を目指すことでもない。本学の建
学の精神にある「歯学の進歩・発展」
である。これにより、大きな社会貢
献につながると確信している。少数
ではあるが選ばれた精鋭を対象に、
歯科界の将来を担う人材として育成
することが、本学歯学部の使命だと
肝に銘じたい。

田上 順次
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国立大学法人 東京医科歯科大学
東京都文京区湯島1-5-45（〒113-8510）

03-3813-6111（代表）　03-3814-9801（歯科同窓会事務局）

大学　　　　　　http://www.tmd.ac.jp/
歯学部　　　　　http://www.tmd.ac.jp/dent/dental-J.html
歯学部附属病院　http://www.tmd.ac.jp/denthospital/

知と癒しの匠を創造する
Cultivating Professionals with Knowledge and Humanity

ミッションである「知と癒しの匠を創造する」にもとづいて３つの教育理念を定め、
東京医科歯科大学がどのような人材の養成を志すのかを示します。
　○幅広い教養と豊かな感性を備えた人間性の養成
　○自己問題提起、自己問題解決型の創造的人間の養成
　○国際性豊かな医療人の養成

歯学科　　　　豊かな人間性を有し、使命感をもって全人的な歯科医療を実践し、
　　　　　　　国民の健康の維持・増進に寄与するとともに、国際的視野から
　　　　　　　歯科医学・歯科医療の向上に貢献できる指導者を育成する。

口腔保健学科　温かく豊かな人間性を有し、口腔保健・福祉の立場から、
　　　　　　　人々の健康で幸せな生活の実現のため、専門的知識および
　　　　　　　技術をもって広く社会貢献し、指導的役割を果たすことの
　　　　　　　できる人材を育成する。

「命を癒し、輝かせる梅の花」を表しています。
東京医科歯科大学の所在地・湯島にちなんだ梅の花をモチーフとしています。
5枚の梅の花弁、すなわち医学部・歯学部・教養部・生体材料工学研究所・難治
疾患研究所の5部局が、力をあわせて人の命を癒し、輝かせることを象徴してい
ます。また、梅の花言葉は「忍耐」「厳しい美しさ」。医療人として、使命をつらぬ
く勁（つよ）さを梅に託しています。色はスクールカラーの「BLOOM GOLD」です。

「医科歯科連携で、使命を果たす責任」を表しています。
本学の欧文表記の頭文字「TMDU」を図案化したものです。スクールカラーの

「MISSION BLUE」は、TMDU人の「知」、責任、使命感、勁さを表しています。ロ
ゴデザインの太いラインは、自信を、「M」と「D」のつながりは、医科と歯科の融合・
連携を表現しています。

右のマークは、歯学部の国際交流に関するコミュニケーションマークです。シン
ボルは日本列島と大きな「歯」の大陸による地球のイラストレーションです。わが
国における歯科医学の最高学府であること、さらに世界的規模で活躍する「国際的
リーダーシップ」をイメージしています。

法人名

所在地

連絡先

URL

大学のミッション

大学の教育理念

歯学部の教育理念

大学シンボルマーク

大学ロゴマーク

歯学部の国際交流の
コミュニケーション

マーク

研究科 専攻 入学定員 収容定員
博士課程

合計
第1 第2 第3 第4

医歯学
総合研究科

口腔機能再構築学系 42  　[42] 168    [168] 63  　[63] 57　[57] 50  　[50] 48  　[48] 218 　[218]

顎顔面頸部機能再建学系 22 　 [30] 88　[120] 11  　[26] 18　[28] 20  　[30] 25  　[34] 74 　[118]

生体支持組織学系 14 　 [18] 56　  [72] 12  　[16] 14　[21] 11  　[13] 6  　[12] 43   　[62]

環境社会医歯学系 8  　[20] 32　  [80] 7  　[17] 3　[18] 8  　[17] 6  　[39] 24   　[91]

老化制御学系 4 　 [10] 16　  [40] 2  　[14] 1　[17] 3  　[15] 5  　[23] 11   　[69]

全人的医療開発学系 4  　 [ 8] 16　  [32] 3  　[10] 1 　[ 1] 1    　[ 6] 4  　[17] 9   　[34]

認知行動医学系 [19] [76] 　[16]  　[13] 　[17] 　[23] 　[69]

生体環境応答学系 [17] [68] 　[15]   　[12] 　[12] 　[15] 　[54]

器官システム制御学系 [29] [116] 　[35]  　[32] 　[36] 　[39] 　[142]

先端医療開発学系 [21] [84] 　[16]  　[27] 　[26] 　[49] 　[118]

合計 94　[214] 376　[856] 98　[228] 94  [226] 93　[222] 94　[299] 379   [975]

大学院学生定員および現員（歯学系）

区分 入学定員
在籍者数

1年 2年

歯科技工士学校 1学年20名 21 20

同（実習科） 1学年10名 10 10
（2010年5月1日現在）

歯学部専攻生現員 附属学校入学定員および学生数

職種／現員 大学院 歯学部 附属病院 附属教育施設

教育職 （一）

教授 30 5 0 0

准教授 25 2 4 0

講師 20 5 12 0

助教 79 0 21 0

小計 154 12 37 0

教育職 （二） 講師 0 0 0 4

一般職 （一） （二） 事務系職員 0 6 22 0

医療職 （一） 医療技術職員 0 4 51 0

医療職 （二） 看護師 0 0 56 0

合計 154 22 166 4

（2010年4月1日現在）

医員 レジデント 研修歯科医 合計

111 35 68 214

医員、レジデントおよび研修歯科医

男 女 合計

102 98 200

（2010年5月1日現在）

期間 

大学　　　　　　　　　  学部・学科

1929
（昭和4）

1943
（昭和18）

1944
（昭和19）

1945
（昭和20）

1946
（昭和21）

1950
（昭和25）

1951
（昭和26）

1960
（昭和35）

1961
（昭和36）

1990
（平成2）

1991
（平成3）

1998
（平成10）

1999
（平成11）

2000
（平成12）

2001
（平成13）

2003
（平成15）

2004
（平成16）

2007
（平成19）

2008
（平成20）

2010
（平成22）

東京高等歯科医学校 100

東京医学歯学
専門学校

歯学科 80

東京医科歯科大学
（旧制）

歯学部・予科 60

東京医科歯科大学
（新制）

歯学部
歯学科 60 80 75 55 55 （10）

口腔保健学科 25 （10） 27 （6）

※（　）内の数は3年次編入学者定員を示し、外数である

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

歯学部における入学定員の推移

常勤職員（歯学系）

基礎データ

※［　］内は、医学系を含む学生総数を示す （2010年5月1日現在）

（2010年4月1日現在）
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エリア 国名・地域 大学名 締結年月日

アジア

大韓民国
ソウル大学校歯科大学 1983（昭和58）年10月10日
慶北大学校歯科大学 1995（平成  7）年  9月  4日
全南大学校歯学部 2006（平成18）年10月20日

タイ王国

チュラロンコン大学歯学部 1991（平成 3）年   1月18日
マヒドン大学歯学部 2001（平成13）年  5月  3日
チェンマイ大学歯学部 2001（平成13）年12月  7日
ソンクラ王子大学歯学部 2003（平成15）年  3月21日
コンケン大学歯学部 2008（平成20）年  1月  8日
ナレスワン大学歯学部 2009（平成21）年  6月15日
シーナカリンウィロット大学歯学部 2010（平成22）年  2月15日

中華人民共和国

吉林大学口腔医学院 1993（平成  5）年  7月27日
大連医科大学口腔医学院 2000（平成12）年  6月  8日
北京大学口腔医学院 2003（平成15）年  9月21日
首都医科大学口腔医学部 2006（平成18）年  9月  1日
同済大学口腔医学院 2008（平成20）年10月14日
内蒙古医学院 2009（平成21）年  8月17日

台湾
台北医学大学口腔医学院 2004（平成16）年  4月23日
国立台湾大学医学部歯学科 2005（平成17）年  6月14日
高雄医学大学口腔医学院 2010（平成22）年  5月25日

ベトナム社会主義共和国
ホーチミン医科薬科大学歯学部 1996（平成  8）年  1月16日
ハノイ歯科大学 2005（平成17）年  6月  7日

インドネシア共和国 インドネシア大学歯学部 1993（平成  5）年  8月31日
シンガポール共和国 シンガポール大学歯学部 1995（平成  7）年  7月20日
マレーシア マラヤ大学歯学部 1995（平成  7）年  8月27日
ミャンマー連邦 ヤンゴン歯科大学 1995（平成  7）年  8月  7日
モンゴル国 モンゴル健康科学大学歯学部 1999（平成11）年  1月19日
スリランカ民主社会主義共和国 ペラデニヤ大学歯学部 1999（平成11）年  4月29日
カンボジア王国 カンボジア健康科学大学歯学部 2002（平成14）年  9月19日
ラオス人民民主共和国 ラオス国立大学医科学部歯学科 2003（平成15）年10月28日
フィリピン共和国 フィリピン大学マニラ校歯学部 2003（平成15）年11月  6日

欧州

連合王国 キングスカレッジロンドン歯学部 2008（平成20）年11月  4日
ドイツ連邦共和国 チャリテーベルリン医学大学 2004（平成16）年  3月17日
チェコ共和国 マサリク大学医学部口腔科学科 2009（平成21）年  4月29日
デンマーク王国 コペンハーゲン大学健康科学部歯学科 1995（平成  7）年  8月31日

北米
アメリカ合衆国

ペンシルバニア大学歯学部 1994（平成  6）年  1月27日
ハーバード大学歯学部 1996（平成  8）年  7月26日
ノースキャロライナ大学歯学部 1999（平成11）年  3月18日
カリフォルニア大学サンフランシスコ校歯学部 2000（平成12）年  8月28日

カナダ マギル大学歯学部 2006（平成18）年  8月  7日
豪州 オーストラリア メルボルン大学健康科学部歯学科 1994（平成  6）年  3月31日

事業名 テーマ 実施年度

21世紀COEプログラム 歯と骨の分子破壊と再構築のフロンティア 2003（平成15）～
2007（平成19）

地域医療等社会的ニーズに対応した
医療人教育支援プログラム

基本的臨床能力の評価システムの開発・展開
―全人的医療の実践に必要な態度・技能・知識を習得する
　参加型臨床実習を効果的に行うために―

2005（平成17）～
2007（平成19)

特色ある大学教育
支援プログラム（特色GP） 医歯学シミュレーション教育システムの構築 2005（平成17）～

2008（平成20）

「魅力ある大学院教育」
イニシアティブ 医歯学領域における次世代高度専門家教育 2006（平成18）～

2007（平成19）

大学教育改革支援プログラム 大学院から医療現場への橋渡し研究者教育 2007（平成19）～
2009（平成21）

現代的教育ニーズ取組
支援プログラム（現代GP） ICT活用教育と従来型臨床現場実習の連携 2007（平成19）～

2009（平成21）

社会人の学び直しニーズ
対応教育推進事業 社会的なニーズに対応した歯科衛生士および歯科技工士への再教育プログラム 2007（平成19）～

2009（平成21）

大学院教育改革支援プログラム 歯科医学における基礎・臨床ボーダレス教育 2008（平成20）～
2010(平成22）

質の高い大学教育推進プログラム
医療と造形
―科学的視点と芸術センス・スキルを併せ持つ
　外科系医療人（歯科医師）をはぐくむ連携教育プログラム―

2008（平成20）～
2010（平成22）

質の高い大学教育推進プログラム 下級生が上級生に教わる歯科臨床体験実習 2008（平成20）～
2010（平成22）

グローバルCOEプログラム 歯と骨の分子疾患科学の国際教育研究拠点 2008（平成20）～
2012（平成24）

若手研究者交流支援事業 医歯学領域の若手研究者育成事業
―東南アジア国際医療ネットワークの構築―

2009（平成21）～
2010（平成22）

大学教育・学生支援推進事業【テーマA】
大学教育推進プログラム

コンピュータによる診療模擬実習の展開
―医療専門職の推論・判断・解決・連携能力を向上させる
　コンピュータシミュレーション実習―

2009（平成21）～
2011（平成23）

組織的な若手研究者等
海外派遣プログラム

学生・院生・ポスドクから国際的な研究者へのシームレスな育成プログラム
―国際的な医歯学研究者育成を目指して―

2009（平成21）～
2012（平成24）

（単位：千円）

研究種目 件数 金額

基盤研究 （A） 4 52,390　   

基盤研究 （B） 17 92,170　

基盤研究 （C） 30 49,920　

萌芽研究 17 24,600　

若手研究 （A） 3 26,520　

若手研究 （B） 48 86,060　

若手研究（スタートアップ） 11 15,405　

特別研究員奨励費 10 9,000　

学術創成研究費 1 133,640　

合計 141 489,705　

（単位：千円）

件数 金額

厚生労働科学研究費補助金 10 108,521　

（単位：千円）

研究種目 件数 金額

受託研究費   20　 [ 8]   69,948　[11,828]

共同研究費   24　[17]   91,151　[16,272]

奨学寄附金  90　　  　  150,236    　　　　

合計 134　[25] 311,335　[28,100]

※[　]内は、複数年契約によるものを示す。

平成21年度 科学研究費補助金採択状況 平成21年度 外部資金等受入状況 国際交流　学術交流協定を締結している海外の大学

キングスカレッジロンドン歯学部との
調印式

過去5年間の重点研究・教育事業

留学生数の推移

基礎データ

高雄医学大学口腔医学院との
調印式
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1980年代

1984（昭59）年  8月

　　　　         10月

1987（昭62）年  5月

1989（平元）年    5月   

歯学部校舎棟が竣工

歯学部校舎棟で授業が開始

障害者歯科学講座を設置

高齢者歯科学講座を設置

歯科補綴学第3講座を廃止

1990年代

1992（平4）年    4月

　

1994（平6）年    6月

1999（平11）年  4月

大学院歯学研究科に生体機能制御歯科学系を設置

（基幹講座は以下の通り）

　　発生機構制御学講座、神経機構制御学講座、細胞機能制御学講座、

　　顎顔面機能統合評価学講座

附属顎口腔総合研究所施設を廃止

口腔総合診断学講座を設置

大学院歯学総合研究科3専攻に改組する

　　口腔解剖学第1講座、口腔生理学講座、口腔外科学第1講座、

　　歯科矯正学第2講座、障害者歯科学講座、口腔総合診断学講座、

　　発生機構制御学講座、細胞機能制御学講座、神経機構制御学講座

　　↓

　　顎顔面頸部再建学専攻、全人的医療開発学専攻、認知行動医学系専攻

2000年代

2000（平12）年  4月

   

2002（平14）年  2月      

　　　　　　 4月

2003（平15）年  4月

2004（平16）年  4月

   

2005（平17）年  4月

　　　             10月

2006（平18）年  4月

2009（平21）年  4月

大学院医歯学総合研究科7専攻に改組する

　　口腔解剖学第2講座、生化学講座、口腔病理学講座、口腔細菌学講座、

　　歯科薬理学講座、歯科理工学第1・第2講座、予防歯科学講座、歯科保存学第1～第3講座、

　　口腔外科学第2講座、歯科補綴学第1・第2講座、歯科矯正学第1講座、小児歯科学講座、

　　歯科放射線学講座、歯科麻酔学講座、高齢者歯科学講座

　　↓

　　口腔機能再構築学系専攻、生体支持組織学系専攻、環境社会医歯学系専攻、

　　老化制御学系専攻、生体環境応答学系専攻、器官システム制御学系専攻、

　　先端医療開発学系専攻

10号館（旧総合教育研究棟）が竣工

先端材料評価学分野を設置

附属口腔保健教育研究センターを設置

国立大学法人東京医科歯科大学に移行

歯学部口腔保健学科を設置

ナノメディスン(DNP)講座を設置

歯科睡眠呼吸障害管理学講座を設置

生体機能性分子探索学講座を設置

歯学教育システム評価学分野・顎関節咬合学分野を設置

分野名を改称

　　医歯学総合教育開発分野　→　歯学教育開発学分野

　　分子診断・治療学分野　　→　口腔放射線腫瘍学分野

　　摂食機能評価学分野　　　→　全部床義歯補綴学分野

　　摂食機能構築学分野　　　→　部分床義歯補綴学分野

　　分子腫瘍学分野　　　　　→　細菌感染制御学分野

　　頭頸部心身医学分野　　　→　歯科心身医学分野

2010年代
2010（平22）年  1月

　　　　　　 4月

M&Dタワーが竣工

教育メディア開発学分野を設置

時期 主な出来事

1920年代 1928（昭3）年  10月 東京高等歯科医学校を創立（10月12日）

1940年代

1944（昭19）年  4月

1946（昭21）年  8月

1949（昭24）年  4月

東京医学歯学専門学校歯学科を設置

東京医科歯科大学歯学部（旧制）を設置

予科を設置

歯学部の授業を開始（開講講座は以下の通り／計17講座）

　　口腔解剖学講座、口腔生理学講座、口腔病理学講座、口腔細菌学講座

　　歯科薬物学講座、歯科理工学講座2、口腔衛生学講座、保存学講座3

　　口腔外科学講座2、補綴学講座3、矯正学講座

1950年代

1950（昭25）年  4月

1951（昭26）年  4月

1952（昭27）年  4月

1955（昭30）年  4月

　　　　　　   7月

1957（昭32）年  4月

1958（昭33）年  4月

1959（昭34）年  4月

本学予科が千葉大学に移管。千葉大学東京医科歯科大学予科と呼称される

国立学校設置法により、東京医科歯科大学（新制）歯学部を設置

附属歯科衛生士学校を設置

生化学講座を設置

附属歯科技工士学校を設置

千葉大学文理学部に歯学進学課程を設置

大学院歯学研究科を設置

小児歯科学講座を設置

口腔解剖学講座が2講座となる

歯学進学課程が国府台分校として設置

歯科放射線医学講座を設置

1960年代

1963（昭38）年  4月

1964（昭39）年  4月

1965（昭40）年  4月

1967（昭42）年  4月

講座名を改称

　　口腔解剖学講座　　　→　口腔解剖学第1・第2講座

　　歯科薬物学講座　　　→　歯科薬理学講座

　　歯科理工学講座　　　→　歯科理工学第1・第2講座

　　口腔衛生学講座　　　→　予防歯科学講座

　　歯科保存学講座　　　→　歯科保存学第1・第2・第3講座

　　口腔外科学講座　　　→　口腔外科学第1・第2講座

　　歯科補綴学講座　　　→　歯科補綴学第1・第2・第3講座

　　歯科放射線医学講座　→　歯科放射線学講座

歯科麻酔学講座を設置

国府台分校を廃止

教養部を設置

附属研究施設として、顎口腔総合研究施設を設置

咬合研究部を設置

1970年代

1971（昭46）年  3月

1977（昭52）年  4月

1978（昭53）年  3月

附属顎口腔総合研究施設に咀嚼研究部を設置

附属顎口腔総合研究施設に成長過程研究部を設置

臨床研究棟が竣工

1980年代

1980（昭55）年  4月

1981（昭56）年  4月

1982（昭57）年  3月

　　　　　　 4月

歯科矯正学第2講座を設置

附属顎口腔総合研究施設内で、下記のように改称

　　咬合研究部　　　→　顎口腔構造研究部門

　　咀嚼研究部　　　→　顎口腔機能研究部門

　　成長過程研究部　→　顎顔面発生機構研究部門

歯科新棟が竣工

歯学部および歯学部附属病院の事務機構を統合

事務部に総務課および業務課を設置

改組

竣工

時期 主な出来事

改組

竣工

竣工

竣工

歯学部の沿革 1928 ～ 2010 年

竣工
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時期 主な出来事

1910 年代 1916（大5）年  10月 医術開業試験より分離、歯科医術開業試験附属病院として診療開始　

1920 年代
1922（大11）年  1月

1929（昭4）年    4月

文部省歯科医師試験附属病院に改称

東京高等歯科医学校附属医院に改称

1930 年代

1930（昭5）年  12月

   

1936（昭11）年  4月

現在地湯島に東京高等歯科医学校第一附属医院を開設（元東京女子高等師範学校の建物を改造）

神田錦町の附属医院は第二附属医院と改称

文部省内に附属医院文部省分室を設置

1940 年代

1944（昭19）年  4月

1945（昭20）年  3月

   　　　     　   4月

1949年（昭24）  4月

    　　　　　   6月

東京医学歯学専門学校附属病院に改称

戦災により、附属医院の建物を焼失

本館内に診療室を設けて診療を開始

東京医科歯科大学附属医院となる

附属医院を附属病院に改称

1950 年代

1954（昭29）年  5月

　　　   　　  12月

1956（昭31）年  3月

　　　　　　   5月

1957（昭32）年  4月

1958（昭33）年  1月

1959（昭34）年  4月

口腔衛生科を設置

外来診察室等新営建物の一部が竣工移転

外来診療室等新営建物が竣工移転

小児歯科を設置

歯科技工士学校に実習科を増設

附属病院事務部が医・歯事務部に分離設置

歯科放射線科を設置

1960 年代

1962（昭37）年  4月

1964（昭39）年  4月

1965（昭40）年  4月

1967（昭42）年  6月

薬局を薬剤部と改称

歯科麻酔科を設置

顎口腔機能治療室を設置

口腔衛生科を予防歯科に改称

1970 年代

1972（昭47）年  5月

1973（昭48）年  4月

1975（昭50）年10月

1976（昭51）年  5月

歯科技工部を設置

顎口腔機能治療室を顎口腔機能治療部に改称

検査部を設置

看護部を設置

1980 年代

1981（昭56）年  4月

1982（昭57）年  3月

　　　　　　   4月

　　　　　       8月

1983（昭58）年12月

1984（昭59）年  3月

　　　　　       5月

1986（昭61）年  4月

1989（平元）年    5月

総合診断部、第2矯正科を設置

歯科新棟が竣工

障害者歯科治療部を設置

歯科新棟への移転が完了

文部省内歯科診療所を廃止

外来事務棟が竣工

外来事務棟への移転が完了

医療事務の電算化が開始

高齢者歯科治療部を設置

1990 年代

1994（平6）年    7月

1996（平8）年    4月

1997（平9）年    1月

1998（平10）年  7月 

第3総合診療室（感染症患者診療室）を設置

インプラント治療部を設置

ペイン・心療歯科診療室（歯科麻酔科）を設置

顎関節治療室を設置

 

時期 主な出来事

2000年代

2000（平12）年  4月

2001（平13）年  4月

2002（平14）年  4月

2003（平15）年  2月

　　　　　　 4月

2004（平16）年  4月

    　　　　　   

　　　　　　   9月

2006（平18）年  6月

2007（平19）年  5月

2009（平21）年  4月

歯学部附属病院の診療科などを再編成

　　予防歯科、第1保存科、第2保存科、第3保存科、第1口腔外科、第2口腔外科、

　　第1補綴科、第2補綴科、第1矯正科、第2矯正科、小児歯科、歯科放射線科、歯科麻酔科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　育成系診療科……矯正歯科外来、小児科歯科外来

　　維持系診療科……むし歯外来、歯周病外来、歯科放射線外来、歯科麻酔外来、

　　　　　　　　　　ペインクリニック、総合口腔診療外来

　　回復系診療科……口腔外科外来、(専)顎顔面外科外来、義歯外来、(専)顎義歯外来、

　　　　　　　　　　(専)スポーツ歯科外来、(専)歯科アレルギー外来、(専)言語治療外来、

　　　　　　　　　　高齢者歯科外来、インプラント外来

　　中央診療施設等…歯科総合診療部、第1総合診療室、第2総合診療室、第3総合診療室、

　　　　　　　　　　障害者歯科治療部、顎関節治療部(学内措置)、クリーンルーム歯科外来、

　　　　　　　　　　中央手術室、歯科病棟、歯科医療情報部(学内措置)、検査部、歯科技工部、

　　　　　　　　　　中央器材部、薬剤部、看護部、歯科衛生士室、感染対策歯科治療部

顎関節治療部を設置

口腔ケア外来を設置

総合口腔心療外来を頭頸部心療外来に改称

(専)息さわやか外来を設置

歯科臨床研修センターを設置

維持系診療科に顎関節治療部を設置

回復系診療科に顎顔面外科外来、顎義歯外来、スポーツ歯科外来、言語治療外来を設置

総合診療科を下記のように設置

　　歯科総合診療部、第1総合診療室、第2総合診療室、第3総合診療室、歯科麻酔外来、

　　歯科放射線外来、障害者歯科治療部、息さわやか外来、クリーンルーム歯科外来、

　　口腔ケア外来、歯科アレルギー外来

感染対策室、地域歯科医療連携センター、歯科医療情報センター、

歯科器材・薬品開発センターを設置

顎口腔機能治療部、総合診断部、高齢者歯科治療部、インプラント治療部、感染対策歯科治療部、

歯科医療情報部を再編成

高齢者歯科外来に(専)摂食リハビリテーション外来を設置

歯科総合診療部に(専)いびき無呼吸歯科外来を設置

高齢者歯科外来および障害者歯科外来を統合し、スペシャルケア外来に再編成

歯科衛生保健部を設置

2010年代
2010（平22）年  4月 医療安全管理室、診療情報管理室を設置

頭頸部診療外来を歯科心身医療外来に改称

竣工

竣工

改組

歯学部附属病院の沿革 1916 ～ 2010 年

竣工
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　本学広報誌「Bloom！」を「Bloom！医科歯科」と名称を改め、

内容を刷新することに合わせて、同誌の歯学部創立80周年記念

特集号として本誌を発刊することができました。

　改めて長尾先生のご功績を振り返り、また私も長尾先生が熱い

信頼を寄せておられました中澤勇先生の研究室に残りましたが、

その４年後には中澤先生の命を受け、長尾優先生が陣頭指揮を

執られる鶴見女子大学歯学部（現鶴見大学歯学部）創設のお手伝いを

させていただいた幸運に浴した今までの自分を振り返るとき、此処に

歯学部創立80周年記念誌をこうして上梓できることは、誠に感慨

深いものがあります。

　この80周年記念誌の編集にあたり、三浦不二夫名誉教授、小椋

秀亮名誉教授、田端恒雄名誉教授、田上順次歯学部長に多大な

ご尽力をいただいたこと心より感謝いたします。また、貴重な資料を

検索、整えてくださいました鈴木聖一准教授にも心より御礼申し上げ

ます。また、80年におよぶ歴史の中で、本学歯学部の発展に多大な

ご尽力を賜りました先輩の先生方、現役の先生方、日頃より大学の

管理運営にご尽力をいただいてきました事務方の皆様にも心より

感謝申し上げます。

2010（平成22）年 10月

東京医科歯科大学 学長 大山喬史

東京医科歯科大学
歯学部80年史

東京医科歯科大学広報誌『Bloom! 医科歯科』特集号

2010年10月発行

発行
国立大学法人 東京医科歯科大学
〒113-8510　東京都文京区湯島1-5-45

TEL 03-3813-6111（代表）
www.tmd.ac.jp

企 画　東京医科歯科大学 広報室
  東京医科歯科大学 歯学部  80年史編集委員会
　　　 　　（田上順次、川口陽子、鈴木聖一、青木和広）
編集・制作　日経BPコンサルティング
デ ザ イン　アート オブ ノイズ
印 刷　大日本印刷株式会社

本誌の無断転載を禁じます。
All Rights Reserved.
Printed in Japan Ⓒ Tokyo Medical and Dental University

あ と が き




